


[image: ]










王太子と結婚すると悪役のお母様が死んでしまうそうです




～そんな母がポンコツすぎて、娘の私に死亡フラグが立ちまくる！～
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「コゼット、コゼット、あたしの可愛いコゼットたーん！」

　コゼットは庭の木陰で必死に息を殺して隠れていた。

（いったい、これはどういうことなの！）

　小さな自分の手で口を押さえながら、必死に考えるがさっぱり何が起こったのか分からない。

　今、コゼットを呼んでいるのは、母であるマリーンの声だ。

　そう、母親だ。赤い髪に赤い瞳の大変美しい母は、二十七歳だ。この前、コゼットは十歳になったばかりなので、母は十七歳でコゼットを生んだことになるのだが、この世界では、ごくごく普通の貴族では見られることらしい。

　だがしかし――

「コゼットたーん、可愛い可愛いコゼットたーん！」

（たんって何？　なんで？）

　二十七歳の女性から、ちゃん付けならまだしも、たん付けで呼ばれることになろうとは、コゼットは思いもしなかった。

　しかも母であるマリーンが、『コゼットたん』なんて呼ぶなんて、今までならば絶対にあり得ないことだったのだ。

　それくらい、実母であるはずのマリーンとコゼットの関係は歪だったのに、ある日を境にそれは激変してしまう。

（これって良い変化なの？　それとも悪い変化？）

　一生懸命自身に問いかけてはみるが、当然答えなど出ない。

　ただ分かることは、母・マリーンは以前のマリーンとは違うということであり、それはコゼットにおいてもそうだった。

「コゼットたん……んふっ」

　背後で喜びを抑えきれないといわんばかりの含み笑いが聞こえて、コゼットの心臓は跳ね上がる。

「きゃわわな御髪が見えてますよ～」

　どうやらコゼットの髪が木の端から見えていたらしい。

　コゼットが恐る恐る顔を上げると、そこにはにんまりと笑みを浮かべたマリーンが立っていた。

「ひぅっ……」

　コゼットは腰を抜かしたが、それも無理はない。

　今までなら、コゼットをきつく睨みつけ叱っていたマリーンがいた。幼いコゼットはそんな母にいつも傷つき、嘆き悲しんでいた。

　しかしそれが今ではどうだろう。つり目なのにどこか脂下がった目は、とても嬉しそうだ。心底、コゼットを見つけたことが嬉しいと言わんばかりの表情に、コゼットは戸惑いしか感じ得ない。

　マリーンはガバッと両手を広げると、覆い被さるようにコゼットに抱きついてくる。そして、その頬に吸い付いた！

「きゃーーー、お母様―――――！」

　逃げようにもタコの吸盤のように吸いつく母の猛攻から逃げられない。

（十歳の思春期直前の娘にしらふで吸い付く母親がどこにいるのよー！）

　母親の愛がうざいし、きもいし、熱すぎた。

「くふふふ、コゼットたん、可愛いですねー！　今日もとっても可愛いです～！」

「な、な、なんでこうなったの！」

　思わずコゼットは叫びながら、こうなってしまったきっかけを思い返していた。

　そう今からほんの数日前、コゼット十歳の誕生日のことを――









　その日はコゼット・カンデルの十歳の誕生日だった。ふんわりと子どもらしいまあるい頬に、父親譲りの柔らかい金色の髪。チェリーピンクの瞳は、好奇心に咲き誇る花のように煌めいていた。

「お母様、たのしみですね！」

　馬車の中、反対側に座る母親に向かってはしゃぐようにコゼットがそう言うと、母であるマリーンは不機嫌そうに窓外を見ていた視線を、スッとコゼットに向けた。

　切れ長の意志の強そうな赤い瞳がコゼットを捉える。

　そうすると、コゼットは僅かだがびくりと体を強ばらせた。

　マリーンは燃えるように鮮やかな赤髪に、同じく深紅に近い瞳だ。母は美しいが、気難しい人でもあった。

　あるときは、甲高い声でコゼットを怒鳴り散らし、またあるときは、コゼットが話しかけてもまるでそこにコゼットがいないかのように振る舞う。

　実子であるはずのコゼットに対するマリーンの対応は、お世辞にも実の母に相応しいものとは言えなかった。

（お誕生日、嬉しいな……）

　コゼットは数少ない母との外出に心を弾ませていた。

　今日のマリーンの機嫌はあまりよくないようではあったが、それでもコゼットを怒鳴り散らす日ではなかったので、睨まれるくらいなら全然構わなかった。

　むしろ、コゼットのことを気に掛けてくれるなら、それはそれで嬉しい。

　コゼットの父は、ヒース・カンデルというカンデル子爵家の当主であり、中央の財政部に勤める官僚だ。子爵でありながらそこそこ上の地位に就いているせいか、屋敷にいることはほとんどなく、全てをマリーンに任せている。

　今日の観劇も、本当なら父も一緒だったはずだが、急遽仕事が入り、マリーンとコゼットの二人で行くことになってしまった。

　自分の誕生日を両親が揃って祝ってくれたことは、コゼットの記憶にはない。

「楽しみですね、お母様！」

　馬の蹄の音しか聞こえないことに、落ち着かなくなったコゼットがもう一度そう言った瞬間、マリーンが持っている扇をぴしゃりと己の手の平に打ちつけた。

　苛立ちが勝ったのだろう。

「何度も同じことを言わないで！」

　マリーンが甲高い声でそう叫んだ。

　コゼットはビクリと震え上がり、ぎゅっと馬車の窓枠に触れていた手に力を込めた。

「ご、ごめんなさい、お母様」

「なんて貴女は物覚えが悪いのかしら！　劇の最中も同じように騒いだら、そのまま退席するわよ！」

「は、はい！」

　必死にコゼットが肯くが、母の声は次第に高くなり、その口調も早くなる。

「それに十歳にもなってなんなの、その座り方は！」

　子どもなら馬車の窓に手を置いて、立て膝で外を見たがる者も多い。コゼットもいつもなら気をつけていたのだが、今日ばかりは久しぶりの外出に浮かれて、立て膝で窓の外を眺めていたため、その姿が母の怒りの矛先となってしまった。

「はい、すみません！　ごめんなさい、お母様！」

　コゼットは両手を膝の上に置き、座り方を正しくすると、必死に下を向いた。

　激昂する母を宥めるには、その顔を見ることは許されなかった。

　父譲りのこの顔立ちを、母はこの上なく憎んでいたからだ。

　今思えば、マリーンも寂しかったのだろう。家庭を顧みない夫を愛していたマリーンは、夫に愛してもらえない鬱憤を全て実の子であるコゼットへぶつけていた。

　じわじわと言葉でコゼットを追い詰めていく様は、屋敷の様子を暗くして、コゼットの子どもらしい性格も萎縮させていった。

（お母様、ごめんなさい）

　コゼットは心の中で母に謝る。いつもマリーンを怒らせてしまうのは、自分が悪い子だからだ。

「まったく十歳にもなったのにこんなに落ち着きがないなんて！」

　他の子どもよりはずっと従順でおとなしく、素直であるコゼットではあったが、マリーンはそんなことどうでも良かった。ただ、ひたすらコゼットを叱り、罵り、自分のこの行き場のない怒りを鎮めるためだけに言葉の刃でコゼットに切りつける。

　体に実際の傷はなくとも、幼いコゼットの心は十分すぎるほど傷ついてボロボロだった。

　実の母子であるのに。実の母子であるからこそ、二人の関係は歪で、そして悲劇的でもあった。






　――そんな二人を哀れと思し召したのは、果たして神だったのか、それとも他の何かだったのか。






「コゼット、なんなの、その態度は！」

　マリーンが声を張り上げた瞬間、ガタンと大きく馬車がはねた。

「きゃあ！」

「わっ！」

　マリーンもコゼットも声を上げて椅子の上で跳ねた。強かに腰を打ちつけて、馬車の床にコゼットが転がり落ちてしまったが、マリーンはそんなコゼットのことなど無視して、馬車の御者に対して怒鳴りつける。

「いったい何をしているの！」

　しかし御者からの返事はない。訝しく思ったマリーンが御者とやり取りする小窓を見たときだった。

「え」

　馬車の床に座り込んでいたコゼットは、窓の横を後方へとぶわっと飛んでいく大きな何かを見た。

「きゃーーー！」

「人が馬車から落ちたぞ！」

　外で誰かの声がする。

　コゼットが見たのは、意識を失って御者台から転落する御者の姿だったのだ。

「ああっ、そんな！」

　事態を把握したマリーンが驚愕の声を上げる。

「誰か！　誰か馬車を止めて！」

　そう叫んではいるが、最悪なことに馬たちが暴走し始める。

　激しい揺れにマリーンもコゼットも当然立ってはいられず、コゼットは母に向かって手を伸ばす。

「お母様っ！」

　怖かった。何が起きているのか分からないコゼットは母の助けを求めたが、マリーンはコゼットの手を取ろうとはしなかった。

「いやよ！　こんなところで、こんな子と一緒に死にたくない！」

（そこまで……！）

　母が自分を嫌っていたことは分かった。だが、そんなにも母が自分を憎んでいたことに、パリンと、最後の心の柔らかい部分が壊れてしまう。

「お母様……！」

　それでも、それなのに、コゼットはマリーンに手を伸ばす。マリーンは己のスカートを掴んだコゼットの手を――

　振り払った。






　がっしゃっん！






　けたたましい音と共に、馬車が何かにぶつかる音がする。馬のいななき。人々の悲鳴。

　目を開けていられない衝撃と恐怖。






「なんでこんな小さい子を親が守らないのよ！」






　その瞬間、甲高い女の声が響き渡る。

「アンタが産んだ娘なんでしょ！　なんで抱きしめて助けてあげないの！」






　強い声がそう響いた瞬間――コゼットの胸元から強い光が放たれる。

　その光は強烈に瞬いて、それからコゼットを、マリーンを、馬車を包み込んでいく。

　コゼットは薄れゆく景色の中、見たこともない服装の女性を見た。

　自分は空からその女性を見下ろしている。

　どこの屋敷とも違う不思議な部屋の中で、母より年上であろう女性は、見たこともない服装で、見たこともない顔立ちだった。

　てきぱきと男性に指示を出して、それからニッコリと微笑む。

『うん、偉い。頑張っているね』

　そう言って褒める姿に、一瞬だけ憧れを抱く。そんな風にコゼットもマリーンに褒められたかった。

　そうしているうちに、女の人は座っていた椅子から立ち上がり、どこかへ行こうとする。

　だが突如、今のコゼットのように頭が痛くなり、しゃがみ込む。

『先輩！』

『先輩、どうしました？』

　彼女の周囲の人がすぐに彼女のもとへ集まってくる。とても心配している声に、彼女が周囲の人に信頼されているんだろうなと直ぐに分かった。心配そうな顔で女性を見る周囲の人に対し、頭が割れるように痛いのに女性は無理に笑って言う。

『大丈夫――だいじょ――』

　そのまま女性は倒れてしまい、周囲が慌ただしくなる。やがて女性の身体の中から半透明な彼女の身体が、まるで幽体のようにフワリと浮かび上がりコゼットのもとへと昇ってくる。

「わ……わわ……」

　コゼットはどうすることもできずに、その場に立ち尽くす。すると、自分の中にその女性がそのまま吸いこまれていく。

　ふんわりと自分の中で、全ての記憶が蘇り、そして同化した。

　コゼットは愕然としながら、自分の前世を思い出す。

「わ、私、日本人じゃん……待って、ここ、異世界？」

　なんてベタでなんて安直な世界。そう気づいた瞬間、コゼットの意識もまた闇に飲み込まれた。

















１　お母様がポンコツすぎて












「転生かぁ……」

　ベッドの中、自分の小さな手を天井に向けて、コゼットは呆然とした。

　コゼット・カンデル。

　それが自分の名前だとコゼットは分かっているし、生まれてからの十年間、もちろん赤ん坊の頃の記憶などないが、普通に今までの記憶がある。

　それなのに――

「三十二歳の私の記憶もあるとか、何の冗談……」

　確か父は現在三十歳だが、母はまだ二十七歳である。つまり自分より年下の夫婦の子どもとして、転生してしまったらしい。転生直前の記憶はあるが、自分が日本人であること、部下を持っていたことだけしかぼんやりと覚えておらず、自分の名前や、詳しい人間関係、どこで生きていたかなどまでは思い出せなかった。

　きっと十歳の自分の体に、三十二歳の自分前世の記憶はオーバーフローなのだと思う。だから制限がかかっているのではないかと、コゼットは冷静に判断した。

「でも……この子……」

　十歳にしては発育が良い方ではない。

　子どもらしい表情もできるはずなのに、どこか物寂しげなのは、親のせいだろう。

（何なの、あれっ――！）

　馬車がぶつかる瞬間、コゼットは母親であるマリーンに助けを求めた。実の母であることは間違いない。にもかかわらず、その母はコゼットの手を振り払ったのだ。若くして母になったとはいえ、それでもあれが実子に対する態度とは到底信じられなかった。

「最悪過ぎる……」

　現代日本なら、ネグレクトといわれることもある。マリーンのコゼットに対する態度は『育児放棄』や『心理的虐待』といわれるそれだった。

　可哀想にコゼットは、あの瞬間、前世の記憶が突然フラッシュバックしてしまうほど、深く傷ついたのだ。

　どんなに傷つけられても、どんなに愛されなくとも、それでも母を恋い慕った結果があれでは、それもさもあらん。

「大丈夫よ、コゼット……」

　コゼットは小さな手で、自分のふくふくとした頬を押さえる。

「大人の知識があれば……多少世界は違ってもこれからは――ひとりで生きていけるはず……」

　たとえ親に愛されなくとも、生きてはいける。そのために、この心を守るために、前世の記憶が呼び覚まされたのだとコゼットは思う。

　ゆっくりと起き上がって耳を澄ますと、部屋の中はしんっと静まりかえっていた。

　まだコゼットが寝ていると思っているのだろう。

　コゼットはメイドを呼ばずに、サイドテーブルの水差しまで這いずっていく。

　幸い、あんなにひどく馬車が壁に衝突したというのに、コゼットの体は傷一つなかった。

（とりあえず、大きくなるまではこの家にいて、大きくなったら出て行こう）

　母親も父親もただの同居人と思えば、それほど辛くはないはずだ。

（でも……）

　十歳でそんな割り切りをしなければならないことに、我が事ながらコゼットは悲しくなってくる。記憶はぼんやりとしているが、前世の自分の家族仲はそれほど悪くなかった気がする。そんな自分と比べて、今のコゼットはどうしても可哀想だと思ってしまう。

「きっと大丈夫……」

　自分でそう自身に言い聞かせていたときだった。

「コゼットぉぉぉぉおおおおお！」

　バーンッと扉が勢いよく開いた。コゼットがビクッとたじろぎながら扉の方を見ると、赤い髪を振り乱してマリーンが、目に涙をいっぱい溜めて現れたのだ。

「お、お母様……？」

　ズカズカと近づいてきたマリーンは、次の瞬間、ぎゅっとコゼットを強く抱きしめた。

　コゼットの記憶に、母に抱きしめられた記憶はない。初めての経験に一瞬何をされたのか分からなかった。それでも、ぎゅうっと力強く抱きしめられて、大人の女性の柔らかく温かいぬくもりに、胸が苦しくなる。

　これは前世の自分の感情ではない。今現在、コゼットの感情だとすぐに分かった。

（あんなに虐められていたのに、これくらいで嬉しくなるんだなあ……）

　自分のことなのに、心が切実に母親の愛を求めていた。

　そして、まるで夢を見ているかのような言葉をマリーンが吐く。

「コゼット……今までごめんね……！　こ、これからは良い母としてあなたのことをいっぱい愛してあげるから……！」

「えっ……」

　一体、マリーンに何があったのだろう。コゼットには突然の母の豹変にただ戸惑いしかない。

「痛いところはない？」

　マリーンが体を離して、心配そうにコゼットに尋ねてくる。

「だ、だいじょぶ……」

　舌足らずに話してしまったのでハッと口を押さえる。言葉遣いを注意されると思ったからだ。だが、マリーンはなんともいえない複雑な表情を浮かべた。

「あぁ……マリーンって本当に駄目な母親すぎる……」

　自分のことをそう称して呻くマリーンに、少しだけ違和感を覚える。

「お母様……？」

　困惑しながらも小首を傾げて上目遣いに見れば、マリーンは口を押さえて

「くっそ可愛い……可愛い。大丈夫よ、これからはママは良いママになるから！」

「まま……」

　今まで呼んだこともない呼び方だ。

「そう、私がママよ！」

　まるで赤ちゃんに言うようにマリーンはそう言うと、再びぎゅっとコゼットを抱きしめた。






　その日、カンデル子爵家の夫人と娘が馬車の事故に遭った。

　御者が突然の病で馬車から転落し、馬車が暴走したその事故は、本来であればそのまま中にいた二人も亡くなってもおかしくないほどの事故だった。だが、馬車が壁に激突して大破し、すわ二人とも死んだかと思われるほどの事故だったにもかかわらず、二人は傷一つ負うことなく助かった。

　ただしその日より、カンデル子爵家の様子は少しずつ変化していくことになる。

　実の親子でありながら不仲であった母子は、この日から奇妙な共生関係を築くことになるのだ。







＊＊＊








　母親の様子がおかしい。

「コゼット～、コゼットた～ん！」

　屋敷の中、コゼットは物陰に隠れていた。何故なら母親であるマリーンから逃げているからだ。

（お母様が壊れた……）

　そうとしか思えない。あの馬車の事故で怪我はなかったはずなのに、事故前と百八十度、コゼットに対する態度が変わってしまったのだ。

（いや、いいとは思う。思うんだけど――！）

「コゼットたん、みぃつけた」

「ひいやぁ！」

　コゼットは猫のような悲鳴を上げたが、マリーンはそんなコゼットを抱き上げると、すりすりと頬ずりをする。

「うーん、小さい子のほっぺ、すべすべ～」

（これは誰？）

　記憶の中のどのマリーンとも合致しない。

（むしろ……）

「はあ……ほっぺもちもちぷにぷに。超可愛い」

　うっとりとコゼットを抱えてその腹に顔を押しつけてくるマリーンを、抱き上げられた状態でコゼットは見下ろした。

（超可愛いねぇ……）

　言語は違うといえども、こちらの貴族の、しかも子爵夫人がそのような言葉遣いをすることはまずあり得ない。

「奥様ー！　奥様どちらですか！」

　メイドがマリーンを探す声に、今度はマリーンが身体を強ばらせた。

「やばっ……」

　マリーンが慌てたように周囲を見回す。

「あーん、こんなとき、透明マントとかあればいいのにー！」

「……」

　この世界にも魔法はあるが、前世の物語の中にある魔法とは若干違う。

　なので、透明化するという魔法はないし、まして透明化のマントなんてものも当然ありはしない。

（お母様はどこで透明マントなんて知ったのだろう……）

　もしかしたらそういった本などがあるのかもしれないが、偶発的な事故でこうして前世の記憶を思い出したコゼットには、別の可能性をひしひしと考えていた。

　コゼットがこうして以前より大分冷めた子どもになったように、マリーンも突然、娘を溺愛する母親になった。

　コゼットが前世の記憶を思い出したように、マリーンも前世の記憶――しかもコゼットと同じ日本人の記憶を持っている可能性を、考えなくはない。

　自分だけが特別だとは、コゼットは思っていない。

　むしろコゼットが日本人の前世の記憶を持っているならば、他の誰かにもその可能性はあり得ると思ったのだ。






「――ということで、母の部屋を漁ってみることにした」

　あの後、一緒に遊んで一緒に昼寝をしているうちに、本気寝したマリーンを置いて、コゼットは母の真相を探ることにした。

（だいたい、日記とか書いている気がする……）

　ああいうタイプは自分の過去を日記で暴露するタイプだ。そう判断して、コゼットは母の部屋に侵入した。この家にはメイドもたくさんいるのだが、基本、コゼットが何をしても注意することはないらしい。そもそも今までは注意することもなかったのかもしれない。あまりにもマリーンが怖すぎて。

　今もマリーンがコゼットと一緒に遊んでいる時間の方が、メイドたちの顔出しは多い。

　コゼットがマリーンに叱られていないか心配で見に来てくれているのだろう。

　ぼんやりとした過去の記憶の中では、子爵夫人の手前、それを止めることはできなかったが、彼女たちはコゼットに対して好意的ではあった。

「隠し場所？　机……うーん……まさかベッドの下？」

　そんな中学生のエロ本でもあるまいしと思いながら、マリーンのベッド下に手を伸ばすと、コツンと手に当たる物があった。

　ずるりと引き出してみると、それはあからさまな日記だった。

　なぜなら表紙に『マリーン転生日記』と書いてあったからだ。

（しかも、日本語――！）

　きっとメイドたちに見つかっても大丈夫なように日本語で書いたのだろう。

「やっぱり、お母様も転生者だったんだ……」

　怪しいとは思っていたが、こんなにすぐに見つかるとは思いしもなかった。

　そもそもベッド下なんて、絶対メイドに見つかりそうなのに、日本語だからと油断したのだろうか。

　仮にそうだとしても、『マリーン転生日記』というタイトルはどうなのだろうと思ってしまう。

　一抹の不安を覚えながら、コゼットはその日記を開いた。







『私の名前は、真以子、十七歳。ピチピチの元女子高校生である。性別は女。友達と焼き肉を食べに行こうとしたら、焼き肉屋に突っ込んできた車に轢かれてこの世界に転生した。オーマイゴッドタン！　一番好きなのは牛タン！』








「……」

　コゼットは一瞬、日記を閉じようとしてしまった。

　どのあたりがピチピチの元女子高校生なのか知りたかった。三十二歳だったコゼットでさえ、ピチピチなんて服がきつかったときしか使ったことはない。あと、牛タンが好きなんて聞いてない。

　これは自称女子高生と妄想するアラフォーのおっさんの日記であると言われた方が、よほど信じてしまう。

　マリーンの前世に、一抹どころでなく不安を覚えてしまうが、とりあえず今は彼女の良い面を見ようと考える。

「じ、自由奔放ってことかもしれない……」

　もう少しだけ読んでみようとコゼットは勇気を奮う。







『マリーンとして転生して、私はこの世界が、私が愛読していた漫画【セイントラブリーキューピッド】の中だと気づいた。しかも、聖女であるコゼットを虐待していた悪役母親のマリーンに転生していたのだ！　まじか！　私、死ぬ運命じゃん！』








「まんが……？」

　ポカンとしてしまう。ここが漫画の中の世界だなんて信じられなかった。異世界だとは思ったが、漫画の中だというのであればそのうち現実に戻れるのだろうか。

　いや、確実に前世で死んだ記憶があるので、戻ることは不可能だろう。だが、ここが漫画の中ということはとても信じられなかった。

　しかもコゼットが〝聖女〟であり、マリーンはコゼットを虐待していた悪役母親で死ぬ運命というのはなかなか怖い話だ。







『【ラブキュピ】は復讐描写が残酷なことで定評がある作品だ。最初からコゼットを虐待していたマリーンは、聖女が王太子妃となったあと、彼女の結婚式で熱した鉄の靴を履かされて死ぬまで踊らされるのだ。白雪姫の母じゃん。勘弁。まじ勘弁。そもそも実の子、虐待すんな』








「鉄の靴……死亡……」

　いくら虐待していたからといっても、自分の結婚式に実の母に鉄の靴を履かせるなんて常軌を逸している気がした。しかもそれをするのがコゼットだという。コゼットは己の事ながら、そんな聖女、いやだな……と思った。







『転生したマリーンはここに誓います！　コゼットに意地悪しません！　仲良くします！　コゼットのことをめちゃ可愛がる！　そして聖女として王太子と結婚した暁には、コゼットの母として幸せに暮らしたい！　あと牛タン食べたい！　なんでこの国には牛タンがないのか！』








　どんだけ牛タン推しなのだと思ったが、冒頭だけでマリーンがどうして突然コゼットを溺愛するようになったのか分かってしまった。

「なんだ……」

　コゼットはパタンと日記を閉じると、それをベッド下に戻す。それ以上読む気になれなかったからだ。

　ここが漫画の世界とか、将来は聖女とか王太子妃とか、どうでもよかった。

　問題は、マリーンがコゼットに優しくしているのは、将来、死にたくないからだと分かってしまったことだ。

　誰だって残酷な死に方など望んでないだろう。

　けれど、コゼットに対する優しさが、全て打算からきていると、この日記で分かってしまったことが、ただ……さみしかった。

（それなら、私が優しくする必要はないよね……）

　早めに知ることができてむしろ良かったと思う。

　マリーンが死にたくないと思うのは当然のことなのだから、コゼットは適度な距離を持ってマリーンと接すれば良いだけだ。

　そう思っていたのに――






「コゼット、一緒に寝よう！」

　夜、マリーンがコゼットの寝室を訪ねてきた。

「いや、なんで？」

　思わずそう突っ込んでしまうと、メイドがギクリと身体を強ばらせた。今までコゼットがマリーンにそんな口の利き方をしたことはないからだろう。

　次いでマリーンが激昂すれば、それは記憶を取り戻す前のマリーンとコゼットのやり取りではあったが、今の二人は違っていた。

「だって、一人で寝るの寒くて！　二十代後半って、足先から冷えるんだね。ビックリ！」

　マリーンがあっけらかんとそんなことを言う。確かにコゼットも前世では三十近くなってから足先が冷えるようになったことを思い出し、それからふと気づく。

（そっか、このお母さんは、まだ十七歳なんだ……）

　姿形はマリーンだし、二十七年生きてきた記憶もあるはずだが、それでも今のマリーンは十七歳だった真以子という女の子の部分が強く出ている。つまり姿は違えど十七歳の少女なのだ。

　コゼットは自分の前世の名前も思い出せないほどだが、マリーンは真以子という自分の名前や生い立ちも覚えているようだった。つまりマリーンの方が前世の少女の意識が強いのだろう。

　コゼットはため息をつくと、ベッドにあがって自分の布団を軽く持ち上げた。

　その姿にメイドたちが大きく目を見開く。

「言っとくけど寝相が悪かったら、追い出しますからね」

「ありがとう、コゼット！　大好き！」

　満面の笑みを浮かべると、つり目だった目がとても優しくなる。そして大好きと言われるとコゼットの心の奥底でカラカラだった何かが潤っていく。

（ずるいなぁ……）

　こんなに純粋に好意を向けられては、コゼットだって無下にはできない。

　その瞬間、ふわりとコゼットの中に、柔らかい記憶が蘇ってきた。

『相手に向けた感情は、そのまま自分に返ってくるんですよ……』

（おばあちゃん……）

　そう言ったのは、前世の祖母だ。コゼットの前世の記憶は、こうして何かの拍子にポロリと溢れることが多い。

　マリーンは二十七才のマリーンも十七才の前世も違和感なく受け入れているようだが、まだ十才のコゼットに三十二才の前世の記憶は大きすぎるようで、前世の記憶は少ししか思い出せていない。

（ああ、私にはおばあちゃんがいたのね……）

　前世でコゼットが三十になる前に亡くなってしまったが、前世の自分をとても慈しんでくれた祖母の記憶が蘇っていく。

　幼稚園の運動会にきてくれたこと。

　可愛らしいワンピースを買ってくれたこと。

　そんな祖母の記憶とともに愛されていた気持ちが、カラカラだった今のコゼットの心を少しずつ満たしていく。

「コゼット、ぎゅーってしてあげるね」

　そして今、マリーンが、その祖母と同じようにコゼットを抱きしめてくる。

　自分のベッドに潜り込んできたマリーンは、コゼットより大きくて大人で、ふわりと花の香りがした。

　これが母親の香りなのかと思うと、少しだけくすぐったい。

「お母様、私そんな歳じゃ……」

　年端もいかない子どもならまだしももう十歳になったのにそんなことをされては困る。押しのけようとしたがマリーンの力は思いのほか強く、そしてその胸はとても温かい。

　初めて感じる温もりに鼻の奥がツンとした。

「おやすみ、コゼット」

「……おやすみなさい、お母様……」

　初めて二人で寝たベッドは思いのほか温かく、どこか懐かしい気がした。







＊＊＊








「コゼット、コゼット！」

　今日も元気に母親のマリーンが自分を呼ぶ声がする。

　子爵邸はこの一ヶ月で随分様変わりをした。

　今まで実子を虐待していたマリーンが、馬車の事故を転機に突然、実子を溺愛するようになったのだから言うまでもなく、その上、マリーンが以前の子爵夫人然とした様子ではないのだから、子爵邸の家来たちは非常に戸惑っているようだった。

　それでも以前のようなギスギスした子爵邸に戻るよりは……と皆思っているようで、子爵夫人の奇行を誰も止める者はいない。

「いや、誰かは止めてよ！」

　思わずコゼットがそう突っ込んでしまったのだが、無理もない。

「え？　何を？」

　ニコニコとしているマリーンは、今日、コゼットをつれて一ヶ月ぶりの外出をしている。

　目的地はコゼットの夏ドレス購入のためだ。

「コゼットたんの夏服がまったくないのは、どうしてなの!?」

　きっかけは、朝のコゼットの服選びだった。

　この世界にも、日本ほどの寒暖差はないようだが季節はあるようで、そろそろ暑くなってきたので夏らしい服にしようという話になったのだが、コゼットのクローゼットを見たマリーンが愕然としたのだ。

「ぜんぜん、可愛い服がないっ……！」

　それもそのはずで、マリーンは自分の服は季節ごとに取り替えてはいたが、コゼットの服はメイドまかせで、予算もほとんど組んでいなかったのだ。そのせいかコゼットの服は、メイドの子かと思うほどに少なく、そして飾り気もないものが多かった。

　かろうじて豪奢なドレスが一着ずつ、季節ごとに用意してあるのは、子爵との外出用らしかったが、子爵が多忙なため、そのほとんどは袖を通しもしていなかった。

「奥様、仕立屋を呼びましょうか」

　家従がそう提案したが、マリーンは大きく首を振るとニヤリと笑って断言する。

「いいえ、今すぐに着せ替えがしたいから、出かけるわ！」

　鶴の一声ならぬマリーンの一声で、その日の外出が決定した。

　ちなみに妻と子が馬車で事故に遭ったというのに、無傷だったことを良しとしたのか、王宮勤めの官僚である子爵はこの一ヶ月、王宮から戻ってきてはいない。

（お母様も確かに問題あったけど、家長であるお父様も問題ありまくりな家なのよねぇ……）

　仕事があるのは良いことだし、子爵という身分の割にはお金持ちの家だとは思う。だが、そのせいで家族をまったく顧みないのはどうかとも思ってしまう。

　父親がもう少し家庭を顧みてくれれば、マリーンの虐待は食い止められたのかもしれないのに。

「コゼット、見てみて！　すごいね！　中世って感じ～！」

「中世、ですか？」

「あ、違う。違う。んっとね、あそこのカップルがキスしようとしているから、ちゅうせ～よ～！　って言っただけ！」

「お母様、貴婦人の発言では決してないので、外でそんなことは言わないでくださいね」

　コゼットは額を押さえながらマリーンにそう言った。

　マリーンはてへっと舌を出してから、「はあ～い」と間延びした返事をして外を眺めている。全然反省していないのが丸わかりだ。

　この一ヶ月を通して、コゼットは痛感したことがある。

（この母親、ポンコツすぎるっっっ！！！）

　薄々その気配はあったが、一ヶ月一緒に暮らして嫌というほど痛感した。

　まず、マナーや気品といったものは一切合切マリーンからなくなってしまった。昔の近寄りがたい雰囲気はなくなり、常に笑っているマリーンの顔しか見たことがない。

　子爵夫人としての務めはある程度覚えているようだが、隙を見つけては逃げ出してコゼットのところへ遊びに来る。この前など家庭教師の授業があるコゼットを連れ出して中庭でピクニックをしたため、執事が初めてマリーンを叱っていた。

　それに対してもマリーンは、

「は～い、ごめんなさい」

　と貴婦人らしくない謝罪をして聞き流していた。

　ある意味、かなりの強メンタルであるが、転生したのが子爵夫人で良かったなとコゼットの方が思ってしまったほどだ。

　これがこれから結婚のために婚活をする令嬢だったら目もあてられないだろう。

　マリーンの場合、優秀な執事がかなりサポートしてくれているから、家の中のことは以前と変わらずできているのだ。

　自由気ままに振る舞う様に、子爵夫人がおかしくなってしまったという声もチラホラでてきそうなものだが、そこは執事の力量か、幸い、屋敷の中でそのような話は出てこない。

　今までとて、実子を虐待していてもそれが外に漏れなかったのだから、当然と言えば当然かもしれないが、マリーンは子爵夫人らしからぬ言動と態度がこの一ヶ月ですっかり定着してしまった。

「お母様、馬車は怖くないのですか？」

　一ヶ月前、馬車に乗って事故に遭ったのだ。そのトラウマがないのかと問えば、マリーンは

「あー、そのときのこと、あんまり覚えてないし。コゼットは大丈夫？」

　と聞き返してきた。

　コゼットも事故の記憶はあるが、それよりも前世を思い出したことやマリーンの劇的変化が大きすぎて、馬車どころではなかった。

「私は大丈夫です」

「そ、ならよかった。誕生日のお出かけは散々だったから、今日は楽しいお出かけにしようね！」

　ニッコリとマリーンが笑った。その顔にコゼットは苦笑いで返してしまう。

（ほんと、ずるいなあ）

　とくにマリーンは眦がきついだけであって顔立ちは整っているので、破顔すると人好きのする可愛らしい笑顔になるのだ。

　そしてコゼットに向けられるその笑顔は、親愛の情で満ちている。他者が見てもそう感じるほどにコゼットを慈しんだ目で見つめてくるのだ。当事者であるコゼットが感じないはずがない。

　マリーンの愛情をどこか面はゆく感じながら、コゼットはマリーンと城下町のブティックへと向かった。






「きゃーーーー、コゼット、どれもこれも似合うーーーー！」

　ブティックに着くなり、マリーンはあれやこれやとコゼットを着せ替えた。

「このドレスも可愛いし、こっちのセーラーのもすごく可愛い～～」

「奥様、お目が高い。そちらは南国から今年初めて取り入れたものでして」

　元の顔立ちがきついとは言っても、笑顔は人を柔らかくする。

「水兵の襟だよね？　それを貴族の服に利用するなんてセンスいい人がいるのね！　やっぱりセーラー服は可愛いよねぇ！」

　子ども向けに可愛くアレンジされたセーラーワンピース姿のコゼットのまわりを、マリーンは全方位から眺めては大喜びしている。

「お母様、落ち着いてください」

「だってこんなに可愛いんだもの！　あーん、なんで携帯ないんだろう！　写メりたい！」

「はい？　シャメ、ですか？」

　店員がポカンとした顔で聞き返しているが、マリーンはそれも気にせず親指でボタンを押す真似をしている。いったい何をしているのか店員にはさっぱりだろう。

　この世界に写真と似たような風景を写し取る機械はあるが、それは随分大きな物で、マリーンのように片手で持てるような撮影機は当然ない。

（というか、シャメってなんだっけ……）

　前世で聞いた気がするし、写真に関係する言葉だった気もするのだが、コゼットには思い出せなかった。

「いいよ、心のレンズに記憶するわ！　コゼットたーん、こっち向いて～！」

　今度は自分の前で両手の親指と人差し指で額をつくってそれをこちらに向けるマリーンに、店員はますます理解不能だといわんばかりの表情だ。

（この人、自分が元日本人だって隠す気ないのかな……）

　まさか実の娘も転生者だとは思ってもいないのだろうが、それにしたって貴婦人らしからぬ行動には店員も唖然としている。近いうちに子爵夫人が心を病んでしまったと噂される日もくる気がして、コゼットは動揺を隠せない。

（転生者ってもう少し思慮深い感じのイメージだったんだけど……）

　マリーンはそういった枠にはまったくはまっていない気がした。

「ん～、こんなに可愛いんだもの。生まれたときはもっとずっと可愛かったろうなあ……」

　マリーンがコゼットの頭を撫でながら、少しだけ悲しげに表情を曇らせた。

「ごめんね、十歳まであなたをたくさん可愛がってあげられなくて……」

　小さく漏らした呟きは、これまでのマリーンだった己をひどく悔いているようだった。

　悲しそうで、そしてどこかしらそんな過去の自分を腹立たしくさえ思っているような顔に、コゼットはどう返して良いのか分からなくなる。

「コゼットは私にとって何よりも大切な子だからね。かけがえのない、とても大切な娘だから」

　それは自分が殺されないために言っているというよりは、心底、母親が子どもに言い聞かせるような慈愛に満ちていて、マリーンの前世が十七歳の女子高校生だと分かっているコゼットには、どうも違和感を覚えてしまう。

（どうしてこんなに私のこと愛そうとしてくれるんだろう？）

　あの日記にもしかするとその答えが書いてあるのだろうか。

　あのときはそのまま元に戻してしまったが、今度また中味を見てみようかという気持ちになったとき、

「さあ、コゼット！　今度はこっちのドレスに着替えようか！」

　とマリーンが笑顔で新しいドレスを見せてくる。

「えっ……」

　もう十分着替えたと思ったコゼットは、思わず顔を強ばらせたがマリーンは結局その後、十着もコゼットを着せ替えて、その全部を購入した。

　おかげでコゼットはぐったりしながらブティックを出た。

「さあ、次は美味しいスイーツを食べに行きましょう！」

「えっ！」

　もう帰れると思ったコゼットは、マリーンのアクティブさに驚いてしまう。

「お、お母様……」

「だってまだ夕方よ？」

「帰る時間では？」

「夕飯まではまだ時間あるし、若いんだから食べられるわよ！」

（女子高校生の胃袋力、すごすぎない？）

　コゼットは今までそれほど食べてきてはいないのだから、当然夕飯前にスイーツなどを食べたら夕飯は食べられなくなってしまう。マリーンとてそれほど健啖家ではないはずなのだが、このマリーンは夕飯前のスイーツは余裕らしい。

　コゼットの手を引いて、ずんずんと貴族街を歩いて行く。この辺りは王都でも貴族専用の店が中心の通りなので、母子だけで歩いても危険はないがそれでも護衛たちが焦って声を掛けてくる。

「奥様、お待ちください！」

「待ってたらお店が閉まっちゃうよ～ん」

　ウキウキでドレスとは思えない勢いで早歩きするマリーンは雑踏に紛れこんでしまう。これまでマリーンはあまり活動的ではなかったので油断していた護衛は慌ててこちらを追いかけてくるが、背後で何かの店に並ぶ人の列に巻き込まれてしまう。

「奥様！」

「お母様」

「ケーキケーキ！　この世界のケーキ、すごい美味しそうだったんだよねえ！」

（あ、これ話聞いてない）

　気持ちはスイーツに完全にいってしまっているらしく、それでもコゼットの手は離さずにマリーンは道を突き進んでいく。

「大丈夫、道はしっかり調べてきたから！　この店の先を曲がれば――」

　そう言ってマリーンが曲がった先は、貴族街とは思えないほど薄暗い路地裏だった。

「あれ？」

「お母様……」

「あれあれあれ？」

　マリーンは首を傾げながら路地裏をガンガン進んでいく。

「こんなに道が細かったかなぁ？」

「お母様、戻りましょう！」

　どう考えてもきちんとした場所に繋がっているとは思えない。

「さっきの店の横を曲がった先のはずなんだけど」

「先程のお店、二号店と書いてありました！　もしかしたら一号店もあったのかもしれませんよ！」

「あっ、そうなの？　え？　二号店？　やばっ、間違えちゃった！」

　マリーンがぴたりと足を止めてくるりと今来た道を戻ろうとする。ぐるんと腕を引っ張られてくるりと回転したコゼットは、振り向いてピタリと立ち止まった母の腰にコツンとぶつかってしまう。

「わふっ、お母様？」

　ふわふわの綺麗なドレスの腰元にぶつかったコゼットは、そのまま顔を上げて大きく目を見開いた。

　マリーンの振り向いた先に、真っ黒で大きな犬が、ぐるるると唸りながら威嚇していたからだ。

（え？　いつの間に?!）

　背後を犬がついてきたなんて思いもしなかった。シュッとした様子はドーベルマンのようだったが、一点だけ普通の犬にはあり得ないところがあった。

（一……二ぃ？）

　四肢は一つなのに、頭だけが二つ、その犬にはついていたのだ。ケルベロスは頭が三つだが、この犬は頭が二つ。

　どう見ても普通の犬ではなかった。

「え、ま、魔物？」

「どうしてここに双頭の犬がいるの～？　これって双子の森にしかいない犬よね?!」

　マリーンにとっても予想外だったらしく、コゼットを背後に庇いながらじりじりと後退る。

　しかし、双頭の犬はぐるぐるとうなり声を上げて、こちらに近づいてくる。

「お、お母様……」

「だ、大丈夫！　コゼットは私が守ってあげる……！」

　力強くマリーンが断言した。

（もしかして、お母様は魔法が使えるのだろうか？）

　現在、この国では魔法を使える者はほとんどいない。正確には王族と神官のみだ。

　なので、マリーンも使えるわけはないと思ったが、力強くコゼットを庇ってくるので何か隠れた力があるのかもしれないとコゼットは思った。

「……ぶ……ぶ……」

　マリーンが何かぶつぶつと呟いている。もしかして魔法かもしれない……と耳を澄ましてよく聞いてみる。

「犬は……襲ってきたらその口の中に腕を突っ込めばどうにかなるって昔漫画で読んだもの……大丈夫……大丈夫！」

　何一つ、大丈夫ではなかった。

「その前に噛みつかれますよ、間に合わないですよ！」

「コゼット、お母様に任せて頂戴！」

「いやいやいや！」

　マリーンは本気だ。本気で魔物の口に己の手を突っ込む気だった。

　どう考えてもマリーンの手が食いちぎられる未来しか見えなかった。

　双頭の犬が前足をぐっと踏み込んだ後に、大きく口を開けてこちらに飛びかかってくる。

　マリーンが右腕を双頭の犬に向かって突きつける。

「お母様、犬の首は二つあります――！」

「あっ……！」

　コゼットのツッコミに対しマリーンはハッと気づいたようだが、時すでに遅し。

　犬は見事な跳躍で飛びかかってくる。一つ口を塞いだところで二つ目の口は迷うことなくマリーンの喉元を食い破るだろう。

「あ、でも安心して！　私の手も二本あるよっ！」

　マリーンは驚きながらもそう言って、両手を突き出したがどう見てもそれは、

『ホラ、エサだよ』

　と犬に両腕を突きつけているような物だった。

「お母様、それは無茶というものです！」

　このままだとマリーンの手が食いちぎられてしまう。コゼットは思いっきりマリーンのドレスを引っ張った。ぐっと後ろに引かれたマリーンが勢いよく後方にスッ転んだは良かったが、マリーンの立っていた位置にはコゼットだけが取り残される。

　マリーンに食いつこうとしていた犬は、そのまま重力に逆らうこともなく、コゼットの方へと下りてくる。しかもちょうど半身を後ろへ向いた形なので、コゼットの首元はがら空きだ。マリーンの手よりもまずい。

「あ……」

（これ、私が死ぬ――！）

「コゼット！」

　マリーンが転びながらも青ざめて叫ぶ。

「きゃあああ！」

　コゼットは動くこともできずにそのまま固まってしまう。その首元にまさに犬が食いつ――！

（犬に噛まれて死ぬのはいやあああ！）

　キーンと耳鳴りがして、自分の目の前に光の壁が現れた。

「え？」

「すごーい！　光の盾だ～！」

　マリーンがこんなときなのに、パチパチと拍手を送ってくる。

「え、これって……？」

　コゼットが困惑していると、マリーンがドヤ顔で説明してくれる。

「聖女は防御魔法が使えるんだよね！」

「聖女……防御……魔法!?」

　コゼットが聖女だと言っていることにマリーンは気づいていないらしく、光の盾といわれた目の前の光り輝く透き通った壁をバンバンと叩いている。

「すごいね、ガラスみたい！」

（ガラスなら割れるのでは……）

　そうは思ったが、突っ込む気力もなかった。

　目の前で弾かれた犬は、再びコゼットたちに飛びかかってこようとしているが、光の盾に遮られてこちらにはこれないようだ。

「あの……お母様……」

「なあに、コゼットたん？」

「この盾とやらはいつまでもつのですか？」

「えっ！　わ、わかんない！」

「わかんないのかあ！」

（知ってたけどね！）

　どう考えてもこの盾を作っているのは自分なので、マリーンが分からないだろうとは思ったが、コゼットとてどうやってこの盾を出せたのか分からない。

　二人して顔を見合わせる。コゼットはとりあえず両手をそれらしく目の前にかざしてはみるが、いつ光の盾が消えるのか分からない。

（ど、どうすればいいの～！）

　段々光の盾が薄くなってきているような気がした。

「こ、コゼットたん……！」

「お、お母様……！」

　もう盾が消えてしまうだろうと思ったそのときだった――

　ズバッと音がして、目の前がスプラッタになった。

　くわしい描写は避けたいが、盾の前でぶしゃっと血しぶきが広がって犬の首が飛んだのだ。魔物の血は紫色だと、知らなくとも良い知識を知った。

「うっ……」

　突然の惨劇に、コゼットは顔を青ざめて目をそらす。いくら赤い血でなくとも血は血だ。決して気分の良いものではない。

「ぎゃあ！　突然のスプラッタ！　なんで!?」
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　マリーンも予想外だったらしく、コゼット以上に悲鳴をあげたがすぐにコゼットを引っ張って自分のもとへと抱き寄せた。その拍子にドスンと尻餅をマリーンはついてしまう。

　幸い、座り込んだマリーンの上に転がり込むような形になったため、それ以上犬のスプラッタ映像を見なくて済んだが、自分を抱きしめるマリーンの腕がカタカタとずっと震えているので、よほどマリーンも驚いたのだろうと分かった。

　守り方は駄目過ぎたが、自分の身体を張ってでも助けようとしてくれたマリーンに、コゼットはじんわりと眦が熱くなった。

「お母様……」

「こ、コゼット、大丈夫？　怪我してない？」

「大丈夫です……」

「君たち、大丈夫だった？」

　背後から声がした。少しだけ高い少年らしい声だった。

　犬のスプラッタ画像があるだろう方向からそれは聞こえてくる。

　コゼットはマリーンの胸にしがみついてそちらを見ないようにしているので、姿を見ていなかったが、カシャンという剣をしまう音がしたので、どうやら犬の首が切れたのはコゼットが何かしたわけではなく、背後の少年らしき存在が助けてくれたのかもしれない。

「黒髪、黒目、金の虹彩……十代前半……あわわわわわ……」

　マリーンはコゼットと違って真正面にその声の主を捉えていたので、はっきりと少年の姿を確認したのだろう。ブツブツと何か呟いている。

「怪我はないかな？」

　こちらを労いたわる少年の言葉遣いに、マリーンの動揺する声。

　コゼット自身も嫌な予感がひしひしとした。

（この国の王族って夜魔法が得意なんだよね……）

　コゼットの知るこの世界の魔法は、自然界の元素に基づくものではなく、朝、昼、夜という時間帯になぞらえて分類される。

　朝魔法は太陽が昇り体調などがリセットされることから、回復魔法などがそう言われる。

　昼魔法は全ての万物が活発になることから、攻撃と防御に適した戦闘に有利な魔法。

　そして夜魔法は静かに闇に落ちていくことから、精神系に影響する魔法が分類されていた。

　この国の王族は代々、夜魔法の遣い手で、その髪色や特色も夜の色を濃厚に受け継ぐ。

　子爵という貴族としてはあまり身分の高くないコゼットの家では、王族と謁見することはほぼないのだが、それでも王族の特徴は知っていた。

「ロトングス、ご婦人たちを起こしてあげて」

　少年の背後には別の誰かもいるようだった。その自然に命ずる声からしても、平民のようには思えなかった。

　そろそろと観念してコゼットもマリーンの胸から背後を振り向けば、返り血を浴びることもなく十代前半くらいの少年がその場に立っていた。

　黒い髪に黒い瞳が特徴的な、将来美青年になるだろうと思われる少年。

　何よりも特徴的なのはその瞳が真っ黒というわけではなく、金色の虹彩がキラキラと逆光にもかかわらず夜空の星のように煌めいて見えるところだった。

　その特徴的な瞳に、コゼットも確信する。

（王族だ……）

　黒髪に黒い瞳というだけでも極めて目立つのだが、その独特の虹彩は直系の王族にしか見られないものだった。

　コゼットは慌ててマリーンの胸から離れて、立ち上がるとドレスの裾を持ちながら挨拶を述べる。

「繁栄を司る夜の闇の麗しき王子様にお礼を申し上げます。私はカンデル家長女のコゼットと申します」

「うちの子……こんなときなのにきちんとご挨拶ができて、えらい～！」

　マリーンが感動しているが、今はそんな場合ではない。マリーンこそきちんとした礼儀を重んじなければならない大人なのだ。コゼットは小声で「お母様、ご挨拶が……！」と言う。

「あ！　すみません、見蕩れちゃって！」

「ふふ、僕に見蕩れたのかな」

「あ゛？」

　マリーンが少年に対して僅かに声を濁らせた。あからさまに「お前に言ったんじゃないんですけどー」と馬鹿正直に顔に書いてあって、コゼットは血の気が引く。

「お、お母様！　お母様！　王子様ですよね?!」

　慌てて母の気を引けば、マリーンはハッと我に返り、

「あーーー、魔犬？　これあの魔犬のシーンだったの?!」

　とぶつくさ言い始めた。

「ああ、聖女と王子の出会いシーンだったのね……あわわわわ……」

　心の声ではない。全部がダダ漏れだ。

「お、お母様ってば、王子様を前に動揺なさっているのねぇ～！」

　コゼットが必死にフォローするが、王子は訝しげにマリーンとコゼットを睨みつけていた。

「君の母親は僕が王族だと分かっていないのかな？」

「分かっているんです！　ただ、色んな事が一度に起きてビックリしているんです！」

（不敬罪になったらどうするの～、お母様～！）

　ぐいぐい母親のドレスの裾を引っ張って、なんとかマリーンを引き戻そうとしたが、それは難しいようだった。

「と、とにかく、王子殿下、助けていただきありがとうございました！」

　コゼットは深々と頭を下げた。

「私の名前はマリーン・カンデルです。主人がいつもお世話になっておりますぅ」

「それのタイミングじゃない！」

（なんで、ほとんど家にいない父親のことで頭を下げる!?）

　思わずコゼットはそう突っ込んでいた。マリーンのお尻をバシンと叩くと、きゃんっと母が子犬のような声を上げた。

　しんっ、と周囲が静まりかえる。

（や、やってしまった……）

　王族の前で母親の尻を叩く娘。貴族の子女としてあるまじきすぎる。

　コゼットは不敬罪で逮捕されることを覚悟した。

　しかし、次の瞬間、聞こえてきたのは「ハハハハ！」と快活な王子の声だった。

「貴族らしくない母子だね。下町にも君たちのように母の尻を叩く娘など見たことないよ」

「も、申し訳ありません！」

「けど、今はその話じゃない」

　王子は、その金に光る黒檀のように真っ黒な瞳をマリーンに向けると、ニヤリと興味深そうに笑った。

「昼魔法を使えるのは聖女だ。君は聖女か？」

　この世界では魔法を使える存在はとても限られている。使えるのは朝魔法を使う神官たちや、夜魔法の王族だけだ。昼魔法という攻撃にも防御にも転じられる魔法を使える担い手は血筋に関係なく突然発現するといわれ、とくに女性は『聖女』と言われ尊ばれていた。

（あ、さっきの光の壁がそうなんだ）

　なんとなくコゼットはその壁を自分が出したということを理解していた。

　今まで魔法などとはまったく無縁な生活を送っていたのに、こうして危機に直面して、コゼットの中にあった力が目覚めたのかもしれない。

　どういう発動条件なのか、どうやって使えたのか、コゼットには分からないので何度か試した方が良いなと考えはしたが、今は王子の視線が気になった。

　キラキラと興味津々な顔は、まるで宝物でも見つけたかのような表情だ。

「あー……」

『聖女』は無条件で王子に好かれるのだろうか。

　チラリとマリーンの方を見上げると、マリーンは顔を赤くしたり青くしたり忙しない。

「はわわわ、出会っちゃった。聖女確定ぃ……ふぇぇぇぇ……」

　声に出ているのだが、母は気づいてないのだろうか。おそらく気づいていないのだろう。

（確か私がこの国の王子様と結婚して、お母様を鉄の靴で踊らせるんだよね……）

　この母親にそんな酷いことをする気は全くないのだが、王子との結婚がその一因となるのならマリーンとしても全力で避けたいはずだ。

　彼女の頭の中では、今、この状況をどうやって切り抜けようかと必死になっているのが、手に取るように分かった。分かりやすすぎた。

（まあ、私もこの子と結婚って言われてもなあ……）

　第一王子は公式の発表では十三歳だ。コゼットより三歳年上だが、コゼットの身長が低いせいか王子は大きく見えた。それでも声変わりはまだのようで、まだまだ少年らしい姿だった。

　顔立ちはとても良いので将来は美青年に育ちそうだが、元アラサー会社員だったコゼットにショタコンの気はまったくなかった。

（それに王子と結婚したらゆくゆくはこの国の王妃でしょ？　一介の子爵令嬢が？　えー、無理無理。面倒ごとが多過ぎそう……）

　漫画なら読んでもいいが、実際に自分がその立場になるのは御免被りたい。

「お母様……」

　コゼットは王子にまったくときめいていませんよと言った様子で、マリーンを呼んだ。

　マリーンはそんなコゼットの様子を悟ったのだろう。すっとコゼットを王子から遮るように立ち塞いでくれる。

（お母様が私を庇ってくれている……！）

　少しだけじーんと感動したが、感動はすぐに台無しになる。

　マリーンは両手を自分の前で広げると、叫ぶ。

「はい、私が聖女です！」

「なんて!?」

　思わずコゼットも声を上げてしまった。

　しかし、マリーンはコゼットを見ながら、

「ここはお母様に任せて！」

　とこちらを振り向いてウィンクまでしてみせる。

（いやいや、任せてじゃないですよ、お母様！）

　どう見ても王子はコゼットを聖女だと思って見ていたのだ。それを自分が聖女だと偽ってどうするつもりなのかと思ったら――

「ですが、既婚者なので王子様の婚約者にはなれません！」

「どうしてそう考えた！」

　パアンッ！

　コゼットはもう一度、マリーンの尻を叩いていた。ちょうど良い位置に母親の尻があるのがいけない。

「ひゃあん！」

　マリーンが飛び上がったが、いきなり王子に対して子爵夫人が「既婚者だからお相手できませんよ」と言うのは、常識外すぎる。

（きっと聖女と王子は結婚するって思っているからそうなるんだろうけど、そうなるとはかぎらないでしょー！）

　聖女は王家預かりになるというだけの話なのに、いきなり何足も飛び越えて婚約者にはなれないというのは、不敬どころの話ではなかった。その上、聖女はマリーンでないのだから、虚偽申告だ。

（え、せっかく魔犬から助かったのに、王子様に対する不敬で死罪になっちゃうんじゃないの、これ……！）

　王子はコゼットをマジマジと見つめていた。

　ばっちりその目とかち合ってしまう。金の虹彩がキラキラと好奇心旺盛にこちらを見つめてくる。

「ど、どうか不敬罪だけは……」

　震える声でそう言うと、王子は笑いながら言う。

「僕の名前はクリストファー・アレリア・キンゴールだ。クリスと呼ぶことを君たちに許そう」

「はい……？」

「昼の魔法使いなら王宮に招待しないとね。もちろん、来てくれるよね？」

　誘いの態ではあったが、それは決定事項に違いない。

　マリーンもコゼットも二人揃ってぽかんとした表情をした。その顔は二人が親子であることを如実に表していた。

















２　王子の執着が怖すぎて












　昔々、遠い昔、この国は夜の魔法使いに救われました。

　夜の魔法使いは、その魔法のせいで人の心を惑わすと言われていたので、生まれた国から旅立ってこの国を見つけました。

　この国の人々は悪しき魔王の力によって、眠ることができずにいました。

　夜の魔法使いは眠れなかった人々に、心安らかな眠りを与えました。

　人々は夜の魔法使いに感謝して、彼をこの国の王様にしました。

　夜の王様は魔王を倒しましたが、それでも一人でした。

　一人でなんでもできる王様は、どこにいてもなにをしても一人。

　そんな彼を哀れに思い、神様は彼のもとへ昼の魔法使いと朝の魔法使いを遣わしました。

　王様は二人と出会うことで幸せになりました。









　子どもの頃、必ず親に読み聞かされるのがこの国の建国神話だ。色彩豊かに描かれる美しい挿し絵の入った絵本で語られていることはほぼ史実だといわれており、夜の魔法使いの血筋が王族、朝の魔法使いの血筋が神殿の神官一族の祖だといわれているが、昼の魔法使いだけは血統に関係なく突然現れ、その性別で受け入れ先が変わる。女性なら王家に、男性なら神殿の保護を受けるのだ。

　そして女性の場合だけ、何故か『聖女』と呼ばれる。王族の妻になる場合が多いからそれ相応の称号が必要なのかもしれない。だが、性差で女性だけ聖女と呼ばれることは少しだけ不思議に思えた。






「――なので、『聖女』は王家預かりとなることは君たちも知っているはずだ」

　あれよあれよという間にクリスに連れられ、王城の応接間の一つに通された。もちろん、これまで応接間に通されたことなど一度もない。

　キョロキョロと辺りを見回すマリーンを尻目に、コゼットは必死でこれからのことを考えていた。

　聖女と認定されると王族預かりとなる。聖女が未婚で、歳が近い王族男性がいる場合、婚約が結ばれることも多いらしい――というのは、この前、コゼットが調べたことだ。

　マリーンが漫画の世界だというので、コゼットも自分なりにこの世界や国について勉強したのだ。マリーンの日記にはどうして聖女が王子と婚約に至ったのか詳しく書かれていなかったのだが、別に王子と恋に落ちたわけではなく、まず初めに聖女ありきで、聖女だから王子と結婚せざるを得なかったのだ。

（十歳で婚約とか嫌すぎる……）

　そもそも今世で父と母マリーンを見てきたコゼットには、結婚に夢などまったく見られなかった。

　しかも王子と結婚したら、ゆくゆくは王妃になる。一国を担う妻という責任も負いたくない。

（けど、だからってお母様が聖女って言うのは……）

　チロリと自分の横に座るマリーンを見上げると、マリーンは出された紅茶を飲んで

「さすが王室御用達。めちゃくちゃうま……」

　と感激していた。どこまでもマイペースな母だ。女子高校生という生き物は、どこの世界でも適応力が抜群なのかもしれない。

「それで、昼魔法の力が発現した場合は、速やかに国に申告することが国民には義務づけられているはずだが、どうして君は申告しなかったんだ？」

「ぶっ！」

　マリーンが分かりやすく紅茶を噴いた。

「お、お母様、大丈夫ですか。これで拭いてください」

　コゼットがハンカチを渡すと、マリーンがそれで口元を拭く。

「す、すみません。私ったら粗相を……紅茶に間違えて塩でも入れちゃったのかしらぁ？」

　動揺していることがバレバレすぎて、娘のコゼットの方がいたたまれない。

（お母様、嘘をつけないんですね……）

　今時、女子高校生ならもっと大人びていそうなものなのに、マリーンは抜けているところが多いし、すぐ思っていることが顔に出る。だからこそ憎めないのだが、今は少しだけまずい。

「え、えっと……昼魔法が使えるなんて思いもしなくて……」

　マリーンがしどろもどろで答える。確かにコゼットも自分が昼魔法を使えるとは思ってもみなかった。だから、その言い訳は通じるはずだ。

「あれ？　おかしいな。僕が聖女かと尋ねたとき、真っ先にそうだと答えたのはカンデル夫人、あなたでは？」

「ぐっ！」

　マリーンが言葉に詰まる。

「自分が聖女だと名乗ったのに、自覚はなかった、と？」

「はうっ！」

「それに、光の盾が現れたとき、『聖女は防御魔法が使えるんだよね！』とコゼット嬢に説明していたのはあなただったようだが？」

「ひいんっ！」

　どうやら少し前からあの場にクリスは駆けつけてくれていたらしい。マリーンの声は高くよく響くので、彼女の言った言葉をしっかりクリスも聞いていたのだろう。

「ふぇぇぇ……コゼット……」

　マリーンが目をうるうるさせてコゼットを見てきたので、コゼットは内心深く溜め息をつきながら、対面のクリスに向かって静かに口を開く。

「発言をお許しください、クリス殿下」

「ああ、いいよ」

「母は私を守るためにそう言ってくださったのです。おそらく聖女なのは……私の方です……」

　クリスも分かっていたらしく、驚くこともなかった。

「守るため、というのはちょっと変な話だね。聖女は確かに王族預かりだ。君たちは僕が王族と分かっていたのに、まるで僕から隠すような言い方じゃないか」

　キラリと金の虹彩が光る。一瞬、背筋がゾクリとしたのは、クリスが静かに怒っているのが分かったからだ。

（ひぃ……不敬罪だけは……）

「も、申し訳ありません。クリス殿下に嘘を申しあげるつもりはなくて……！　母は……その……」

「何？」

　自分一人だけならどうとでも嘘を貫き通せるが、マリーンは嘘がつけない。下手なことを言えばそれだけ自分たちを追い込みかねない。

　チラリと横を見れば、マリーンはハラハラした顔でコゼットを見ている。とても心配している様子に、マリーンは本当に自分のことを娘として可愛がってくれているのだなと思った。

「そう……、母は、私のことが大好きなので、私と離れたくなくてそう言ったんです！　私も母が大好きなので、王家預かりになって離れたくはないです！」

　コゼットは頬を赤くしてそう言うと、ガバッとマリーンに抱きついた。

「はわわわ……コゼットからのぎゅう……」

　マリーンはひどく感動した顔になると、

「私もコゼットたんが大好き！　こんなに可愛くてしっかりした娘、大好きすぎる！」

　と叫んだ。そして勢いよく抱きしめ返してくる。

「お、お母様、くるしっ……」

「王家の調査では、カンデル子爵夫人は娘であるコゼットを虐待していたと聞いたんだけど、随分話が違うんだね」

　ぽつり、とクリスがそう零した。

　それは白い布に黒いインクをたらしたかのように、静かに、だが確実に黒く落とされた言葉の爆弾だった。

（は、調べた……？）

「これは王族だけの秘密なんだけど、僕たち王家は昼魔法使いが誕生すると、すぐ分かるようになっているんだ。君がその力を発現したのは今から四十二日前の、馬車の事故の日だったそうだね」

「ひっ……」

　マリーンが青ざめた顔になり、ぎゅうっとさらにコゼットを強く抱き寄せた。

「そんなに……すぐ分かるんですか？」

「ああ、僕たち、夜魔法使いおうぞくは人の心に干渉する力を使うせいか、どうしても自分自身も不安定になりやすい。そんな僕たちにとって、神官である朝魔法使いたちはなくてはならない存在だけど、昼魔法使いが側にいればそれだけで情緒が安定するんだ。だから今も、君が傍にいてくれて、とても気分が良いんだよ」

　にこりと笑った笑顔が、十三歳と思えないほどどす黒かった。

（ヤンデレ――!?　ヤンデレなの？）

　サアッと血の気が引いていく。自分を抱きしめるマリーンがブツブツと呟いている。

「ひぃぃぃ……聖女だけに執着するってそういう意味だったのぉ……」

　どうやらマリーンは昼魔法使いや夜魔法使いの逸話についてはあまり覚えていなかったようで、クリスの薄暗い雰囲気に心底怯えていた。

（しかも執着って――!!）

　一ヶ月以上前に分かっていたのにそれからじっくりとコゼットのことを調査していたのかと思うと、いくら将来イケメンに育ちそうな少年であっても十分気持ちが悪すぎた。

（物語の中のヒロインはキュンキュンしたかもしれないけど、私は束縛男子って苦手なんだけど！）

　脳裏に忘れていた前世の記憶がまたポンっと浮かんでくる。

『どこに行くんだよ。今日は休みなんだから俺といろよ』

　そう言ったのは、三十直前に結婚を考えていた元彼だ。

　彼は自分が休みのときは当然彼女も休みだと思い、休日は常に一緒にいないと気が済まない男子だった。それが我慢できるうちは良かったが、友達と会うことにも難色を示し、あげくには携帯まで覗かれたので、キッパリお別れしてしまった。

『お前みたいな女はずっと独りだろうさ！』

　別れ際にそんな捨て台詞を吐かれたが、あんな男にずっと執着されるなら、ずっと独りの方がよほど気楽で良いと思った。

（なんでそんな記憶が今蘇る?!）

　コゼットはマリーンにしがみつきながら、はぁぁぁ……と子どもらしくない長い溜め息を吐いた。

（マリーンは死にたくないから私と仲良くしようとするけど、この王子も自分が落ち着くから私と仲良くしたいんだよね……）

　どっちもどっちだと思った。

　結局、コゼットがたまたま聖女だったから、二人ともコゼットを必要としているだけに過ぎない。聖女という器の中にあるコゼット自身をこの二人は必要としていないのだと思うと、キンッと心の奥が冷える気がした。

　クリスは冷ややかに見つめるコゼットの視線に気づくと、艶やかに微笑む。

　夜の色が強い黒の双眸をもった少年は、まるでコゼットを誘惑するかのように囁く。

「カンデル子爵夫人は、この前までコゼット、君に対してかなり酷い扱いだったそうじゃないか。一度も自分で面倒をみなかったと君の家に勤めていた乳母も証言している。ねえ、コゼット、そんな母親を君は本当に愛しているのかい？　僕と一緒にいた方が君も幸せになれるし、もし君が望むなら、僕が君の代わりに母親を――」

（お母様に鉄の靴を履かせたのは、この王子か――！）

　カキィン！

　気がついたら光の矢がクリスに向かって走っていた。それを防いだのは豪奢な盾を持った護衛騎士だ。

「貴様っ、殿下に――！」

「よい、下がれ」

「ですが」

「僕が下がれと言ったんだ、下がれ」

　クリスが冷たい声でそう言うと、護衛騎士は渋々下がった。

「そうか、君はそんな母親でも大好きなんだね」

「私のお母様をそんななんて言葉で貶めないでください」

　コゼットはマリーンをぎゅっと抱き寄せる。

「こ、コゼット……」

　うるうると泣きそうなマリーンを見ると、どちらが庇護者か分からなくなるが、少なくとも王子よりマリーンの方がまだコゼットのことを大切にしてくれようとしているのは分かっていた。

　母親らしいとは言えないが、それでもマリーンはマリーンなりにコゼットに好かれようと努力してくれているのだ。

　こんな、ストーカー紛いのヤンデレ王子とは全然違う。

「今の光の矢、盾で防いでいなかったら僕を刺していたね。そしたら君は家族もろとも死刑だったよ。ねえ、今の魔法、どうやって出したか自分で分かっている？」

「あ……」

　ハッと気づく。

　魔犬のときといい、コゼットは何か魔法を唱えたわけではない。

　勝手に出てきたその光の盾や矢は、コゼットの感情の変化に伴って現れた。

「ふふ、十歳と思えないくらい勘がいいね。そう、君の感情によって自動で発動してしまうんだよ、その力は」

「お母様……そうなの？」

　思わず確認すると、マリーンは首を傾げる。

「昼魔法使いについてはあまり知られていないからね、君の母親も分からないと思うよ」

　クリスがそう補足すると、マリーンは「ん～」と唸ってから、ポソリとぼやく。

「キャラ読みしていたから詳しい設定は覚えてないんだよな……」

（お母様……！）

「キャラヨミ？」

　クリスが一瞬キョトンとした顔になったが、コゼットにはその意味が分かった。

　つまり漫画の詳細については、マリーンはとんと当てにならないということが証明されたのだ。

（お母様らしいといえばらしいんだろうなあ……）

　この人、ほんと、ポンコツだな……と思ったが、それは悪い意味ではなく、むしろそういうところも母親の愛すべき個性だなと思ってしまう程度には愛着が湧いていた。前世でもきっとこういう風に、ちょっとユニークな人のフォローにまわることが多かったのだろう自分が容易に想像できたし、そういう自分が嫌いではなかったはずだ。

「昼魔法使いの魔法は、使用者本人の感情によって自動的に発動してしまう。だから昼魔法使いは己の感情に気を付けなければならない。そんな昼魔法使いの感情の乱れを抑えられるのが、僕たち夜魔法使いということだ」

　クリスが昼魔法使いと夜魔法使いの関係を教えてくれた。

（なるほど、相互扶助なのか……）

　精神の魔法を使う代わりに、己の精神を蝕みやすい夜魔法使いを補うのが昼魔法使い。

　感情で勝手に魔法を発動してしまう昼魔法使いの感情を統制してくれるのが夜魔法使い。

　どうして聖女と王家が婚姻を結ぶのか納得できる。男女であればその方が一緒にいる理由として違和感がないからだろう。

「あれ？　でも女性でも夜の魔法使いはいらっしゃるのでは？」

　男性でも昼の魔法使いがいるのだから、今代はいないが王女で夜の魔法使いもいたはずだ。

　だが、その疑問はすぐにクリスが解決してくれる。

「夜の魔法は男性が、昼の魔法は女性の方がより強いんだ」

　性差によって魔法の強さも違うのかと、感心してしまう。

「そんな理由だったんだぁ」

　マリーンも感心したように呟いた。

　そのうち、またマリーンの日記を調べようか悩んでいたのだが、その必要はないとコゼットはしみじみ実感する。

　今回の魔犬のときといい、クリスとのやりとりといい、何一つ、マリーンの前世の知識は役立たなかったからだ。

（まあ、そんなのなくてもなんとかするけどね）

　とりあえずは現状の打破だ。

　クリスはコゼットを王家預かりとして傍に置くつもりなのだろう。

　それはコゼットとしてはあまり望ましい未来ではない。

（何を好き好んで王族の嫁にならないといけないのよ）

　しかも十三歳にして、ストーカー気質の執着男子なんて、頼まれても嫌だ。

　それならこのちょっと残念だが、愛嬌のあるマリーンと一緒にいた方がいい。

　コゼットはマリーンにしっかりと抱きつきながら、きつい目をクリスに向ける。

「クリス殿下、私に魔法の発動条件を教えてくださってありがとうございます。感情によって左右されるなら、気を付ければ良いだけのことですから。それに、今、私が光の矢を向けるように仕向けられたのは殿下のはずです。その対処法としてその護衛騎士が室内だというのに盾を持っていたということはそういうことですよね？　今後は気を付けるから大丈夫です」

（そう、十歳の女の子なら感情を制御することは難しかったかもしれないけれど、私は前世の記憶もある）

　アンガーマネジメントの研修を受けたこともある。さっきは確かに激昂してしまったが、それは母親を殺すであろう張本人が目の前にいたからだ。

（この王子、癖が強い！）

　自分でコントロールできない力だと思わせるためにわざとコゼットを怒らせたのだろう。以前のマリーンとコゼットの関係を調べていたなら、現在の二人の関係が改善されつつあることも知っていたはずだ。

　その上で敢えて怒らせて、コゼットが自分で魔法をコントロールできないと思わせようとした。

（さすが夜の魔法使いだけあるわ……）

　精神系に影響する魔法を使うというのだから、もしかしたら知らないうちに魔法をかけられていたかもしれない。

　警戒心を露わにすれば、クリスが一瞬だけ悲しそうに顔を曇らせた。

「大丈夫だよ……僕の魔法は昼と朝の魔法使いにはそんなに通用しないから」

「……そんなに？」

「うん、そう。そんなに」

　ニコッとクリスが笑ったが、そんなにというのであれば、ある程度は通用するのではないのだろうか。

　椅子に座っていたが思わず距離をとろうとすると、クリスがクスクスと笑った。

「警戒しなくても永続的に夜の魔法をかけて昼の魔法使いを洗脳することはできないから。ただ傍にお互いがいることで僕たちは安定できる。そういう関係性なんだよ」

　しっかりとクリスがコゼットを見つめてそう断言した。

（それって少し曖昧では……？）

　そう思ったが、今は聞けるような雰囲気ではなかった。

　クリスは苦笑いを浮かべると、「ごめんね」と小さく謝罪する。

「今回はちょっと僕のアプローチの仕方が下手だったようだね……今日は二人とも帰っても良いよ」

「え、いいんですか！　ありがとうございます！　コゼット、帰ろう！」

　マリーンが一目散に逃げましょうと言わんばかりに立ち上がる。

　そういうところだぞ、と内心コゼットは思ったが苦笑しながら立ち上がると、クリスを見た。

　椅子に腰掛けたままのクリスは本当に申し訳なさそうな顔でコゼットを見ている。

「今度は改めて招待したいから、断らないで欲しいな」

（王族の招待を断れるわけないじゃん）

　そう分かっていても、断ったらそれもやむを得ないという顔をクリスがしているので、少しだけコゼットの良心が痛んだ。

「お母様も……一緒ならいいです」

「えっ！」

　マリーンがギョッとした顔になるが、同伴しないでどうするつもりだったのか聞きたいところだ。コゼットがクリスの嫁になってもよいのかと思ったが、それは顔に出さないでおく。

「もちろん、二人一緒にご招待するよ。今度はカンデル子爵夫人の好きそうな紅茶に甘いお菓子も用意しておくね」

「はわわわ……王族御用達のお菓子だって……！」

　マリーンが早速釣られているが、コゼットはそんなマリーンの背中をトンッと小突いて正気に戻させると、二人揃って深々とクリスにお辞儀をした。

「それでは失礼させていただきます」
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　コゼットとマリーンが退室した後、クリスは二人の残したカップを見ながらクスリと笑った。

「うーん、想像以上だった」

　感想を呟けば、護衛騎士の肩がピクリと跳ねた。彼はクリスの護衛ではあるが、嘘をつけない質だ。

「なに、ロトングス」

「いえ……ただ、何が想像以上だったのかと……」

「一つは二人の仲が思った以上に改善されていること。いくらかは親といえども少しくらいは恨み辛みがあるのかと思ったら、まったくそんな気持ちが見られなかった……」

　クリスには人の感情がオーラのように見える。

　それは夜の魔法使いの特性でもある。それを煩わしいとは思うが、そう生まれてしまったのだから仕方ないと思っていた。

　今日、目の前で、コゼットの金色のオーラを見るまでは。

「もう一つは……昼の魔法使いがあんなに綺麗だなんて思わなかった……」

　姿形は、ごくごく普通の一般貴族の幼い子どもだったが、彼女が纏うオーラは常に金色で美しかった。眩しすぎて、彼女の感情をはっきりと読み取れないことも、逆にクリスには好ましかった。

　歴代の王族の中でも力が強いと言われるクリスにとって、コゼットのあの金色のオーラは、とても心惹かれてやまないものだ。

「年頃の女の子だったら、もっと別の籠絡しようもあったのに……あの子が子どもで残念だよ……」

　ポツリと呟いたクリスの横で、ロトングスのオーラが微妙に揺らいだ。その表情も分かりやすく、言わなくても『犯罪では……』と顔に書いてあった。

　こういう顔に出るところが護衛騎士らしくないが、だからこそ彼がクリスの護衛としては適任だった。

「ねえ、彼女くらいの年齢の女の子って何が好きかな？」

「ど、どうなさるおつもりで？」

　ロトングスが恐る恐る尋ねてくる。

「彼女に好かれたいから、何か贈り物でもしようかなと思って」

「すでに嫌われてしまった気がしますが……」

　ロトングスがズバッと本心を言えば、クリスはクククと子どもらしくなく笑う。

「それがあそこまでしたのに、彼女、僕のこと、嫌いはしなかったんだよなあ……」

　わざと試したし、脅すようなこともしたと自覚している。それでも彼女はクリスに嫌悪を向けることはしなかった。少し引いてはいたようだったが、それでも何故かクリスより大人びた表情で、「仕方ないなあ……」と言わんばかりにクリスを見ていたし、それはあの、とんでもないことをやらかす母親のマリーンに対しても同じだった。

「一体、事故の後、何が起きたらあんなに二人とも変わるんだろうね？」

　俄然興味が湧いてきたなあと呟く主をロトングスが分かりやすく怯えたオーラを出しながら見ていたが、クリスはそれに対しては見逃してやったのだった。
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　クリスの猛攻が凄い。

　翌日から、カンデル子爵家にはクリスから怒濤のごとく花束やらお菓子やら人形やらが届いている。そして一言、『今度はいつ王宮に来られるかな？』と予定を伺うメッセージが添えられている。

「怖い！」

　思わずコゼットは叫んでしまった。

「ふぎゃっ！」

　隣でクリスからの贈り物のお菓子をあけてむしゃむしゃと食べていたマリーンが、コゼットの言葉に、猫が毛を逆立てたかのように驚いた。

「お母様、クリス殿下、ちょっとアレじゃないですか？」

「はひ……アレ？」

「こんな毎日、贈り物とか寄越してくるのどう思いますか？」

「こ、コゼットたんのことが好きなんだと思うんですけどぉ……」

「私、十歳です。デビュタントもまだの子どもです」

「……」

　スッとマリーンが視線を逸らした。

「十歳の子どもに、十三歳の少年が……！」

「ほ、ほら、私と旦那様も三歳差だし、歳をとれば気にならなくなるんじゃないかな？」

「でも今は十歳です」

「ロリコン……」

　マリーンがボソッと呟いた。

（どうやったら諦めてくれるかなあ……！）

　家に帰ってから、聖女と王家、そして神殿について調べてみたのだが、聖女でも神殿預かりになったこともたまにあったらしい。王家と合わない者もいたのだろう。

　とにかく、逃げ道もいくつかあると分かったので、なんとか王家との繋がりを持たないようにしたいと思うのだが、その伝手がコゼットには全くなかった。

「というか、父親はこんな状態になっても家に帰ってこないんですね……」

　半ば呆れた声でコゼットが言えば、マリーンは「そうねぇ」とまるで他人事のように言った。

「なんかここ半年くらいお顔を見てないから、どんな人だったか忘れちゃった～」

　あっけらかんとマリーンが言うので笑ってしまう。

　マリーンに前世の記憶が蘇って、今は夫に執着していないことは良かったなと思えてしまう。

「いっそのこと、二人で神殿に行きますか、お母様」

「えっ、どうして？」

「どうしてって……あんな父親ですよ？」

「え、最高じゃん！」

　ニカッと脳天気にマリーンが笑う。貴婦人らしくない物言いだったが、心底そう思っているようだった。

「顔合わせなくてもお金だけ入ってきて、そのお金で好きなお化粧とか洋服選べるし、仕事しなくてもいいし。美味しいご飯も食べられるの、最高だと思うよ」

「えっと……お父様の愛とかは……」

「愛じゃご飯たべられないじゃん。それに子どもこさえてとんずらするような男よりは、お金だけはくれるんだから全然いいじゃん！　このまま定年までずっと王城にいてほしいわ～」

　そもそもこの国に定年制度はないのだが、それを言うのは野暮だろう。

　マリーンがまったく、微塵も、父親に対して未練がないことは良かったと思った。

「だから、コゼットも嫌だったら結婚しなくていいからね！　ずっとこの家でお母様と一緒に、お父様のお金で暮らしていけば良いよ！」

　そんなの絶対無理だろうにそう言われてしまうと、それも良いかもしれないと思ってしまう。

「まあ、それも手ですね……」

「じゃあ、今日もお出かけしようか！」

「お出かけですか？」

「そう！　コゼットのドレスをまた買って経済でも回そう！」

「もう十分です」

　きっぱりお断りすると、マリーンはとても残念そうな顔をする。

「えー、じゃあ～、なんにするぅ？」

　椅子に座ったマリーンは足をぶらぶらさせながらコゼットに尋ねた。そんな姿を侍女長は顔色一つ変えずに見ている。

　そのとき、トントンと軽くノック音がした。

「は～い」

　マリーンが返事をすると、執事が顔を出す。

「奥様、コゼットお嬢様、お客様がいらっしゃいました」

「お客様？」

　コゼットとマリーン、二人の名前を呼んだと言うことは、二人に対しての来客なのだろう。今までそんなことがあった記憶は一度もない。

「え、誰？」

　マリーンが尋ねると、執事はやや緊張した面持ちで答える。

「王太子殿下でございます」

「パス!!」

　力強くマリーンがそう断言したが、王太子を断れるわけなどないのだ。
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「やあ、久しぶりだね」

　応接室にゆったりと座っているクリスは、恐る恐る現れたマリーンとコゼットに対して優雅に微笑んだ。

「ようこそご行啓いただきました、クリス殿下」

　たとえ先触れもなく突然やってきたとしても相手は雲上人だ。文句一つ顔に出してはいけない。

　そう思いながらコゼットが挨拶をする。本来ならそれはマリーンの役目だが、この部屋に入る前からマリーンは「あのガキ、中学生くらいの年齢なのに、腹黒そうで私苦手なんだよね……」と言うので、コゼットが代わりに挨拶をした。

　マリーンはその後ろで、引き攣った顔で一緒に頭を下げている。

　本来ならマリーンが挨拶の言葉を述べるべきところだが、クリスもそのあたりは分かっているのか、

「お忍びできているからそんなかしこまらなくていいよ」

　と言った。

「あ、そうですか。それじゃ、お言葉に甘えますね。ほほほほ」

　マリーンがそう言いながら、クリスの対面に座った。コゼットもその横に座る。

「これ、お土産。城のパティシエに作らせたシュークリーム。すぐに食べないとしぼんでしまうらしいから早めに食べてね」

「そうですか？　それなら今食べましょうか！」

　シュークリームと聞いてマリーンの顔がパアッと明るくなった。

（もう、お母様は舞踏会とか絶対参加しちゃ駄目だな、これ……）

　子爵夫人の面影など見るも無惨に消えている。

「マイサ、とりわけお願いね」

「畏まりました」

　名前を呼ばれた侍女長が恭しくシュークリームの箱を受け取って、部屋を出て行く。綺麗に盛り付けてくるのだろう。

「クリス殿下、今日はどういったご用件でしょうか？」

　とりあえず突然の来訪の目的をコゼットが尋ねた。

「君の昼魔法と僕の夜魔法の訓練をしたいなと思って」

「訓練……ですか？」

「まあ、単純な魔法の勉強だよ。魔法の種類は三種類しかないからね。一般教育としては学べないだろう？」

「そう……ですね」

　確かに学べない。

　貴族は十四歳から四年間、王立学院で学ぶことが義務づけられている。

　それまでは各家庭で家庭教師を雇い教わっている。コゼットも父親の意向で週三回は家庭教師が家に来ていた。

　だが、魔法を使えるのは王族と神官一族、そして突然発現する昼の魔法使いしかいないため、家庭教師から教わる者はほとんどいない。

　コゼットやマリーンにその辺りの知識が乏しかったのもそのせいだ。とくに血筋で引き継がれる夜や朝の魔法は、自分たちではどうやっても習得は不可能なので、「そういう魔法がある」という知識と、その血統を尊ぶくらいしか学んでいなかった。

「本当は君を聖女として大々的に発表して、婚約してから王宮で学ぶのが一番楽なんだけど、無理強いはしたくないからね」

「っ……ありがとうございます」

　強引な手はいつでも使えるという態度にはヒヤヒヤするが、それを実際に行使するのとしないのとでは雲泥の差だ。

　コゼットの意思をそれとなく尊重していてくれるのはありがたかった。

（まあ、いくら待っても婚約者なんてごめんだけど）

　ちろっとクリスの方を見れば、彼はそんなコゼットの心情さえも分かっていると言わんばかりに、にっこりと腹黒そうな笑みを浮かべた。

「じゃあ、早速、今日から始めようか」

「えっ?!」

「ごめんね、毎日でもこちらに通えたらいいんだけど、僕にも次期国王としての講義があるから難しいんだ」

「いや、そうではなくてクリス殿下が教えてくださるのですか？」

　てっきり教師を派遣してくれるのかと思ったが、そうではなかったようだ。

「だって君、聖女として申告したくないんだろう？　それなら僕が教えるしかないよ」

「私が聖女であることは国王陛下や他の方々には……？」

「婚約してくれないのに言うわけないよ。婚約しなければ君は神殿に行くことになる。みすみす君を神殿に持っていかれたら、僕、何をするか分からないなぁ」

（ひぃぃぃ……！）

　笑っているのに目が笑っていない。いつもはキラキラと金色の虹彩が見えるはずなのに、今は深淵の闇かと言わんばかりに真っ黒な瞳に、コゼットは思わずマリーンの方を見た。

　マリーンも必死にクリスから目を逸らしていた。

「怖い……この顔は絶対私に鉄の靴履かせる顔ぉ……！」

　小声でマリーンが自分の未来に怯えている。確かにこのクリスなら平然とした顔でやりかねない。

「とりあえず、初回だから僕の夜の魔法がどんなものか感じる練習からしようか」

「はい！」

　ビシッとマリーンが手を挙げた。

「それはコゼットの身体に悪影響を及ぼしませんか？」

　キリッとした表情でマリーンが問いかけると、クリスは「信用されていないなあ」と苦笑した。

（お母様は一度不敬罪について学んだ方がいい！）

　言葉には出さないが、何度首の心配をしたか分からない。分からないがクリスがこうして苦笑いをしているうちは大丈夫だろうと信じたい。

　クリスの方をビクビクしながら窺うと、彼もマリーンの傍若無人ぶりは許容しているらしく、ニッコリとコゼットに微笑んだ。

「大丈夫だよ。前も言ったとおり永続的に昼の魔法使いに魔法をかけることは無理だから」

（永続しなくとも効果はあるということだと思うんだけど……）

「僕は君の心を操ることは決してないから信じてくれて良いよ」

　クリスはコゼットの懸念を払拭するようにそう言った。

「だって夫婦ってそうやって信頼で成り立つものだろう？」

「婚約もしてないのに、気が早い！」

「コゼットたん、全力で逃げて!!」

　マリーンがガバッとコゼットを抱き寄せてクリスを警戒する。クリスはそんな二人を見ながら快活に笑った。

「ほんと、君たちって少し変わっているけど仲良し親子だねぇ」

「仲良し……」

「親子……」

　思わず二人でそう復唱してしまったが、それはどこかくすぐったくも嫌ではなかった。

「それじゃ、僕と手の平を合わせてくれる？　あ、一人で不安ならカンデル子爵夫人も一緒にいいよ。僕の右手にはコゼット、左手には夫人が手を合わせてください」

　クリスがそう言って手の平を二人の前に突きつけてくる。クリスの手の平はつるりと綺麗かと思ったが、剣を握ってできたようなタコがあった。

（この子、まだ十三歳なのに色んなことをしているんだな……）

　前世の自分が十三歳のとき、こんなにしっかりしていただろうかと思いを馳せながら、恐る恐るコゼットは自分の右手をクリスの手の平に合わせる。

　マリーンも同じように手の平を合わせた。

「これが夜魔法だよ」

　クリスがそういうと、ぶわっと黒い靄がクリスの手からマリーンとコゼットの手を包み始める。

　すると、フッと周囲が真っ暗になった。

「え？」

「ひゃあ！」

「二人とも手を離さないで」

　部屋の中が真っ暗になってしまう。明りを消して暗くなったというわけではなく、まるで黒い空間に三人だけ突如取り込まれたかのような感じだった。周囲には侍女長やクリスの護衛騎士も控えていたはずなのに、世界に三人きりになったような気持ちになってしまう。

「く、クリス殿下、これは……？」

「これは、記憶を呼び起こす魔法だよ」

「記憶を……？」

「そう。自分さえ忘れていることを思い出すことができる魔法。もちろん、君たちが望まない記憶は出てこないようにするから安心して」

（え、でもそれって、クリス殿下に自分の記憶を覗かれるってことなんじゃ……）

　そう思って警戒するコゼットの隣で、マリーンが叫ぶ。

「コゼットが生まれたときが見たい！」

　ぱあっとクリスの背後に、まるでスクリーンのように小さな赤ん坊のアップが映し出された。

『奥様、おめでとうございます。女の子でございます』

　まるで映画のようだと思った。聞いたことのない女性の祝福の声が聞こえた。

　この映像はその赤子を抱いている者の視界だ。

　淡い金髪に桃色に近い瞳をしていた。まだよく目が見えないのだろう。光しか視認できない瞳が、まっすぐにこちらを見上げてくる。

『そう……これが私の子……』

　聞き覚えのある、だがひどく掠れた声は、まごうこともなくマリーンの声だ。

『こんなときも……あの人は仕事なのね……』

　力尽きたようにそう言った瞬間、ザザザっとノイズがはいる。

　映像が乱れる。

（え？）

　黒い髪に黒い瞳の赤ん坊が、コゼットが生まれた映像に被る。

『これが私の子！』

　同じように赤子を抱く女性の声がするにもかかわらず、その声は歓喜に満ちていた。

『生まれてきてくれて、ありがとう――！』

　心底、そう思っているような声は、どこか聞き覚えがあるようでいて、まったく覚えがなかった。

「黒い髪に黒い瞳だからこの子は殿下ですか？」

　そうコゼットが尋ねると、

「いや、僕の記憶なら母上を見上げているはずだから違うよ……」

　そう言いながらも、興味深そうにその黒髪の赤子を見つめるクリス。

　隣ではマリーンも食い入るようにその赤ん坊を見つめていた。

「では、これは誰の――」

　そう言った瞬間、ザアッと雨が降って場面が変わる。

　雨が空から降ってきている。曇天の宙に対して手を伸ばす姿。

『どうし……よ……こんなところで死んでなんかいられないのに……』

『人が轢かれたぞ！』

『誰か救急車！』

『真以子！　真以子！』

（あ、これはお母様の前世だ）

『ごめん……ごめんね』

　マリーンの前世である真以子という少女が、もう声も出ないだろうに、誰かに対して謝っている。その切実な声に、コゼットも心が苦しくなってくる。

（お母様、いったい誰に対して謝っているの……？）

　誰かがのぞき込んでくるが、ザザザっと音が聞こえなくなってくる。画面が暗くなる。

　きっと真以子に死が訪れるのだろう。

（あ……）

　死の気配にびくついた瞬間、映像がまた変わる。

『先輩！　先輩！』

「っ……！」

　自分をのぞきこむ後輩の顔が見えた。

（ヤバイ、これ私の記憶だ）

　先程のマリーンの前世に引きずられてしまったのだろう。

「これは誰の……？」

　マリーンも食い入るように見ているので、コゼットは焦り始める。

（何か別の――別の記憶……！）

　強制的に場面が変わる。きいっと扉が開いて女性が立っているのが見えた。

『本日、カンデル子爵は急用ができたため、来られないそうです』

　ドアの前で静かな女性の声。

　これは子爵邸の玄関だ。

　そしてその扉の前に立つのは王宮からいつもやってくるのは、父の秘書官だという女性だ。

（ああ、これはあの日の……）

　馬車の事故の日の、朝の記憶だ。

　三人での外出だったはずなのに、秘書官が父が来られないと告げに来たのだ。

　いつも彼女はそうやって連絡を届けに来てくれる。

　コゼットに対しては激情に任せて当たり散らすマリーンではあったが、父の秘書官である彼女に対しては、外聞もあるせいか、いつも何かに堪えるかのような顔で受け答えをしていた。

　この記憶の中でも、見上げた先のマリーンは、ぐっと扇子を押さえて、

『そうですか、分かりました』

　とだけ答えていた。

『お父様はこられないんですか？』

　マリーンはコゼットの問いかけには答えなかった。

『お母様……』

　仕事へ戻ると帰っていく秘書官の背中を睨みつけるように見つめていた母は、次の瞬間、憎悪に燃えた赤い瞳がコゼットを捉えていた。

「ひっ……！」

　反射的にコゼットの身体が強ばる。過去の自分の記憶が今の自分を怯えさせたのだ。

「コゼット！」

　力強い声が、映像を食い入るように見ていたコゼットを現実に引き戻した。

　ハッとした瞬間、映像は消えてしまい、また真っ暗な空間に三人だけが存在する。

「私はあなたを愛している！」

　真っ赤な瞳がコゼットをしっかり捉えて、力強く断言した。

（ああ、なんて強い赤だろう……）

　過去のマリーンもマリーンではあるのに、それを全て覆す鮮烈な赤だ。

「私は！　あなたを生んで良かった！　あなたに出会えて良かった！」

　先程の映像を見ていたクリスが、「何を今更」と小さく囁いた後、口元に僅かに嘲笑を浮かべたが、コゼットには今更でも何でもなかった。

　確かにあのときコゼットを傷つけたのはマリーンだが、それは今のマリーンではないマリーンだ。今の、前世の記憶を持つマリーンは以前のマリーンとはまったく違う。

　そのマリーンが言うのだ。

「コゼットを愛している」と。

　赤く燃えるような瞳は、過去の自分に酷く怒っているようだった。

　どうしようもない怒りを己に向けるマリーンに、コゼットは魅せられる。

「お母様、大丈夫ですよ……」

　コゼットはそんなマリーンを優しく宥める。

「お母様のこと、私も好きですよ」

　それは嘘でも偽りでもない、素直な感情だった。

（こんなに全身で私を愛してくれようとする人を、嫌いになれるわけがない）

　そんな二人の様子を見ていたクリスが口を開く。

「……そろそろ戻ろうか」

　クリスが手を離すと、三人は再び元の明るい世界に戻っていた。

　安心はしたが、前世の記憶をクリスも見てしまったことを不安に思う。

「――とまあ、これが夜の魔法だよ」

　クリスは前世の記憶には一切触れることはせずにそう締めくくった。

「今見たように、全てが確実に自分が覚えている記憶とは限らないときもあるから、記憶にない映像を見ても気にしなくて良いよ。実際、まったく知らない人間の記憶が混在したこともあるけど、原因は分かってないんだ」

「そうですか……」

　よもや前世の記憶まで呼び起こしているとは、クリスも思っていないようなので少しホッとした。

（そういえば、さっきの黒髪の赤ちゃんは……）

　クリスは自分ではないと言っていた。確かにあれはこの世界の人というよりは、前世の日本人のような気もする。

　だが子どもを産んだことのないコゼットには当然覚えがない記憶だったので、あの赤ん坊が誰なのかが分からない。

「殿下、ありがとうございました！」

　突然、マリーンが満面の笑みでそう言った。

「え？」

　感謝の言葉に、クリスが僅かに目を見開いた。

「私、コゼットが生まれた瞬間の記憶なんて全然覚えていなくて。だから、すごく嬉しかったです！　コゼット、すごく可愛かった！　生まれてきてくれてありがとう！」

　黒髪の赤ちゃんに対して誰かが言った言葉と同じ言葉をマリーンが言った。

　その笑顔に偽りはなく、心底嬉しそうなマリーンの顔に、コゼットも嬉しくなる。

「クリス殿下……、私もお礼を申し上げます。ありがとうございました」

　記憶の中のマリーンは決して幸せそうではなかったが、それでもその記憶を見たこのマリーンが喜んでくれるのであれば、それは良かったことのように思えた。

「ああ、君たちはそう言ってくれるんだね」

　クリス殿下が目を細めて口角を緩やかにあげた。

　それは今まで見せていた嘘くさい笑顔とはまったく異なる十三歳の素の顔に近い表情だった。

「また来るよ」

　そう言うと、静かにクリスは帰っていった。
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　クリスは帰りの馬車の中、静かに外を眺めていた。

　反芻するのはさきほどのマリーンとコゼットの言葉だ。

「あんな記憶を見せて、ああいう感謝をされたのは初めてだ」

　ポツリとクリスが呟くと、馬車の隣を馬に乗って併走しているロトングスがチラリと窓越しに主の顔色を窺う。

「どんな記憶だったんですか？」

　ロトングスの問いかけに、別に口止めもされていなかったのでクリスは答える。

「コゼットが母親に憎悪の表情で睨まれたときの記憶だね」

「はい!?」

　唖然とするコトングスに、クリスは言葉を続ける。

「あとは、子どもが生まれたのに仕事漬けで帰ってこない旦那に恨み節を呟く記憶かな」

「その記憶を見たのに感謝したんですか?!」

　信じられないというロトングスの顔に、クリスも苦笑する。

　どの記憶が蘇るかは本人次第だが、それとなく無意識下に働きかけて誘引することはできる。

　敢えてコゼットが虐待されるシーンを誘った自覚はある。

　二人の仲がこじれるならそれにつけ込むつもりだったが、そうはならなかった。

「復讐のほうが楽だったのになあ」

　憎しみを向ける相手がいたら、その相手に対する復讐を手助けした方がこちらに信頼を抱かせやすかった。人間は喜びに共感するが、憎しみに共感したときのほうがよりたやすく相手に依存しやすいことをクリスはよく知っていた。

　なかなか靡かないコゼットを、自分のもとへ引き寄せる手段として復讐はとっておきの材料ではあったが、コゼットにはまったくその気持ちがないのだと、今日の出来事で判断できた。

「どんな記憶でも本人たちの気持ち次第だということだね……」

　生まれたばかりのコゼットを思い出せたことをマリーンはとても感謝していたし、そんな彼女を見つめるコゼットは母親に親愛の情を向けていた。

　記憶を見せるということは、決して良いことばかりではない。

　時には罪人の、酷い記憶を証言として蘇らせるときもある。

　そういう仕事は国王である父が請け負っているが、クリスも王太子教育として何人か罪人の記憶を見たことがあった。

『もうやめてくれ！　そんな記憶、思い出させないでくれ……！』

　と泣き叫ぶ罪人もいた。

　あんな風に、あまり思い出したくないはずの記憶で感謝されたことは、初めてだった。

「本当に変わった親子だよね」

　ともすれば子どものような無邪気に変わってしまった母マリーン。

　一方で十歳とは思えない達観した様子のコゼット。

　脈絡もなく挟まれた誰かの死に際の記憶は、マリーンでもコゼットでもないように思えたが、二人にはなんとなく心当たりがあるようにも見えた。

　もっと深掘りしようと思ったが、何故か頑なに弾かれてしまった。

　昼の魔法使いの力だろう。どんなに夜の魔法が強力であっても、昼の魔法は決して夜の魔法で覆い隠すことはできない。

　朝と昼と夜。それらの魔法は決して互いにどれかが強いというものではないのだ。

「次も早く来られるように頑張らないとなあ」

　今日も今日とて公務をかなり前倒して片付け、子爵邸を訪ねたことを知っているロトングスは、馬上で少しだけ眉をひそめた。

「あまりご無理なさらぬように」

　めずらしくロトングスが主人の身体を労ったので、クリスは鷹揚に肯いてから、馬車の背もたれに深く腰掛ける。

　そして目をつぶり、先程の仲睦まじい親子の様子を、反芻するのだった。

















３　死亡フラグが立ちすぎて












「……ちゃん、ごめんなぁ……」

　しわがれた祖父の手が、ポンと自分の頭の上に置かれる。祖母の愁いを帯びた寂しげな瞳が自分を見つめる。二人の目の前には赤いピカピカのランドセル。わざわざ買ってくれたそれに対して、何も文句などない。

　それなのに祖父母は時折、何かの節目になるたびに、申し訳なさそうな、なんとも言えない顔で、自分に謝ることがあった。

　そんな二人を見て、この人たちは自分の祖父母ではあっても、父や母には決してならないのだろう――と思った。






　思い出せない前世の記憶の断片は、こうして夢の形で思い出すことが増えてきた。

　赤いランドセルは、祖父母が選んでくれたものだ。他の子みたいに紺色や茶色が良かったなんて言えなかった。

　いつも、どこかに負い目があった。

「おばあちゃん、お母さんってどんな人だったの……？」

　仏壇にはとても若い女性の写真が飾ってある。それが自分の母親だと知っていた。

　セーラー服姿なのは、それ以降の写真がなかったからだろうか。

　母はいつ、なんで死んだのか記憶にはない。ただ、物心ついたときには祖父母しかおらず、祖父母が父母代わりに育ててくれた。

　母の日や父の日には、祖父母にお礼を言ってプレゼントをしたけれど、父や母にも贈ってみたかった。

　とくに、母親という存在はどんなものなんだろうと歯がゆく思うことが多かった。

　お母さんの匂いは石鹸の匂いだなんて歌の歌詞を口ずさんでみても、彼女にはピンとこない。

　ぎゅっと抱きしめてもらうことを祖父母に頼むことはなんだか申し訳なくて、いつも負い目があった。たくさん愛してもらったけれど、母親が生きていたらどうだったのかと考えてしまうことは多々あった。

「お母さん、お母さんは私のこと、生んで良かった？」

　父親の写真がないことから、自分には母親しかいないことは分かっていた。シングルマザーだった母親はどんなつもりで彼女を生み、どんなタイミングで亡くなってしまったのか。

　答えのない問いかけはずっと心の奥底に沈んで、大人になっても消えることなくわだかまる。

　祖父母に対して、強く恩義を感じてはいたが、二人が相次いで亡くなってしまった後は、あの世界日本に一人でいることがどうしようもなく寂しく思えたときもあって――






「お母さん、お母さんは私のこと、生んで良かった？」






　仏壇の母親の写真にそう話しかけた瞬間、まるで稲妻のように赤い閃光が走り、そして誰かが叫んだ。






「私は！　あなたを生んで良かった！　あなたに出会えて良かった！」






　マリーンが、叫んだ言葉だ。

　彼女の強い光を放つような真っ赤な髪も、瞳も、全部が燃えているかのようだった。

　そして前世で誰にももらえなかった言葉を、図らずも今世でマリーンからもらえたこの瞬間が、コゼットにとってマリーンをかけがえのない人だと思う分水嶺だったのだと理解する。






（あ、目が覚める）

　夢だと分かっていたのだから、それから覚めることに抵抗はなかった。

　浮上した意識の先、目を開けたあとに飛び込んできたのは、明るい日差しだった。

「コゼット、朝だよー！　おでかけしよーーー！」

　メイドではなくマリーン自身の声に、コゼットは眠い目を擦りながら「はあい」と返事をして、喉の違和感を覚える。

「けほっ……」

　小さな咳に、すぐにマリーンが駆け寄ってくる。

「コゼット？」

「なんか……喉が……」

　喉がいがいがするし、顔が熱い。

　すぐにマリーンがコゼットの額に手を当てた。

「ああ、熱が出ちゃってるね。ちょっと誰か！　コゼットに熱があるからお医者様を呼んで頂戴！」

　すぐにメイドがやってきて、頭を冷やすための洗面器と手ぬぐいなどを準備してくれる。

「最近、色々とありすぎたものね。大丈夫、コゼット？」

　マリーンの声が心配そうだ。

「お母様……伝染うつってしまうから……」

「伝染して治るならいくらでも伝染しなさい。それより何か欲しいものある？」

「何も……」

「でも何か食べないと……アイス最中でもあればなあ」

　マリーンの言葉に、ふふっと笑ってしまう。

（そういえば、おばあちゃんもアイス最中が好きだったなあ）

　コゼットはチョコレート系のアイスの方が好きだったが、祖母はいつもアイス最中ばかり買っていたことが記憶に蘇る。

　風邪をひいたときは、「食欲がないなら最中でも食べなさい」と言っていた。

「最中の皮がご飯の代わりになるから」

　さすがにそれはどうだろうと思ったが、アイスだけではなく最中の皮まで食べると、やはりお腹は膨れて、何か食べた気にはなったので、体調を崩すと食欲がなくなるコゼットにはちょうど良かった。

「お医者様がくるまで少し眠りなさい」

　さらっとマリーンが額を撫でてくれる。

（なんか……懐かしいな……）

　こんなことを現世のコゼットはされた記憶がない。それでも前世の記憶がある分、看病してもらった記憶が残っている。

　熱にうかされ弱り切った身体に、マリーンの言葉と手は、とても嬉しかった。

　まるで魔法にでも掛けられたかのように再びスウッとコゼットは意識を失った。






　そして――






「こんなときまで仕事？　ふざけてんの?!」

　大きな声が聞こえて、コゼットは目を覚ました。

　声は部屋の中ではなく遠くから聞こえたが、久しぶりに聞こえたマリーンの激昂する声だった。

　途中何度か目を覚まし、医師の診察を受けたり薬を飲んだりした覚えがあるせいか、身体は大分楽になっている。

　声は階下から聞こえる。

「だいたいなんで毎回、あなたが来るのよ！」

　マリーンが怒っている。

「それはカンデル子爵はお仕事がご多忙で――」

「あたしはどうでもいいけど、子どもが事故ったときも、病気のときも、泊まりで帰ってこないなんて、ふざけてんじゃないわよ！」

　起き上がって扉を開けると、外はとうに夜が更けていた。

　おそらく今日ぐらいは帰宅するように、マリーンが父に連絡したのだろう。

　だが、いつものごとく、秘書官の女性が無理だと報告しに来たのだと察せられた。

　それはカンデル子爵家ではごくごく当たり前のことだ。

　ただ、いつもと違っていたことは、それまで外聞を気にしていたマリーンが珍しく秘書官に激昂していることだった。

　コゼットはふらつきながら部屋から出て、階下へと向かう。

　エントランスへとむかう大階段までたどり着くと、玄関扉の前でマリーンと秘書官が立っているのが見えた。

　背中を向けているマリーンは顔が見えないが、腰に手を当ててかなり苛立っているのが分かった。

「奥様、落ち着いてください……」

　いつもとは違うマリーンの様子に、秘書官はひどく戸惑っているようだった。

　マリーンよりは年下の、大人しそうで地味な女性だとは思ったが、今日初めて彼女が戸惑っているところを見た気がした。

　いつも秘書官は淡々とした様子で、父の帰宅できない旨を伝えていたから。

「落ち着けるかって言うの！　そもそもあんたはうちの夫の秘書官とかいうけど、なんでうちの旦那はあんたを連絡係に寄越すわけ？　自分で言いに来いって言うの、クソが！」

　とても貴族の夫人の言葉遣いではない。

　秘書官もマリーンのあまりの剣幕に戸惑っているようだった。

「奥様……一体今日はどうしてそんなに……」

　秘書官が動揺しながらマリーンに手を伸ばそうとした瞬間――

　ゆらりと黒い影が見えた気がした。

　おそらくそれは明かりが揺らいだ影だったのだろうが、なんとなく嫌な気持ちになって、秘書官が母に手を触れようとしたその瞬間に、コゼットは声を張り上げた。

「お母様！」

「あ、コゼット！」

　階段を下りていくコゼットへ、いそいそとマリーンが駆け寄ってくる。

　そしてコゼットが階段を下りきると、その身体をきゅっと抱きしめてマリーンはコゼットの熱を確かめる。

「良かった、熱が下がったのね」

「はい」

「でも身体が疲れているとお医者様が言っていたから、もう少し眠りなさい」

　こちらを見ているマリーンは気がつかないが、コゼットは母に抱きしめられながら秘書官の方をじっと見つめていた。

　秘書官は手を伸ばしたまま、じっとコゼットを見つめている。いや、コゼットではなくマリーンの背中かもしれない。

　だが、そのなんの表情もない顔は、コゼットにはとても不気味に思えた。

（こんな人だったかな……）

　今までは、秘書官の顔などほとんど見もせずにうつむいていたので覚えていなかったが、改めて見てみると、この秘書官はこんなに人形のような顔だったのかと思った。

（まるで少し前のお母様みたいだ……）

　感情の全てを隠しているような、不気味な顔だと思った。

「お父様がいなくても平気だから、お母様、一緒に寝て……」

　コゼットがそう言うと、マリーンはぎゅっとさらに強くコゼットを抱きしめて「もちろん！」と強く肯定した。

「主人には二度と帰ってくんなと言っといてください。それではお帰りください」

　マリーンは秘書官の方を振り向きもせずにそう言うと、コゼットに向かって

「さあ、寝ましょう」

　と促した。

　父の連絡係として来た秘書官に対してあまりにもぶしつけな態度だとは思えたが、そもそも父親が帰ってこない方が悪いので、コゼットも何も言わない。

（別に風邪くらいで帰ってこられても困るけど、本当に家にいない父親なんだな）

　父親に対する冷ややかな感情を覚えながらも、マリーンに手を引かれて自分の部屋へ戻ろうとする。

　途中、ふと視線を感じた気がして振り返ると、秘書官はまだ玄関に立っていた。

（なんか不気味……）

　こちらを見る目は何の感情もないようでいて、なのに何かしら心にありそうな様子に、コゼットは思わず目を逸らした。
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「コゼット、風邪を引いたみたいだね」

「え、どこ、ここ」

　寝ているはずなのに、気がついたら真っ黒な丘の上にいた。

　空はうっすらと濃紺色で、星も月もないのに自分たちの姿は見える。

　コゼットはネグリジェ姿だ。そして隣に座っているのはクリスだった。

「コゼットの夢の中だよ」

　クリスがなんてことない顔で言った。

「夢の中って……」

「この前、君にそういう夜魔法をかけといたんだ」

　クスッとクリスは笑うが言っている内容はちょっと怖い。

「私に夜魔法はあんまり効かないんじゃないんですか？」

「そうだよ。だから君が拒絶したら弾かれるけど、君ってあまり人に対して拒絶しない子だよねぇ」

「はあ……」

「横、座りなよ」

　そう言われて、自分だけがぽけっと突っ立っていることに気づいた。

「あ、はい……」

　そろそろとクリスの横に座る。真っ黒な丘は、土でも草でもない。ふれると少しふんわりとしてクッションのようだった。

「なんだか不思議な空間ですね」

「僕の夢はいつもこうだよ」

「そうなんですか？」

「夜の魔法使いが見る夢はいつも夜なんだ」

「私が見る夢は……時間とかあまり気にしたことないかも」

　濃紺の空は雲一つないが、月も星もないのでどこか殺風景だ。せっかく綺麗な濃紺なのにもったいないなと思った。

「星が見えたらもっと綺麗なのに……流れ星とか……」

　コゼットがそう言った瞬間だった。

　キラキラと煌めく星が、スウッと長い尾を引きながら落ちていくのが見えた。

「殿下！　流れ星です！」

　思わずそう言ってしまうくらいにはとても綺麗な星だった。しかもすぐに消えるというわけではなく地平線の端の直前まで、真っすぐに煌めきながら落ちていく。

「すごい……きれい……！」
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　前世でもそんな風に流れ星を見たことはほとんどなかったので、あまりの綺麗さに見蕩れていると、クリスがふふっと小さく笑った。

「あれは僕の魔法じゃないよ」

「え、違うんですか？」

「言っただろう？　ここはコゼットの夢の中だって。土台を作ったのは僕だけど、この夢を自由にできるのはコゼット、君だけだよ」

「え、じゃあ、満天の――」

　そう言って、前世、祖父に連れて行ってもらったプラネタリウムの空を思い出した瞬間――

　濃紺色の空に、数万の星が一斉に現れた。

「わあ……」

「これは……」

　満天の星に驚いたのはコゼットだけではなかったようで、クリスも驚きながら空を見上げる。

「コゼット、すごいね」

「わ、オリオン座の横にはくちょう座って、すごい私の知識適当。でも天の川もある。すごいすごい！」

　しかもプラネタリウムで見た空よりもずっと綺麗に思えた。

「クリス殿下、すごい綺麗ですね！」

　思わずそう呼びかけると、クリスもこくりと肯く。

「確かにこんなに綺麗な空……初めて見たよ」

「そうなんですか？」

「夜はね、夜の魔法の力が強くなるからなるべく部屋から出ないようにしているんだ」

「そうなんですか？」

　この世界の魔法は、コゼットが知る前世の知識の魔法と大分違う。

　自然と結びつく属性があるような魔法ではないことは知っていたが、自分の昼魔法も勝手に発動してしまうことを考えると、夜魔法にも本人が望まなくとも発動してしまうことがあるのかもしれない。

「夜の魔法使いは、夜になると人を魅了するんだよ」

「魅了……」

「そう。だからなるべく部屋に人を近寄らせないし、舞踏会なんかも王族はそんなにみんなの前に立たない」

「へぇ……」

　王族という血筋だけでそういうことがあるのは少しばかり不便だろうと思えた。

「だから、こんな風に夜空を見ることなんてほとんどないから、この空は少し驚いた」

　そう言いながらクリスが手を空に掲げると、スウッとまた流れ星がその先に流れた。

　キラキラと本当に綺麗だ。

「殿下の目の色みたいですね」

　コゼットがそう笑うと、クリスは小首を傾げた。

「僕の瞳、こんなに綺麗かなあ？」

　真っ黒な瞳の中に光る金の虹彩を、クリスは自分でしっかりと見たことがないのだろうか。

「綺麗ですよ。だって初めて殿下の瞳を見たとき、お星様が目の中にあるのかと思いました」

　力強く断言すると、クリスは少し恥ずかしそうにはにかむ。

「ありがとう。他の誰かに言われるより、コゼットに言われることがとても嬉しい」

「そうですか？」

「うん。君だけは僕に魅了されないからね。夜の魔法使いの魔法があまり効かないって言っただろう？　魅了なんかはまったく通じないんだよ。僕たちは君たち、昼の魔法使いをすぐに好きになるのに、昼の魔法使いの君たちは、自分で選んだ相手しか好きにならないんだ。神様は本当に意地悪だ」

　そう言ったクリスの顔がなんだか寂しそうに見える。

（夜の魔法使いって色々と大変なのかも……）

　王族であることもとても大変だろうに、他の人にはない夜の魔法を使えることも色々とあるのだろう。ましてや自分が望まなくとも誰かに好かれてしまうのならそれはとても面倒くさいように思えた。

　空を見上げるクリスの顔は、前世で自分を慕ってくれた後輩を思いだす。

　なんでも卒なくこなすのだが、そのせいで色んな仕事を任されてしまう後輩に、もう少し他の人に仕事を回すように何度も指導していたが、なかなか彼は他の人に仕事を振らなかった。有能すぎるが故に自分でしてしまうのだが、いくら一人で二人分の仕事ができる人間であっても、自分の能力以上はできないのだ。

（私が死んだ後、苦労してないと良いなあ……）

　自分が残してきた仕事で彼が迷惑を被っていないだろうかと少しばかり心配になってしまう。

　だから、クリスもあまり無理をしないで欲しいと思えた。

　彼は十三歳にしてはとても大人びているし、なんでもうまくこなせそうだが、彼だって一人でできる仕事に限界はあるだろう。

「殿下、あまり一人で抱え込みすぎないでくださいね。上に立つ人間こそ、適当に人に仕事振ったほうがいいですからね」

「ははっ、まさか十歳の君に言われると思わなかったな」

「殿下だってまだ十三歳なんですよ」

　ぎゅっとクリスの頬を両手でおさえてこちらを向かせる。綺麗な顔だがこれはまだ少年の顔だ。急いで大人になる必要はない。

「夜、ひとりでいるのが退屈なら、夢の中で私に会いに来てもいいですから！　殿下はもっと子どもらしくしていいんですよ！　王子様だからって、格好良くある必要はないんですから！」

　ぐにぐにとほっぺを押すと、綺麗な顔なのに途端に子どもっぽくなったし、何よりクリスのほっぺはまだ子どもの柔らかさが一杯あった。

「こんなふにふにのほっぺで、僕はひとりだ――なんて中二っぽいこと言ってると、本当に大人になったとき恥ずかしくなりますからね！」

「チュウニって何のこと……それに僕はひとりだなんて言ってないけど」

　ほっぺをコゼットにぐにぐにされるままに、クリスはそう言ったが、コゼットの手を振り払うことはしなかった。

「変に大人ぶる必要なんてないんですよってこと！」

「なんか君と話していると、年上のお姉さんと話しているみたいな変な気分になるね。僕より全然年下なのに」

　一瞬ギクリとしたがコゼットは素知らぬ顔で、びよーんとクリスのほっぺを今度は引っ張ってみた。せっかくの綺麗な美少年顔が台無しだったが、そんな顔でも美少年なのはすごいと思った。

「ふふふ、ちょっと面白い顔になりました」

　パッと手を離すと、クリスは自分の頬をさする。

「僕にこんなことするのは君くらいだよ」

「あ、ホラ、そういう風に言うところが『僕はひとりだ』って思って格好つけている風に見えるんです！」

　初めてクリスの頬がカアッと赤くなる。自分でも思ってもいなかったことを言われたのだろう。

　クリスの年相応の顔に、コゼットは嬉しそうに笑った。

「ほんと、君といると調子が狂うなあ……」

「それくらいがちょうど良いんです」

「そうだね、それくらいがちょうど良いのかも」

　コツンとクリスが肩に寄りかかってきたが、夢だから重くは感じなかった。

「また今度夢の中で、この夜空を見せてね」

　少しだけ照れくさそうにクリスがそう言ったので、コゼットはニコッと笑って

「はい、いいですよ」

　と答えた。
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「コゼット、すごい！　これはすごいわーーーー！」

　風邪も完治した頃、クリスから見舞いの品として届いた贈り物の山の中から、マリーンが豪奢な封筒を見つけた。そしてコゼットの了解も得ずにそれを開くと、キラキラした顔で掲げる。

「人気劇のプラチナチケット！　二人分！」

「ああ、最近流行っているらしいですね……」

　昼魔法使いと朝魔法使いの恋愛話だ。夜魔法使いが題材でないのは、夜魔法使いが王族だからだろう。

　しかもこの劇は、男性の昼魔法使いと女性の朝魔法使いの話で、昼魔法使い役の男性が大変人気の役者なのでなかなかチケットがとれなかった。

「この昼魔法使い役の男性がめちゃイケメンなんだよね！」

　キラキラとした目でマリーンがコゼットを見てくる。

「あー……いいですよ、行きますか？」

「ええ、行きましょう！」

「いつのチケットですか？」

「今日だって！」

「……はい？」

　そんな当日券なんてどうかと思うと言おうとしたが、マリーンのまさに着の身着のままで向かわんばかりの勢いに、

「と、とりあえず、お着替えしましょうか、お母様」

　と言うのが精一杯だった。
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　観劇は午後の部だった。

　だが、きちんと準備をするにはなかなかどうしてギリギリの時間ではあった。

「きゃああああ、スチュワートさまああああ！」

　用意された席は、きちんと貴族専用の個別席だ。一階はグレードの落ちる席なので、真っ正面で観劇できる三階のこの席は、かなり良い席だと思えた。

「ははは、カンデル子爵夫人は今日も変わっているね」

「……まあ、いますよね」

　マリーンとコゼットの間に、ちゃっかり座っているのはクリスだ。

「今日のこんな時間の観劇、よく見に来ると分かりましたね」

「ああ、君たちが屋敷を出ると僕に連絡が来るから」

「！！！」

　サラリと保安会社より怖いことを言われてコゼットは絶句する。いや、保安会社はこちらが依頼して監視してもらうのだから、この場合はそれ以上に質たちが悪いといえるだろう。

「僕の大切なコゼットに何かあったら大変だからね」

「僕のってつけるのやめてくれませんか？」

「ああ、まだ僕のじゃないのか。残念だ」

「私、十歳だって分かっていらっしゃいますか？」

「僕は十三歳だ。でも僕たちの会話、他の人が聞いたらきっと子ども同士の会話には聞こえないと思うよ」

　ニコニコとご機嫌で微笑むクリスを見た後、コゼットは背後を振り返り、この前もいた護衛騎士を確認する。

　彼はたらりと額から汗をかきながら視線を逸らした。

　クリスのすることに対して、彼が何か口を挟むことは決してないようだが、この護衛騎士は顔にでる。今も、「子ども同士の会話じゃねぇなあ～～！」と思っているのが筒抜けだ。

「コゼットと話していると大人の貴婦人と話している気がするよ」

「ははは」

「カンデル子爵夫人と話していると、平民の娘と話していたかなと錯覚することが多いんだけどね」

「はははははははは」

　思わず乾いた笑いも零れるというものだ。

　風邪が治るまで、何度か夢の中で会ったせいか、大分クリスと気安い仲になってしまったのは否めない。

　クリスは夢の中ではいつもあの濃紺の空と黒い影のような丘の上に座っているだけだ。

　コゼットが現れて初めて、あの何にもない濃紺の空に星が瞬き始める。

　そして星を二人で眺めながら、夢からまた眠りのリズムが変わるまで、二人で他愛ない話を交わす。

（それが嫌でないから困るんだよなあ……）

　元々大人びていたクリスは、勉強もできるからか話していても会話にウィットがきいていて飽きない。

　知識も偏りがなく、色んなことを知っている。

　前世の記憶はあれどもこの世界の知識はまだ足りないコゼットには、クリスの語る様々な話は大変興味深いものだった。

「でもいいね」

　舞台の幕が上がり始めて、音楽が流れるタイミングでこそりとクリスが呟く。

「何がですか？」

「こうして現実でコゼットと出会えるのは、夢で会うよりずっと楽しい」

　ニコッとてらいなく笑った顔がとても綺麗で、一瞬、舞台よりもその顔に魅せられてしまった。

　幸い、マリーンの甲高い声で我に返るのだが。

「スチュワートさま、素敵ぃぃぃぃ！」

　ここが三階で良かったと思える勢いで、マリーンは自分の扇子を必死に振っている。あれは応援うちわのつもりなのかもしれない。悪目立ちするところだったが、三階にはこの席しかないことが幸いだった。

「なにか貰って嬉しいものはあった？」

「まあ、どれも豪華なものなので大変ありがたく頂戴しております」

　王族から贈られたものをまさか無下にするわけにもいかないので、丁重に受けとっている。

「でも贈り物を貰ったからって王宮にあがるつもりはないんですけど」

「ははは、手厳しいなあ」

　そう言いながら、クリスはコテンとコゼットの肩に頭を乗せてくる。

「ちょっ……！」

「ちょっと今日は頑張りすぎて眠いんだ。少し寝させて」

「はあっ？」

　そんなどこの少女漫画だと思ったが、背後の護衛騎士がコソリとコゼットに告げてくる。

「クリス殿下はコゼット様たちが観劇されると聞いて、ご公務をかなり切り詰めて済ませてきましたので……」

（まあ、チケット贈っても必ず行くとは限らないものね……）

　聞いてからしか動けないのであれば、かなりの無理もしたのだろう。

　十三歳といえどもこの国の王太子だ。コゼットでは想像できない忙しさに違いない。

「劇が終わるまでですよ……」

　こそりとそう呟くと、クリスは

「ほんと、君って……」

　と何か呟いたが、そのままスウッと寝入ってしまった。どうやら本当に眠かったらしい。

（ぐっ……肩が重い……！）

　夢の中でも肩を貸してはいたが、あれは夢だったからできたのだと思い知る。

　現実のクリスの頭は思った以上に重かった。

　十歳には辛い重さだが、それでも堪えようとしていると護衛騎士がそんなコゼットの背中とクリスの頭をそっと支えてくれる。

「どうもありがとうございます」

　小声でお礼まで添えられては文句も言えない。そのまま劇が終わるまで、かなりコゼットは頑張った。






「やああん、素敵だった――！」

　劇が終わると、マリーンはひどく感動したようで、

「魔法使い同士の繋がりって尊いんですね！」

　と大きな声でクリスに言った。

「そうですね。僕たちはお互いになくてはならない存在ですから。だから僕にとってもコゼットがいてくれるとすごく心強いです……」

「ぐっ……！」

　寂しそうなクリスの顔に、マリーンが胸を押さえる。

「さすが、ヒーロー。子どもでも憂い顔が格好良い……！」

　やけにでかい独り言はコゼットにも当然筒抜けだ。

「お母様、絆ほだされると私とクリス殿下、婚約してしまいますよ」

「ぎゃっ！　それは駄目ですぅ！　コゼットは私とずっと一緒にいるんですぅ！」

　ぎゅっとマリーンがコゼットを抱きしめてくる。相変わらずその腕の力は強い癖に、母親の胸の中は温かく柔らかい。






「コゼット、なんかトイレ行きたくない？」

　コゼットを抱きしめながら、マリーンが小声で耳に囁いてきた。

（あー、確かにお母様、ガバガバ飲んでましたよね……）

　王家御用達の美味しい飲み物やお菓子もたくさん用意されていて、劇を見ながらそれらを摘まむことができたのだ。

「はわわわ、これがＶＩＰ……！　王室、しゅごいっ……」

　マリーンは感動しながら、クッキーを食べ、紅茶を飲み、フルーツジュースに喜んでいた。

　トイレにも行きたくなるというものだろう。

「殿下、お母様がお化粧を直したいそうなので、案内の方を呼んでいただけますか？」

「なるほど、そう言えばいいのか！」

　マリーンが感心しているが、本来ならコゼットが言うべきことではないことを分かって欲しい。

「ああ、いいよ。今、呼んであげるよ」

　クリスが部屋の外に待機している劇場の職員を呼ぶと、すぐに女性職員がやってきてコゼットたちを案内してくれる。

　化粧室は三階ではなく、階段を下りて連絡通路を渡った別棟の一番奥に案内される。

「申し訳ありません、ただいま三階の化粧室が故障中でして。二階の方もただいま劇が終わったばかりで混雑しておりますので、こちらにご案内しております」

　女性職員の説明になるほどと思いながら案内された先は、豪奢な化粧室だった。

「なんか、このまま住めちゃいそうな場所だね～！」

　小用を済ませた後、化粧も一応直したマリーンは設備の良さに感心する。

「きっとクリス殿下と一緒にでなかったら、こんなすごいトイレ、入れなかったね！」

「私、クリス殿下と婚約した方が良いですか？」

　意地悪くそう問いかけると、マリーンは顔を青くして首をぶんぶんと横に振った。

　だがハッとした顔で何かに気づく。

「も、もし……コゼットがクリス殿下のことを好きになったなら……うん……そのときは別にいいとは思うよ……」

　少しだけ不安そうなのに、それでもコゼットの気持ちを最優先しようとするマリーンに、驚いたのはコゼットの方だった。

（え、だって私が結婚したら、マリーンは鉄の靴で死ぬまで踊るんでしょ?!）

　それなのにコゼットとクリスの婚約を許してしまうのか。

　マリーンはコゼットの金色の髪を優しく撫でると、ニコリと微笑む。

　その顔はいつものポンコツなマリーンでも、以前の虐待していたマリーンでもない、母親の顔だった。

「コゼットむすめの幸せが一番だもの」

　自分が死ぬかもしれないのに、それを怯えていたくせに、どうしてこんなにコゼットに対して献身的なのか。

　やり方は確かに無謀だったり、愚かだったりすることもあるけれど、それでもマリーンは彼女の精一杯でいつもコゼットを守ろうとしてくれる。

　本当ならまだ十七歳の高校生のはずなのに、どうしてそこまで生んだ覚えのない娘に優しくできるのか不思議で仕方なかったが、それを問い詰めることはコゼットにはできない。

　それを言ってしまえば、コゼットも転生者であることをマリーンに言わなければならないからだ。今はこうして子どもだと思って接してくれるが、中味が自分より年上の女性の記憶も持つ娘だと分かったら、マリーンはそれでも愛してくれるだろうか。

　初めて、自分が前世の記憶を持っていることが怖く思えた。

「さあ、戻りましょう。クリス殿下が待ってるよ！」

「はい」

　化粧室を出て女性職員に声を掛けようとしたが女性職員の姿が見えなかった。

　幸い帰り道は覚えているのでそのまま帰ろうとしたときだった。

　ダダダダダ、と背後から勢いよく誰かが走ってくる音がした。

「え？」

　二人して振り返った瞬間、ブシャッと顔に何かを吹きかけられた。

「えっ？」

「何?!」

　目に染みる。開けていられないのでつむるとコゼットは何か袋を被らされた。

「こぜっ――！」

　マリーンと繋いでいた手が離れる。ガサゴソと音がする。マリーンも同じように袋を被らされたのだと分かったが、段々頭がクラクラとしてきて声も出せない。

（え？　何？　え？）

　突然のことに本当にこれが何なのか分からない。ただ、すっぽりと袋の中に詰め込まれて誰かに担がれる浮遊感を覚えた瞬間、

（攫われてる――！）

　自分たちが誘拐されているのだと理解できた。

（なんで？　なんで？）

　何故、自分たちが誘拐されているのかさっぱり見当がつかない。それに意識が持たない。どうやら先程顔に吹きかけられたものは、目が開かなくなるだけでなく、意識も失わせる効果があるようだった。

　駆けてくる足音以外、何も分からなかった。

（お母様――！）

　コゼットは途切れゆく意識の中、ひたすらマリーンのことを考えていた。

















４　聖女の力が強すぎて












「……おかあ……さん……」

「コゼット、起きた？」

　誰かの膝の上で寝ているのだと気づいて、うっすらと目を開けていくと赤い髪と深紅の人が見えた。

「お母様……？」

「ああ、よかった、コゼット！」

　目が覚めて、飛び起きるとマリーンがぎゅっとコゼットを抱きしめてくれる。

　石鹸どころか、自分たちに被せられた麻袋の匂いが残っていたが、それでもこの柔らかさは母の胸の中だ。その背中に手を回してぎゅっとしがみつけば、マリーンはコゼットの背中を優しくさすりながら、

「どこも痛くない？」

　と確認してくれる。

「大丈夫です……ここは？」

　母の胸の中から顔を離して辺りを見回す。ギャハハハと男たちの声が下から聞こえてきたので、どこかの家の二階以上なのだと判断した。

　窓から僅かな月明かりが入ってくるので部屋の様子が分かったが、夜になっていることにゾッとしたし、部屋の中の片付けられていないゴタゴタした物置のような様子にもまったく覚えがなくて、恐怖を覚える。

「あたしも今、目が覚めたから分かんなくて……扉を開けようとしたけど、開かなかったの」

「これって……誘拐って……ことですかね？」

「ゆ、誘拐!?」

　マリーンが声を張り上げた。

　その声に呼応するかのように、階下の男たちの笑い声がピタリと止まった。

「おい、目が覚めたみたいだぞ」

「いやあ、お貴族様の夫人とその娘だとさ」

「好きになぶり殺していいってさ」

（殺す――!?）

　ゲラゲラと笑い合う声に、マリーンがギョッとした顔をしてから強くコゼットを抱きしめる。

「な、何か入り口を……」

「そうね、入り口に何か立てかけよう！」

　入ってこられないように掃除道具などで扉を固定する。

（私とお母様だって分かって攫ってきたんだ……）

　しかも「なぶり殺していい」なんて、内容が物騒すぎる。

　明らかに殺意を持って誰かが自分たちを拉致監禁したことに恐怖が募っていく。

　ガチャガチャと音がして、鍵が開く。うっすらとまばゆい光がドアの隙間から差し込んでくる。廊下の明かりのせいだろう。

　だが、簡易でこしらえたバリケードに塞がれて、ドアはそこで止まってしまう。

「お、一丁前に入れないようにしてるぜ！」

「あれぇぇぇ？　どうしようかなあ？」

「ぶはっ、お前、なんだその話し方！」

「ほら、相手はお貴族様だからよぉ、お上品に嬲ってやんないと！」

　扉の向こう側で男たちがゲラゲラとけたたましく笑う。それがとても怖くてぎゅっとマリーンにしがみつけば、マリーンはさらに強くコゼットを抱きしめて言う。

「大丈夫、あたしが絶対守ってあげるから！」

「お母様……？」

　見上げれば、マリーンはコゼットを強く抱きしめながら、扉から漏れる光をきつく睨みつけていた。ドドドドと母の胸から心臓が強く速く打っている鼓動を感じた。

（お母様だって怖いだろうに……）

　母の魂は、今、十七歳の少女のはずだ。それでもこうしてコゼットを守ろうとするその姿に、自分もこのまま震えていてはいけないと心を奮い立たせる。

（聖女……昼の魔法使い……昼魔法……）

　自分ならこの男たちと戦えるはずだ。

（たしか私の感情によって発動するって言ったよね……）

　自宅でも何度か練習したのだが、これが思った以上に難しかった。

　何かを攻撃したいと思う心も、守りたいと思う心も、それらは思った以上に強い感情を必要とした。激昂したり悲しんだりといった感情を、自分で故意に発露させることはなかなか難しく、本や劇を見て気持ちを昂ぶらせようとしてもそれらは間接的な感情で、まったく魔法は発動しなかった。

（道理で歴史上の戦争なんかで昼魔法使いが活躍した話がなかったはずだよ……）

　それほど強い感情を持続的に発動させるのはバーサーカーでもない限り難しいだろう。

（でも今なら――！）

　バアンッ！　と強い音と共にバリケードは簡単に壊れてしまった。

　見るからに破落戸ごろつきでしかない男たちが五人も扉の向こう側には立っていた。

「今から遊びましょうねえ？」

　猫なで声だが、遊びといってもそれは彼らだけが愉しむものであって、コゼットたちが楽しい遊びではないことは十分分かっていた。

「お母様は私が守るんだから！」

　そうコゼットは叫んだが、クリスに向けたときのような光の矢は出なかった。

「あれっ……えいっ……えいっ……！」

　心で念じても、いくらも光の矢が出てこない。

（どうして……?!）

「おい、子どもを引き離すぞ！」

　男たちがマリーンとコゼットに近づいて、マリーンの手を掴んだ。

「コゼットに手を出さないで！」

　マリーンが必死にコゼットを庇う。

「手を出さないでぇ～だって！　お貴族様は可愛いねぇ！」

「ほーら、パパですよ～！」

「パパって柄かよ！」

　こんなときなのに男たちはゲラゲラと笑っている。それがたまらなくコゼットには悔しかった。揶揄する言葉に吐き気さえしてくる。それなのに自分は少しの力も出せない。

（なんで、なんで?!）

　混乱する心で必死に考えるが、何もできない。

「ええい、母親をどかせ！」

「コゼット！」

「お母様！」

　マリーンの腕が簡単にひねりあげられ、容赦なく男が母を引き剥がす。

「どうする？　子どもからか？」

「そうだな、その方が良いかもな」

　男たちがゴソゴソと何かを取り出す。逆光でよく見えないが、キラリと光ったものに、それが刃物なのだと分かった。

　ひゅっと縮み上がり、そのとき初めて自分が震えていることに気づいた。

（怖い……！）

　元は日本人なのだ。安穏と生きてきた自分は死の恐怖に立ち向かったことはない。瞬間的に誰かに怒りを向けることはあっても、事前にそれを用意することはできない。ましてや今のように恐怖に絡め取られた状態では、心は萎縮するばかりで、魔法も発動するわけがないのだと気づく。

　立ち向かわなければならない。

　そう思うのに――






「コゼット!!」

「うわあ！」

　マリーンが自分を羽交い締めしていた男の腕に噛みついた。そして手が離れた瞬間、コゼットに向かって走ってくる。

「あ、ふざけんな！」

　キラッとした何かが振りかぶり、ザンッとそれがマリーンの背中に向かって振り下ろされたのが分かった。

　こちらに向かってくるマリーンがそのまま倒れ込むようにコゼットを抱きしめる。

「コゼット！　コゼット！」

　コゼットを庇うように母親が抱きしめてくる。その声の必死さに、恐慌に陥っていたコゼットは我に返る。

「お、お母様……？」

「大丈夫！　絶対あなたはあたしが守るから！」

　そんな小さな身体で、コゼットに覆い被さって何から守ると言うのだろう。

「おかあ……さま……」

　その背に手を回した瞬間、手に濡れた感触が伝わってくる。

　それは涙や汗などではないことはわかりきっていた。

　鼻につく匂いは、間違いなく血液のにおいだ。

（お母様、切られたんだ！）

「おい、女を引き剥がせ！」

「くそっ、離れねえ！　適当に蹴飛ばせ！」

　コゼットに覆い被さっているので、剥がれないのだろう。

　ドカッと震動がコゼットにも伝わってくる。マリーンが蹴られているのだと分かった。

「やめて！　やめて！　お母様、お母様！」

　コゼットが叫んだ。マリーンが短く苦しそうに呻くが、それでもコゼットを離すことはない。

「大丈夫……大丈夫……絶対、あたしは、コゼットを離さない！」

　力強い母親の言葉に、涙が止まらない。

「お母様！　離して！　死んじゃう！　お母様！」

「くそっ、離れねえな！　おい、この母親から殺しちまえよ！」

「面倒だから、二人まとめて――」

　男たちが相談し始めた瞬間、どこにそんな力があったのか、マリーンがぎゅっとコゼットを抱き上げると、そのまま男たちの合間を、体勢を低くして通り抜ける。

「あ！」

「このアマ！」

　扉に向かって走り始めるマリーン。肩に顔を乗せたコゼットは、母親の背に向かって刃物を突き立てようとする男の姿を捉えた。

　耳元でマリーンの声がする。

「こんどは絶対、ママは傍にいるからね！」

　願うような祈りのような、託すような言葉に、コゼットの視界がぶわっと歪む。涙でにじんで見えなくなった瞬間、コゼットはありったけの声を張り上げた。

「お母さんを殺さないで!!」

　強烈な閃光がコゼットから放たれる。

　それは光の矢となって、次々と男たちを貫くがそれでも止まらない。

「ぎゃあ！」

「目が！」

「うわああああ！」

　倉庫だった部屋の屋根さえも簡単に吹き飛ばす爆発のような閃光は、正しく彼女と母親の敵とその周囲だけを貫いた。

　母に突き立てられるはずだった刃は、光の壁で遮られて溶けた。

　何者もコゼットを、コゼットの母を傷つけることは許さない。

　何者をも近づけさせない。

（私のお母様を、私から奪わないで！）

　止められない。

　それは暴走ともいえるものだった。男たちが倒れても光の矢はずっと空に向かって放たれる。そこがどこかの家だと思えないほどに、真っ黒な空が見えても、それでもコゼットの光の矢は四方八方に向かって放たれる。

　それは暗闇を照らす光ではあったが、あまりにも強すぎる光でもあった。

　近寄る者は無差別に許さない。

　もし、誰かが今のコゼットを見たのならば、その神々しい光を見てさえも、彼女を魔王と思ってしまっただろう。

　それくらい容赦ない稲妻のような光の暴力。

「コゼット……こぜ……」

　背中を傷つけられたマリーンが息も絶え絶えにコゼットを落ち着かせようとしたができない。

　マリーンは守られる側だったが、このままでは誰もコゼットたちに近寄れないのは明白で、必死にコゼットを宥めるが、混乱しているコゼットは男たちが倒れたというのに、その光を止めることができなかった。

　コゼット自身も頑是無く泣く自分を止めることができない。

（もうみんな倒れているのに、止められない――）

　母親を守りたいという感情が強すぎて、頭の片隅ではもう終わったというのに終われない。止まれない。

　ひたすら怒りと悲しみと恐怖の感情だけが己を支配しているのが、自分でも分かった。

（どうしよう、怖い……怖い……）

　どうしたら止まるのだろうか。どうすれば自分はこの心を落ち着けられるのか。

　もしかするとこのまま、ずっと光を放ちながら死んでしまうのかと思った。

　――その時だった。

「もう、大丈夫だよ」

　ふわりと小さな子どもの手が、コゼットの目を背後から両手で覆った。

　光の矢が四方八方に広がるその場所で、誰がそうしたのかコゼットにはすぐに分かった。

　声に聞き覚えがあったからだ。

「怖かったね、頑張ったね、偉かった」

　子どもをあやすようにそう言われ、目を隠された状態では嘘のように心が凪いでいく。

　あれほど荒れ狂っていた心が、恐ろしいくらい穏やかになっていくと、段々眠くなっていく。

「そう、少し眠ると良いよ。おやすみ、コゼット」

「クリス……殿下……」

　クリスの声だと分かって、その名を呼んでコゼットの意識は途切れた。
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　時刻は少し遡る。

「は？　いない？」

　コゼットとマリーンが帰ってこないと聞いたクリスは、すぐに劇場に王太子直属の親衛兵を召集した。劇場内は突然現れた王家の騎士たちに騒然としたが、クリスはそれどころではない。

「殿下、女性従業員を発見しました！」

　コゼットとマリーンを化粧室に案内した女性従業員は、殴られて倉庫の中に押し込まれていた。自分を突然襲った者の正体を、彼女は分からないと言った。

「まだ、誰にも彼女が聖女だと言っていなかったのに……」

　クリスは悪癖だという爪を噛む癖を決して人前ではしない。それが王族の矜持であったからだ。うかつに人間らしさを見せてしまえば、その途端に自分の権威は落ちてしまう。

　だからなるべく洗練された自分自身しか周囲に見せていなかった。

　しかし、今はどうしてもその悪癖を隠すことができなかった。

　ガリッと深く爪を噛む。

「殿下……」

　護衛騎士のロトングスが主人の悪癖に声を掛ける。止めることができるのは彼ぐらいだからだ。

　クリスは片手を挙げてそれを制す。

「考えろ……僕を王太子から下ろしたい派閥はどこだ。誰が聖女を僕から取り上げる」

　頭頂部が熱くなってくる。めまぐるしく頭の中で計算が行われているからだ。

　いくつかの候補が浮かんでは消える。

　それくらい今の王家に刃向かう輩は少なかった。つまり該当する者たちがいない。

「くそっ！」

　いっそのこと彼女が昼魔法を使ってくれたならすぐに分かるだろうにと思ったが、それは決して良いことではないからだ。

　まだコゼットは昼魔法をうまく使えない。彼女自身は自分で自分の感情を抑えられると思っているようだった。確かに十歳にしては大人びていたし、精神的にも落ち着いては見えたが、それでも彼女だって人間だ。

　感情が制御できないときも必ずくるはずで、そんなときに傍にクリスがいなければ、コゼットは――

　真っ白な光の中に消えてしまうコゼットを想像して、クリスはゾッとした。

　やっと見つけた自分の光なのだ。夜魔法が強すぎる自分にとって、誰よりも失うわけにはいかない光だった。

「ロトングス、馬を」

「外に用意してあります」

　待っていられるわけがなかった。宛てもないと分かったが、少しでも昼魔法を使う気配があれば、クリスには感じられるはずだった。

「僕の光を探す」

　クリスはそう言うと、劇場の外に出る。

　劇場の外は近衛騎士たちが人払いをして、誰も家から出ないようになっていた。ロトングスがそう指示したのだろう。

　普段はぼやっとしているが、こういう判断の早さはありがたいと思いながら、クリスは道の中央でかがみ込み、片膝をつく。そして額に片手をつけて囁く。

「闇よ、歌え」

　キィン！

　耳鳴りのような音を周囲の人間は一斉に聞いた。

　ぶわっとクリスを中心に円のように黒い波動が広がっていく。それを人の目は感知できないが、耳鳴りとして聞いたのだ。

　耳鳴りを聞いた瞬間、ゾワリとした悪寒を誰もが感じた。

　まるで幽霊が自分の後ろを通っていったような――そんな得体の知れない不気味な気配を感じたからだ。

　実際は、クリスが夜魔法で周囲の人間の精神を撫でていっただけだが、無論、そんなことは王族だからとて誰しもできるわけではない。

　クリスが歴代の王族の中でもかなり強い夜魔法の使い手だからだ。

　人の心を思うがままに操ることもできれば、周囲にどんな人間がいるのか、意識を広げることで感じることもできる。

　クリスはどんどん感知する幅を広げていく。劇場を中心に、広く、広く、少しでも光の気配を感じられるように。

「殿下、それ以上は――」

　ロトングスが止めようとした瞬間、北の方でかすかな光を見つけた。

　バッとクリスが立ち上がる。

　その鼻からつぅっと鼻血が流れたが、クリスは袖で構わずそれを拭った。

「北に向かう！」

「かしこまりました！」

　馬に乗り、気配の方へと向かう。

　あちらはあまり治安のよくない平民街だ。コゼットたちを攫った人間たちがそこに隠れているとすぐに分かったことに安堵したが、それでも決して近い距離ではない。

　馬を走らせていると、空が暗くなり夜の帳が下りてくる。とうとう王都の端までたどり着こうとしたときだった。

　バンッ！

　まばゆいばかりの光が空に向かって放たれた。

「殿下！」

「ああ、聖女だ――」

　初めにあの光を感じたのは、彼女たちが馬車で事故を起こした時だった。

　城にいてもクリスはその光をすぐに感じることができた。

　誰かを守ろうとするその光に、本を読んでいた手を止めるほど、感動した。

　自分の魔法はいつも真っ黒で、どこまでも人を黒く染める魔法だと思った。

　朝魔法の神官たちは自分とは違う魔法を使うが、それでもその光は淡く儚げで、どう見ても自分の漆黒の力より弱かった。

　だが、昼魔法のコゼットの力は、誰よりも強く、そして優しかった。

　母親を守りたい、助けたい。

　そんな気持ちが突き抜けるほど感じられる光だった。

「良かった、生きている」

　安堵の息を漏らしたが、それでも今日の光は強すぎた。

　いつまでも空に向かって放たれる光の異常さをロトングスも感じたのだろう。

「殿下、あの光は――」

「ああ、暴走しているのかもしれない」

　それだけ二人が危険な状態なのだと分かった。

　クリスは強く馬を走らせたが、光の根源にたどり着く前に馬は倒れてしまう。

　光が強すぎて近づけないのだ。

　光の柱は街の外れの宿屋らしき場所から放たれている。すでに屋根は剥がれ落ち、周囲には突如現れた光になすすべもなく頭を抱えてしゃがみ込んだり、倒れていたりする人が何人もいた。

「殿下、これ以上は――！」

　盾で塞いでいたロトングスも近づけないほどの眩しい光。

　己の周囲に夜魔法を使って黒い靄を生じさせたクリスだけが、光の中心に向かって駆け寄っていく。

　宿の一階では、ほとんどの人がガタガタと震え必死に光を見ないようにしゃがみ込んでいるが、「目が……目が……」と呻く男たちのありさまは酷いものだった。

　まるで天罰でも受けたかのような様子も構わずに、クリスは二階に向かって駆け上がる。

　そこは宿など跡形も無いほどに天井は剥げ落ち、壁は吹き飛んでいた。空から爆弾でも落とされたかのような有様だ。

　そしてまばゆい光の根源で、母親に抱きしめられてコゼットは光を放っていた。

「あああああああああ！」

　子ども特有の甲高い声で泣きさけぶその姿は悲痛そのもので、彼女がこの短時間でどれほど胸を痛めたのだろうと思うと、クリスの胸も痛くなる。

「ごめんね……コゼット」

　君のことを守る覚悟が自分には足りなかったのだと思いながら、クリスはそっと背後からコゼットに近づく。

　コゼットを抱きしめていたマリーンがこちらに気づく。

　彼女は顔も黒く汚れて、額から血も出ていたし、その背中には痛々しい切り傷が見えた。かなりの重傷だと一目で分かる。

　それでも彼女は必死に自分の娘を抱きしめて守ろうとしていた。

　眩しすぎる光は、母親だけは守っていた。

　傷だらけで娘を守ろうとする母と、その母を守ろうとする娘の姿は、どこかの宗教画のように美しかった。

「殿下……コゼットが……あたしの娘がっ……！」

　助けて、とマリーンの口が動く。

　彼女はその身をもって娘を助けたのだろうが、その娘がこんな風に昼魔法を使うとは思わなかったのだろう。心底娘を心配する姿に、クリスは自分が調べた内容と二人の関係が違うことを改めて認識する。

　これほどお互いを守ろうとする二人のどこに、母子の齟齬があったのか。

　馬車の事故以前と以後で何が変わったのか。

　クリスには分からないが、マリーンの視線から、彼女が心底コゼットを心配していることは容易に伝わった。

「コゼット……」

　クリスが呼んだが、その声は泣き叫ぶコゼットには届かない。

　母親の声も届かなかったのだろう。

　クリスはそっと背後からコゼットの両目を覆い、優しく囁く。

「もう、大丈夫だよ」

　今まで荒れ狂うように泣いていたコゼットは、クリスのその一言でぴたりと光を放つのを止めた。

　強く放たれていた光の柱が、静かに消えていく。

　ぐしょぐしょに泣いたであろう彼女の目の周りは、可哀想に熱かった。

　クリスはコゼットの目を覆ったまま、彼女に安心するように伝えた。

「怖かったね、頑張ったね、偉かった」

　十歳の子どもが母親とともに誘拐された。

　そして周囲に転がっている男たちや、マリーンの怪我を見る限り、殺されそうになったのだろう。

　それはどれほどの恐怖だっただろう。

　おそらく昼魔法を使えなくなるほどの恐怖を感じたはずだ。昼魔法は恐怖からは生まれない魔法だから。

　それでも彼女を奮い立たせたものは、彼女を怪我一つなく守り切ったマリーンの姿があったからだろうと思えた。

「二人とも生きていてくれて、ありがとう……」

　聖女を失わなくて済んだことを、心の底から感謝する。

　かくん、とコゼットが糸の切れた人形のように力を抜く。

「少し眠ると良いよ。おやすみ、コゼット」

「クリス……殿下……」

　コゼットは最後に、嬉しいことにクリスの名を呼んでから気を失った。

「殿下！」

　ロトングスがようやくやってきて、周囲の状況に唖然とする。

「これが……聖女の力ですか……」

　二階の屋根が何一つない。そして、周囲にはピクリともせず倒れた男たち。

「盾にも剣にもなるから、だから彼女たちは『聖女』と呼ばれるんだ」

「ですがこれではまるで――神の裁き……」

「ロトングス」

　クリスはそれ以上、ロトングスの発言を許さなかった。

「この件は僕の夜魔法に錯乱した男たちが家を燃やしたという形で処理するように」

　それはこの家を燃やせという命令だ。

　聖女の仕業だということにしてはならないという明確な主の命令に、ロトングスは「御意にございます」と頭を下げると、すぐさま後始末の準備に取りかかった。

「君も僕も、難儀な力を持ってしまったね……」

　自分の対と定めた少女の、涙の跡が残る頬をクリスはそっと拭いながらそう言った。

















５　お父様もポンコツすぎて












「コゼットおおおお！　大丈夫!?」

　目が覚めた瞬間、飛び込んできたのはぐちゃぐちゃに泣きじゃくったマリーンの顔だった。

「お、おか――ぶわっぷ！」

　ばふんっとマリーンの豊満な胸に閉じ込められて、コゼットは危うく呼吸困難になりかけた。それを助けたのは、ベッドの反対側にいた神官だった。

「カンデル子爵夫人、娘さんが息ができずに苦しそうですよ」

「あ、すみませんっ！」

　マリーンはコゼットから身体を離すと、優しくコゼットの髪を整えてくれる。

「お母様、お怪我は？」

「神官様が治してくれたのよ」

　そう言ってマリーンは神官を見る。

（あ、朝の魔法使い……）

　神官は朝魔法の使い手だ。朝魔法は治癒関係の魔法だが、一族の血筋によってしか引き継がれないために、前世の宗教組織とはまた違った組織形態だ。

　近親婚こそしてはいないが、元をたどれば彼らは全て同じ血筋のもとに生まれついている。

　今、こちらを優しげな瞳で見つめてくる神官は、マリーンと同年代ぐらいに思えた。

「あの……神官様」

「はい」

「お歳はおいくつですか？」

「三十になったところです」

　穏やかな口調に、落ち着いた態度。そして年相応の思慮深さ。

（結婚するならこういう穏やかな人が良いよね……）

「私のお母様とご結婚される気はないですか？」

「こ、コゼット!?」

　突然のコゼットの質問に、驚いたのはマリーンの方だった。

「な、何を?!」

「いや、もうなんか……私、昼魔法をしっかりコントロールできるようにしないとなってすごく思ったので……」

（光が止まらないことがすごく怖かった……）

　前世で見たアニメやゲームの魔法と、昼魔法は全然違うように思えた。ＭＰを消費して呪文を唱えるような、そんな魔法ではないと使いながら感じていた。

　あれは自分を介して何か別の力が解放されているような、そんな魔法だった。果たしてあれを魔法と呼んで良いのかコゼットには分からない。

「コントロールなら、僕が傍にいれば大丈夫って言ったじゃないか」

　いつの間に現れたのか、クリスがベッドまでやってくる。

　彼は神官側の隣の椅子に優雅に座ると、愛想良くニコリとコゼットに微笑んだ。

　相変わらず何を考えているのか分からない得体の知れない笑顔だ。

「え、なんでここに……って、ここどこ？」

　ようやくコゼットは今自分がどこにいるのか気づく。天蓋付きのベッドはどう考えても自宅のベッドではなかった。

「王宮の王太子宮です」

　クリスの護衛騎士が代わりに答えてくれた。

「お、王太子宮……!?」

　マリーンを見れば彼女がコクコクと肯く。

「あの後、クリス殿下が駆けつけてくれて私たちを保護してくれたの。それから三日間、コゼットはずっとここで寝ていたのよ」

「三日も……」

　ようやく状況が判断できた。

　この豪奢なベッドは王太子宮の一室で、神官がここにいるのも王太子が招いたからなのだろう。

「うわぁ……婚約者コースまっしぐらじゃん……お母様、いますぐこの神官様と結婚してください！」

「こここ、コゼット!?」

　マリーンは話が戻ったことにまた動揺する。

「コゼット、頭でも打ったの？　あたし、一応人妻だよ？」

「こんなときでも様子を見に来ない父親なんて父親じゃないです！　離婚しましょう！　そしてこの神官様に養って貰いましょう！　神殿でも昼魔法使いを保護してくれるそうなので、お母様も一緒に行きましょう！」

　そうなのだ、ここに今、マリーンはいる。クリスだって現れた。

　にもかかわらず、父親だけが不在だったのだ。

「あー……お父様は……その……」

　マリーンがしどろもどろになるので、コゼットは追撃する。

「どうせ連絡がいってもお父様はここに来ることもしなかったんじゃないんですか？」

　コゼットが確認すれば、マリーンは視線を逸らして

「あー……うんー……たぶん、忙しいんじゃないかなあ？」

　とシラを切ったが、そんなことで納得できるわけがない。

「やっぱり離婚した方が良いですよ、お母様。嫁と娘が怪我をしても見舞い一つ来ない、駆けつけない父親なんて、いくら金払いが良くても、私の教育上、よくないです」

　きっぱりとコゼットが断言した。

「コゼットの教育上……？」

　それを聞いたマリーンもピクリと反応する。

「いても存在しない父親よりも、優しいお父さんがいた方がいいってこと？」

「はい！」

（神官と結婚して神殿に行けば、昼魔法の制御の仕方も教えてもらえるだろうし、王太子と結婚しなくて済むから、お母様の死亡フラグも回避できる！）

　まあ、今更自分たちの間で復讐などはあり得ないので、たとえ王太子妃になったところでそうはならないだろうが、面倒くさいことは嫌なのだ。

「そうね……それもいいのかもしれ……」

　そのとき、トントントンとかなり速い速度で扉がノックされた。返事をすればすぐに扉が開き、一人の男性が飛び込んできた。

「コゼット、マリーン！」

（わっ……）

　目に入ったのは、美しい金髪。

　金の髪を長く伸ばし背後で一つに束ねている。ロイヤルブルーの瞳が海のように綺麗だが、彼を際立って美しく見せている小道具がもう一つある。

（か、片眼鏡――！）

　右目だけに掛けられた片眼鏡が美形のインテリ度を抜群に高めていた。

　あまりの美しさにぽかーんと見蕩れてしまったコゼットだったが、それはマリーンも同じだったらしく、

「片眼鏡、くそヤバイ」

　と、震える声でぼやいた。

　その美青年は、クリス殿下たちに深く頭を下げると、コゼットのベッドに近づいてくる。

「コゼット、殿下からそなたが昼の魔法使いとして目覚めたと聞いた」

「そ、そなた」

　人を呼ぶときにそんな風にナチュラルに呼ぶ人と初めて会った。

「え、エルフかな？」

　マリーンもとなりで顔を赤くしながら変なことを言うが、この世界に魔法や魔物はいてもエルフはいないはずだ。

　だが、目の前のこの美男子を見てしまうと、彼がエルフだと言われても何の違和感もなく受け入れてしまえる気がした。

「会いに来るのが遅くなってすまない。馬車で事故にも遭ったらしいな。そして今回の件もつい先程聞いたばかりだったんだ」

　エルフが申し訳なさそうな顔をするが、コゼットにはどうして彼がそんな顔をするのか分からなかった。

　なので、コゼットは至って普通に問いかけてしまう。

「あなたは誰ですか？」

　エルフが表情を強ばらせた。そしてマリーンの方を見て、

「マリーン、これは一体……？」

　と言ったが、マリーンもまたエルフを見て困惑しながら、問いかける。

「えへへ……私もあなたが誰だか分からないです」

　エルフは絶句したようだった。何も言わないまま、顔色を青くするが、そんな顔をされてもコゼットもマリーンも知らない男性としか思えなかった。

「お母様、分かりますか？」

「ん～……分からないわ。こんな綺麗な人、一度見たら忘れないんだと思うんだけど……」

「殿下、神官殿、これは一体……？」

　エルフが戸惑いながらクリスと神官を見たが、彼らも事態を飲み込めていないようだった。

　しかし、現状を直ぐに把握したのはクリスで、

「なるほど、そうきたか」

　とぼやいてから説明をする。

「カンデル子爵夫人、コゼット。今、目の前にいるこの男は君たちの家族だ」

「えっ！」

「家族？」

　こんな綺麗な人、身内にいただろうか。

「お母様、こんな大きなお兄様を生んだんですか？」

「え、まさか！　あたしが産んだのはコゼット、ただひとりだけ！」

「すごいな、今、話題に出していただろうにそれでも分からないとは……」

　クリスが深く感心する。

「彼はカンデル子爵。つまりカンデル子爵夫人の夫であり、コゼット――君の父親だ」

「ちち、おや？」

　父親だと言葉を変換できたとき、コゼットは唖然として彼を見た。

　ヒース・カンデル。三十歳。

　王城の財政部に勤めており、一年のほとんどを王城で過ごし、帰ってきてもほとんどその姿を見たことがない。その父親が彼だという。

　コゼットは、まじまじと目の前の美青年を改めて確認する。

（そういえば、自分の父親をこんな明るい時間に見たのは初めてな気がする……）

　それくらいコゼットは父親との接触がなかった。

　そして、それは妻であるマリーンもそうだったようだ。

「あー……夜中、暗いところでチラッとしか見てなかったから、全然記憶にない」

　久しぶりに会った父親は、こんなに美男子なのに、妻と娘にまったく顔を覚えてもらえていなかった。

「お父様……ですか？」

　思わずそう尋ねると、ヒースはマリーンの隣に腰掛けながら、深く肯いた。

「そうだ……ああ、コゼット、誘拐されたショックで記憶がなくなったのかい？」

　心配げに問いかけられたが、そもそもほとんど会ったことのない父親の顔なので、記憶に元々ない。

「マリーン、コゼット、体調はどうなんだ？」

　片眼鏡のイケメン父は、くいっと眼鏡をあげながらコゼットとマリーンに問いかけた。

（あれ？　お父様って意外に家族のことを心配しているの……？）

　いつも家にいないので、まったく自分の家族に興味がないのだと思っていた。

「立て続けに事故などに遭っていたそうだが、どうやら通達の手紙が誤送されていたらしく、私の手元に届かなかったんだ」

　王宮に入っている間は、宮内の情報を他に漏らさないために、外部との接触は手紙に限られている。

　どうやら前回の事故や病気の件は、ヒースのもとに届いていなかったらしい。

　便りがないのは元気な証拠だとすっかり信じ切っていたらしいが、それはそれでどうなのだろうかと思ってしまう。

　そもそも帰ってこないヒースに対して、コゼットはほとんど面識がないので、まったく信頼できない。

（あ、お母様……！）

　だが、彼と結婚して子どもまでもうけたマリーンならどうだろうか。久しぶりに会った夫に、何か思うところがあるのではないだろうか。

　そう思って隣を見たコゼットは、マリーンの顔を見てギョッとした。

（わぁ……）

　前世の記憶で、チベット砂狐という狐の顔が話題になったことがあった。まるで人間のような冷ややかな目でこちらを見つめる写真やイラストがとりあげられていた。

　今のマリーンはまさにそんな顔で、駆けつけたときこそ顔を赤くしていたが、それが自分の夫だと知った今は、あまり喜んでいないようだった。

「顔だけいい男なんて、ほんとクソ」

　ボソッと呟かれた言葉に、マリーンの怨嗟が込められていた。

「お、お母様？」

　思わず問いかけると、マリーンはコゼットの方を見てぎゅっと抱きしめてくる。

「やっぱり夫より娘だわ～！　コゼットたん！　お母様はコゼットが一番大好きよ！」

「えっ！」

　マリーンの言葉に一番驚いたのは夫であるヒースだった。

「マリーン、君、どうし……」

　コゼットの寝ているベッドの横に仲良く並んで座っていた二人だが、ヒースが手を伸ばしてくると、パシリとそれをマリーンは弾いて、まるで敵でも見るかのようにヒースを睨みつけていた。

「あたし、この世で一番、顔だけの男が信用ならないから！　とくに自分の子どもが事故に遭ったことを一ヶ月も気づかない馬鹿な夫なんて、あたしの方からごめんです！」

　マリーンがそんな風に声を荒立てたのを聞いたのは、あの事故以来初めてだった。

　あのときはコゼットに対して怒鳴りつけていたマリーンが、今はヒースに向かって怒鳴りつけていることが、コゼットにはどうしても信じられなかった。

（だってお母様はお父様がとても大好きだったはずなのに……）

　愛しすぎて、自分のことを顧みてくれないヒースに対しての怒りを、彼によく似た娘であるコゼットにぶつけていたはずなのに、今のマリーンにはその片鱗さえなかった。

「コゼットはあたしが育てる！　だから離婚して！」

「ええっ!?」

　突然の離婚宣言に、さすがにコゼットも驚いた。自分で神官との再婚を勧めたが、まさか父親本人の前でいきなり離婚を切り出すと思わなかったのだ。

「マリーン、いったいどうしたんだ！」

　ヒースもマリーンの言葉に釣られて声を荒げる。

　マリーンの胸の中で、思わずビクリとコゼットが身体を強ばらせた瞬間、

「こどもの前で、それ以上争うのはよくないね」

　と静かに響く声が聞こえた。

　今までマリーンとヒースの反対側で、コゼットたちを静かに見守っていたクリスが口を開いたのだ。

　そしてずるりとクリスから黒い靄が湧き出て、マリーンとヒースの頭を軽く撫でた。

　すると、マリーンもヒースも、ハッと我に返ったかのようにその声の方を見る。

「夜魔法……！」

　マリーンの自分を抱きしめる力が弱くなったので、おそらく二人の気持ちを落ち着かせてくれたのだろう。

「も、申し訳ありません、王太子殿下」

　ヒースが深く頭を下げる。

「すみませんでしたぁ」

　マリーンといえば、全然反省していない声でクリスに謝罪した。そんな態度は不敬だと思うが、クリスはマリーンに対しては何も言わなかった。もうマリーンはそういうものだとクリスも慣れてしまったようだった。

「とりあえず君たちには二人で話し合う場所をもうける」

「あ、ありがとうございます……！」

　ヒースがほっと胸をなで下ろしているが、果たして彼がこのマリーンをうまく懐柔できるのか分からない。

「クリス殿下。私、とりあえず今はお母様と二人で話したいです」

　マリーンが父親と話す前に、何故母がここまで頑ななのかその理由が知りたかった。

「コゼット……」

　ヒースが物言いたげにコゼットを見てくる。この父親はマリーンとコゼットの不仲も知っていたのだろうか。その表情からは分からない。確かに面影は自分に似ているところもあるようだが、コゼットには目の前のこの男性が自分の父親だという気持ちは、まったく湧いてこなかった。

　ほとんど会わない父親よりは、ずっと傍にいたマリーンの方が、よほど愛情も信頼も大きい。

「じゃあそれはご両親が二人で話し合ってからだね。そうしないとフェアじゃないだろう？」

　ニコリとクリスがそう提案した。

　確かにこの二人にも話し合う時間は必要だと思えた。コゼットはこくりと肯いた。

「ロトングス、二人に別室を用意するように伝えて」

「かしこまりました」

　護衛騎士が外で待機している侍従に声をかけにいき、父と母は侍従に案内されて二人でぎこちなく外に出て行った。

「あ、神官も今日は帰っていいよ」

　今まで静かに空気に徹していた母の再婚相手候補の神官は、ホッとした顔になるとそそくさと部屋を出て行った。

　そして室内にはクリスとコゼットに護衛騎士が残る。

「じゃあ、その間、コゼットは僕とお話ししよう」

「はい？」

　てっきりクリスたちも席を立つと思っていたのに、まさかクリスと話をしようと言われるとは思わなかった。

「ちなみにさきほどの神官には婚約者がいるから、君の母上の再婚はかなわないよ」

「チッ」

　人が良さそうだと思ったが、婚約者がいたことにコゼットは残念がる。

「コゼットは父親が嫌いなの？」

「とくにそういう感情はないですね……」

　前世の記憶が強すぎて、父親の記憶が薄くて良かったと思う。

「ならこのまま子爵の娘のままの方がいいよ」

　ニコッとクリスが笑った。王太子らしい気品ある笑顔だが、それが逆に怖い。

「それは何故ですか？」

「コゼットの昼魔法は、君が思っている以上に強いから」

　ドキリとした。

「神殿の朝魔法使いたちには、残念ながら君のその力を抑えられる者はいない」

「殿下しか無理ってことですか……」

　あのとき、コゼットの暴走を止めてくれたのはクリスだ。

　それと同じことを神殿でできないのではあれば、当然、自分はクリスの傍にいたほうがいい。

「そんなに僕の婚約者は嫌？」

　少しだけ傷ついたような表情をクリスが見せる。コゼットもクリス自身に嫌悪はないので、ぐっと返答に困った。

（別に嫌いではないけど、お母様のことを殺そうとする人はちょっとなあ……）

　だがそれはコゼットも望んだからこそしたことなので、クリスはコゼットが望まなければしない可能性もあった。

「あの……」

「なに？」

「私……今は、お母様のこと、すごく大切にしているんです……確かに今のお母様は全然貴族らしくないし、母親ってこんなものなのか分からないんですけど――でも、それでもお母様は私のお母様なんです」

「うん」

　クリスは静かにコゼットの話を聞いてくれた。時折、言葉につまずくこともあったが、それでもクリスはコゼットがしっかり最後まで話すのを聞いていてくれた。

（こういうところ、ほんと、十三才とは思えないくらい大人びているよなあ……）

　コゼットの周囲にも、前世の自分の周囲にも、このような人はいなかった気がする。

　いつもしっかりするのはコゼットの方で、そのコゼットを支えてくれた人はいない。

　だから、クリスの、こうしてコゼットの言葉一つも大切に扱ってくれる姿勢には、ありがたいと思うのと同時に、どこかこそばゆくも思えた。

「私は――私のお母様も大切にしてくれる方と結婚したいです」

　まっすぐにクリスを見つめてそう言うと、クリスがなんだか眩しいものでも見るみたいに目を細めた。それからしっかりとコゼットの目を見つめて肯く。

「分かった。君と同じくらい君の母上も大切にする」

　そう言われて、ホッと安堵する自分がいた。

（私も自分で思っていた以上にお母様の前世の話に振り回されていたんだな……）

「あ、でも今すぐ婚約とか、結婚とかは考えられませんよ！」

「いいよ。君が僕の傍にいることを嫌がらないでいてくれるなら」

　そう言ってクリスがふわっと笑った顔は、コゼットから見ても柔らかい綺麗な笑顔で。

　思わず息をするのも忘れるほど見蕩れてしまった。

「ああ、でも婚約は早くしたほうがいいかもなぁ……」

「なんでですか？」

　クリスは三本の指を立てると、

「馬車の事故」

　そう言って指を一本折り、次いで

「魔犬に襲われたこと」

　と言って、最後に

「そして誘拐」

　と続けて、全ての指を折った。

「全て偶然だと思う？」

「えっ……」

　そんなことを想像もしていなかった。この世界に慣れるのに精一杯だったし、なによりマリーンとのこの一ヶ月のめまぐるしい日々があまりにも刺激的すぎた。

　だが、冷静に考えてみればたった一ヶ月のうちに三回も、命に関わる危険があったのだ。

　しかも誘拐犯たちは自分たちを殺すように誰かに言われていたような気がした。

「誘拐犯たちは……」

「残念ながら監獄で毒を飲んだようで、死んでしまったよ。誰に依頼されたのかはわからないままだ」

「――！」

「たまたま君が聖女の力を発現したから助かったけど、この三回のどのときも君たちの命は危険にさらされた」

「そ、そ、それって……」

　クリスはこくりと肯くと、断言する。

「残念ながら君たちは命を狙われていると思う。だから今は僕と婚約した方がいいよ。この国で王太子の婚約者ほど大切に守られる存在はいないから」

　確かに言っていることはもっともではあったが、あまりにもその背後に渦巻くオーラが黒く物騒で、コゼットは顔を青くするしかなかった。
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「たっだいまーーー、コゼット！　元気にしていた？」

　ヒースとの話が終わったらしいマリーンが戻ってきたのは、クリスたちが帰ってすぐだった。

　とりあえず今日までは王太子宮のこの部屋で休むように言われたので、コゼットはまだベッドの上だ。

「まあ、明日以降もできるだけ長くいるといいよ？」

　クリスが、ニコッと最後にそう言った言葉は冗談だと思いたい。

「お帰りなさい、お母様」

　マリーンは部屋に入ってくるとすぐにコゼットを抱きしめる。

　距離感が近いのはいつものことだ。

「あの……お父様は？」

「あー、とりあえず離婚はしないってことになったわ」

　マリーンがぐうっと悔しそうな顔で言った。

「なんかわけわかんないこと言いながらメソメソ泣かれて、秘書官が来たからそのまま渡してきた」

「メソメソ……」

　ヒースが泣いたと聞き、コゼットは驚く。

「そう、メソメソ。ああいうエルフみたいな顔のイケメンが泣くのって卑怯よね」

「そうですね」

　泣かれると弱いというマリーンの言葉に、コゼットも同意する。とくにあの父親ならさぞかし泣き顔も麗しかっただろう。

「でも、どうして泣いたんですかね？」

「さあ？　子爵でなくなるのが怖かったとか？」

「え、なんで？」

「だって、彼、婿養子だもの」

「はい?!」

　コゼットは甲高い声を上げてしまう。

「え、我が家って……」

「あたし、子爵家の一人娘なのよね。あたしの配偶者が子爵だけど離婚したら彼は元の準男爵の家に帰るんじゃないかしら……」

　おっとりとなんてことないかのようにマリーンは言うが、それは十分マリーンとコゼットを殺害する動機に繋がるのではないのだろうか。

「お、お母様」

「なあに？」

「あのですね……私たち、命を狙われているらしいです」

「命……？」

　コテンと可愛らしくマリーンが首を傾げたが、そういう状況ではない。

「そうです！　馬車の事故も魔犬のことも、この前の誘拐も！　私たち、命を狙われているらしいんです！」

「えっ、えーーーー!?　そんなの漫画に載ってなかったよ!?」

（えーーー、漫画に載っていなかったの!?）

　マリーンの驚きにコゼットも驚いた。

「もし、このままお母様と私が亡くなった場合、お父様は子爵のまま……ということですよね？」

「そんなミステリーみたいなジャンルじゃないよ、この世界！」

　マリーンが叫んだが、もう漫画やらミステリーやら、この世界にはない言葉を連発しすぎて、何一つ隠す気がないなと思ってしまう。

（まあ、私が子どもだから油断しているのかもしれないけど……）

　だが、このまま最初にマリーンの日記を盗み見た内容だけでは、本当はどんな内容だったのか知らないコゼットは圧倒的に不利だと思った。

（お母様はキャラ読みしかしていなかったから、内容は曖昧みたいだけど……全部聞いたらどんな話か分かるかもしれない……）

　今ならこの部屋に二人きりだ。

　話を聞く絶好のチャンスではあるが、どうやって聞き出せば良いのかコゼットは悩む。

（私も前世の記憶がありますって言う？）

　だが、言った場合、コゼットが前世では三十過ぎてマリーンより年上だと言うことが分かってしまう。そんな中味が大人で身体が子どもだなんて、果たして自分の子どもとして認めてくれるだろうか。

　マリーンのことだから、きっとそれでも、

「わ、すごーい！　同じ前世持ちなんて、すごいじゃん！」

　と言ってくれるだろう。

　だが、その後は――？

「コゼット、大丈夫よ！　もしそんなミステリーの世界でもあたしがコゼットを絶対に守ってあげる！」

　マリーンが力強くコゼットを抱きしめてくれる。

　それはコゼットがマリーンの娘だからだ。

　その背中にぎゅっと手を回しながら、母親の温もりにコゼットは胸が苦しくなる。

（お母様には……ずっと娘だと思われたいな……）

　前世では母の温もりを知らなかった。今世でもマリーンが記憶を思い出すまでは知らなかったソレを、今だけは感じていたかった。

　なんの説得力もないのに、それでもマリーンの胸は温かく、そして母親らしくなくとも、マリーンはしっかりと母だった。

　そんな人の娘でありたいと、コゼットは強く思ってしまう。

（言えない。私にも前世があるなんて絶対言いたくない――！）

　マリーンに愛される娘のままでいたいと強く願ってしまった。

（だったら、どうにかしてマリーンにこの先の展開を教えてもら――！）

「あ……未来！」

「へ？　どうしたの、コゼット？」

　マリーンから離れると、コゼットは母の赤い瞳を見つめながら問いかける。

「お母様、馬車の後から、少し不思議な言葉を使われるようになったと思うのですが……」

「え？　何？」

「まんが、とか、みすてりぃ、とか……あと、聖女の出会いシーン、とか……」

「ぎゃっ!?　あたし、そんなこと言った?!」

　どうやらまったく意識していなかったらしい。思考がここまでダダ漏れなのもすごいなと思いながら、コゼットは子どもらしく装って言う。

「もしかして、お母様は未来が見えるようになったんですか？」

（未来視の力ということにしてしまおう――！）

　そうすれば漫画という話をしなくとも、マリーンはコゼットに話の内容を教えてくれるのではないか。

　ドキドキしながらマリーンを見つめていると、あたふたと慌てていたマリーンはコゼットの言葉にパアッと明るい顔になる。

「そう！　ママは未来が見えるようになったの！」

「まあ、すごいです。お母様！」

「えへへへ、すごいかなあ？」

「すごいです！　で、どんな未来ですか？」

「えっと……それは……」

　自分が死ぬ未来だということをあまり言いたくないのだろう。少しだけ言葉を濁すマリーンに、コゼットは目をキラキラさせながら言葉を続ける。

「お母様。昔から未来を見られる賢人様は、その未来を避けるべきだと神に暗示されているのだと聞きます。お母様の視た未来が怖いものであっても、そうならないために未来を変えて欲しいということなのでは……？」

「――ということは、あたしはこの世界を漫画の通りにしないようにここに来たってこと?!」

「そういうことです」

　本当はそうではないかもしれないが、この際どうでも良かった。

　マリーンが漫画の内容を教えてくれれば良いし、コゼットはこの世界で母と仲良く幸せに暮らせたらそれでいいのだ。

（……うん、私、このお母様と幸せに暮らしたい）

　もう一度、新しい人生をもらえたのだから、今度は母親のいる人生というものを、母親に愛される人生というものを経験したいと思った。

　それが漫画の通りでなくても、コゼットは一向にかまわなかった。だってコゼットはその漫画を知らないし、コゼットにとってはここもまた『現実』だからだ。

「私はお母様とこれからも幸せに一緒に暮らせる未来が欲しいです」

　コゼットがそうきっぱりと断言すると、マリーンの目が見る見るうちに潤んでいく。

「コゼット……！　あたしもコゼットと幸せに、ずっと一緒に暮らしたい……！　今度こそ、私、きちんとお母さんになるからね！」

　過去のことを思ってそう言ったであろうマリーンに、コゼットはにっこりと嬉しそうに微笑んで、肯いた。

　そして、マリーンは自分が覚えていたセイントラブリーキューピッドの内容をコゼットに教えてくれた。






　セイントラブリーキューピッド――それは、ごくごく王道のファンタジー漫画だった。

　主な内容はマリーンが日記に書いてあった通りだったが、聞いているうちに、サイドストーリーらしき番外編で、ん～？　と思うことがたくさんあった。

　マリーン曰く。

　番外編は、コゼットが結婚後、マリーンの日記を発見したところから始まる。

　ヒースとマリーンは最初から仲が悪かったわけではなかった。

　だが、ヒースが王宮に勤めるようになったある日、匿名の密告書がマリーンのもとに届く。

『あなたの旦那さん、浮気していますよ』

　という、どう考えても嘘くさい手紙だ。

　その手紙を読んで、だんだんマリーンは様子がおかしくなっていく。

　二人の間にはコゼットも生まれるが、その頃からヒースの帰りが遅くなっていき、マリーンはコゼットを虐待するようになっていくのだ。

　マリーンは、娘を虐め倒して、復讐されるという結果に陥るのだが、その直前の日記の最後に、

『もし、もう一度人生がやり直せるなら、どうすればよかったのだろう……ごめんね、コゼット、愛してあげられなくて』

　と後悔する一文で締めくくられているらしい。それをコゼットは読んで、母親に復讐はしたがなんともやりきれない気持ちになって終わるという、少女漫画で必要か？　と突っ込まずにはいられない後味の悪い展開で番外編は終わったらしい。






「――その後は、あたし、死んじゃったから読んでない……じゃなくて、夢だから視てないんだけど！」

　しどろもどろになりながらマリーンはそう説明し終えたが、コゼットは深く溜め息を吐く。

「こ、コゼットたん……？」

「そもそも、その匿名の手紙って誰が送ったんですか？」

「それが分からないんだよねぇ。そこから第二部、王太子妃編に続くから……ってじゃなくて、続きは視られなかったんだよね」

「うわああ……」

　その番外編はどう考えてもアレだ。

（第二部に対する伏線だ）

　コゼットの家庭をバラバラにした首謀者が他にいるという伏線だろう。

　しかも第一部の最後では、父親と和解し、新しい義母と和気藹々とするというのだから、反吐が出ると思った。悪役母として始末されたマリーンが、実は誰かの思惑に踊らされていたと知ったら、それはコゼットにとってどれほど辛い真実だろう。

　漫画の中で娘に当たり散らしたマリーンは悪いが、それでもそのきっかけを作った誰かが一番悪いはずだ。

「お母様、ちなみにその浮気の密告の手紙ってまだありますか？」

「ん～……たぶん暖炉で燃やしたんじゃないかなあと思う」

「そうですか……」

「ちなみに父と再婚した義母ってどなたなんですか？」

「ごめん、カタカナの名前って、あんまり覚えられなくて！」

「このポンコツめ……」

「え?!」

　思わず本音が零れてしまったが、コゼットはとりあえず全部何とかしようと思うことは諦めた。

（誰が犯人とか、これ、今の状況では無理――）

　手紙を出した相手が怪しいといえば怪しいが、父であるヒースとて子爵でなくなるというのなら怪しい。

　そうなると、今までは街に出て命を狙われたが、相手は破落戸も簡単に始末できるほどの相手だ。屋敷にいても命が無事だとは思えない。

（あああ、これ、なんてジャンルの漫画なの？）

　そもそも本当にこの世界は漫画の中なのか。マリーンの妄想の可能性もあるのではないだろうか。だってコゼットは日本にいたとき、そんなタイトルの漫画やアニメを見たことはなかった。

（いまどき、セイントラブリーキューピッドってタイトルもないよねぇ……もっと長ったらしい内容説明したタイトルの小説とか流行っていたし……）

「お母様」

「な、なに！」

　マリーンがキラキラとした目でコゼットを見てくる。

「こうなったら、クリス殿下に守ってもらいましょう」

「ん？」

「婚約者、なります」

「ここここ、コゼットたん!?」

「いいね！　さっそく、僕の父と母に挨拶に行こう！」

　バアンッと扉が開いた。

　そこに立っていたのは喜々とした大変良い笑顔のクリスと、いつものごとくなんともいいがたい複雑な顔で主を守る護衛騎士だった。

　クリスはベッドで寝ているコゼットのもとまで近づくと、その両手を握りしめて誓う。

「安心して、コゼット。僕が君の婚約者になるからには、絶対君のことは守るし、君に害をなす輩には火にくべた鉄の靴を履かせて死ぬまで踊らせてあげるよ！」

「いや、それは……」

「ヒイイイイ！」

　マリーンがクリスの言葉に悲鳴を上げたあと、パタンと倒れた。
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　テレシア・マグナリオにとって、ヒース・カンデルという男性は、自分が今まで見た中で一番綺麗な男だった。

　学校の授業の一環で財政部の見学をしたときに、若手だった彼が生徒たちの引率をしてくれたのだ。

　彼にとっては毎年恒例の出来事だっただろうが、テレシアにとってそれはまさに運命の出会いだった。

（なんて素敵な人なんだろう）

　片眼鏡が理知的で、一見して優男風なのだが、仕事をする彼はとても有能で素晴らしかった。やや仕事中毒的なところもあったが、財政部官僚として国の金庫を預かっているのだから、その責任は重大だ。その重責に折れることもなく働く姿に彼女は尊敬と、そして愛情を覚えた。

（――それなのに）

　テレシアがようやく十八歳になって彼の部下に就いたときには、すでに彼は既婚者で他人のものだった。

（マリーン・カンデル!!）

「あの女！　あの女さえいなければ、私が彼の妻になったのに!!」

　たった一年、一年成人するのが遅かったテレシアは、ヒースの結婚相手に選ばれることがなかった。しかも結婚してすぐにマリーンは女児をもうけた。

「あんな女さえいなければ！」

　ガンガンガンっとテレシアは資料室の本を棚に叩きつける。ここは滅多に人が来ないので、彼女の鬱憤を晴らすのにちょうど良かったのだ。

　テレシアは自分がヒースの部下になってからの八年間、慎重に事を運んできた。

『第三副長官、こちら奥様と娘さんからの手紙です』

『いつもありがとう、マグナリオ秘書官』

　テレシアが代書屋に頼んで書かせた手紙を本物と信じて、それを愛しげにしまうヒースを見る度に胸が痛んだが、ヒースは帰れないとカンデル子爵邸に告げに行くときは胸がスッとした。

　夫が帰ってこないことを悲しむマリーンの顔を見ることで、暗い愉悦を味わった。

　少しずつ壊していった。

　少しずつ壊れていった。

　マリーンは夫の帰らない寂しさや憤りを娘への虐待に変えていったと噂を聞いたとき、心底心躍った。

　あと少し。

　もう少し。

　けれど、テレシアに遅まきながら縁談が持ち上がってしまった。

　どんなに父親に嫌だと叫んでも、決して許してもらえなかったので、テレシアはマリーンとその娘を殺すことに決めたのだ。

「それなのに、娘が聖女だなんて――！」

　ヒースに渡る伝令は全て秘書官であるテレシアが受け取っていたが、唯一、王族からの勅令だけはテレシアが受け取ることは叶わなかった。

　その結果、ヒースがマリーンと聖女になったという娘に会いに行ってしまった。

「話に齟齬があったとしても、まだ大丈夫よ……！」

　じわじわと真綿で首を絞めるかのように破綻させていった家族関係が、そう易々と元に戻るはずがない。

　事実、テレシアが迎えに行ったとき、マリーンはヒースを冷ややかに見つめて、追い返していた。

　プライドの高いマリーンは、ヒースが何を言ってももう信じはしないだろう。

「絶対に……絶対に！　私がヒース様の妻になるんだからっ……！」

　たとえ他の男に嫁いでも、すぐに離婚していつかはヒースの妻になる。

　さすがにもう聖女の娘を始末することはできないが、ヒースの娘ならテレシアも愛してやっても良かった。

（そうよ、ヒース様に面影が似ているもの。あの女の娘だとしても私の娘にできるはずよ……！）

　虐待されて愛に飢えているはずの娘だ。テレシアが優しくすればきっとテレシアになびくはずだ。

「大丈夫……まだ私はヒース様の妻になれる」

　ぶつぶつとテレシアは己に言い聞かせると、表情をスッといつもの無表情に戻して資料室を出た。

　まだ時間がかかるだろうと思ったヒースは、嬉しいことにもう副長官室に戻っていた。

「副長官、大丈夫ですか？」

「ああ」

　ヒースの顔色が悪い。

「いつも手紙をくれていたのに……どうして……」

「カンデル副長官、顔色が悪いです。何かありましたか？」

　いつもと変わらない口調で尋ねると、ヒースは青白い顔のまま、静かにテレシアに告げた。

「妻から離婚を切り出された……」

　家庭のことなど今まで決して口にしなかったヒースが、初めてテレシアに家庭のことを漏らした瞬間だった。

　これまでどんな手紙を持ってこようが、ヒースはテレシアに家庭のことを言わなかったが、今、初めて彼がテレシアに己の家庭のこと――つまりはプライベートなことを漏らしたのだ。

　しかも、それが離婚を切り出されたという内容に、テレシアは心臓が喜びで強く震えるのを感じた。

「まあ……」

　声が甲高くならぬよう、いつもと変わらぬようそう尋ねると、ヒースは答える。

「いつも手紙では働く私が大好きだと二人とも言ってくれていたのに……」

　ヒースは金勘定に対してはかなり冷静に物事を考えられるが、こと、人の心の機微に対してはとことん疎い男だった。その愚かさも含めてテレシアはこの男を愛していたが、マリーンなどはほとほと愛想が尽きていたのだろう。

「大丈夫ですよ……全てうまくいきます……私がお二人から手紙をまた預かりに行きますので、今は少し距離を置かれては……？　それに明日までの入札の件、まだ終わっていらっしゃいませんでしたよね？」

　そうっと優しく説き伏せると、少し悩んだ後、ヒースは小さくこくりと肯いた。

「そうだ……これは明日までだったな……」

　少しでも悩み事があると、数字に逃げるところまで愛おしかった。

　テレシアはそっとヒースに近寄ると、その肩に手を置いた。

　一瞬、ぴくりとヒースの肩が強ばったが、テレシアの手を振りほどかなかった。

　もう計算に集中しているのだ。彼は残念なくらい数字に囚われる男だった。

「大丈夫ですよ、カンデル副長官。悲しみはいつか薄れます」

　不安に思う心を、悲しむ心を、そうやって少しずつ麻痺させてやる。痛みを軽減する中和剤のようなものだ。

　うつむいて震えているヒースは泣いているのかもしれない。

　そんな彼の姿も初めてだった。

　初めてヒースが自分に弱みをみせてくれていることにも、テレシアは喜びを思える。

（可哀想なヒース様）

　こんなに打ちひしがれているが、いつかその痛みもテレシアが癒やす。

　ニタァとテレシアは笑う。思わず声まで漏れそうになるのを必死に堪えて、心の中で思う。

（マリーンだけ、いなくなればいいのよ）

　そう、初めからマリーンだけいなければ良かったのだ。

　あんな母親ではなくテレシアが母親であった方が、コゼットも喜ぶだろう。あの女に似た赤に近い瞳は気に食わないが、それでも愛してやろうと思えばできるはずだ。

「大丈夫です……きっと……神様はヒース様の味方です……」

　テレシアは微笑みながら、いつまでもヒースの肩に手を置いていた。

















６　母の愛が大きすぎて












「昼の魔法使いが現れたらしい」

「しかも聖女で、王太子殿下の婚約者になるようだ」

「そのお披露目が今度開かれるそうよ！」

「まあ、なんて素晴らしい！」






　貴族の間で静かに広まった噂に、コゼットはぐったりとした。

「騙された……」

「騙されたなんて人聞きが悪い」

　クリスがにっこりと微笑んでいるが、ここは王宮の客室だ。

「さあ、コゼット！　つぎはコレを着ましょう！」

　マリーンが喜々として手にしているドレスは王室専属衣装作家のものだし、現状を端的に言い表すなら衣装合わせだ。

　そう、聖女のお披露目の舞踏会開催が決まったのだ。

　初めて謁見した国王は、クリスからコゼットを紹介されるなり、

「良かったねぇ、昼の魔法使いが現れて」

　と大変喜んだ。黒髪に黒い瞳の国王。肖像画でしか見たことはなかったが、クリスより穏やかで物静かそうな王だった。

　そして今、晴れて婚約が決まって大変満足顔のクリスは、大変座り心地の良いソファで、コゼットの隣に座って婚約の披露目の準備に参加していた。

「外堀をガンガンに埋めていくの、どうかと思います」

　恨めしげにクリスを横目に見たが、クリスはご機嫌で笑うばかりだ。

「君とカンデル子爵夫人の関係を見ていて感じたんだけど――」

　クリスは衣装作家の用意したドレスデザインのカタログを見ていた手を止めると、コゼットを見ながら言う。

「君、自分に好意を向けられると同じだけ返さないとって思うタイプだろう？」

「えっ」

　ドキリとした。覚えがあったからだ。

　前世でもやはり後輩に、

『先輩は自分を慕う人に甘いですよ！　もっと厳しくしないと！　というか、俺以外に優しくするのどうかと思います！』

　なんて冗談交じりに言われたことを思い出す。

「そ、そんなことない、ですよ……」

「そんなことあるよ。コゼットは人の好意に敏感で、そして情にほだされやすい」

　クリスはそう言うと、スッとコゼットの髪を一束手に取る。そしてそれにチュッとキスをした。

（魔性の十三歳――！）

　この子、怖い！　と本当に思った。

「だから僕も自分の好意を積極的に君に表現していこうと思って。僕は君が大好きだよ、コゼット。その達観しているところも好きだけど、情に厚くて母親が大好きなところも大好きだ」

「そういう……！」

「あたしが！　あたしが一番コゼットのこと、大好きなんですけど！」

　バンッとコゼットと殿下の間に手が割り込んでくる。そしてガバッとコゼットを抱きしめてきたのは、言うまでもなくマリーンだった。

「わっ、お母様……！」

「うちの子を今から口説くのやめてください！」

　ぐいっとマリーンはコゼットを引き寄せて、クリスとの距離を取らせる。

「今から口説かないと、成人してからでは遅いと思うけど」

「そんなことないですよ！　というか、十六で成人っていうのもこの世界、早すぎるんだよなあ……」

「ご自分は十七歳で娘を産んだのに？」

　クリスがそう尋ねた瞬間、ピクリとマリーンが強ばった。

（あれ？　そうだよね？）

　今、マリーンは二十七だから当然十七で生んだはずだ。そっと胸の中から顔を上げてマリーンを見ると、彼女は一瞬呆けた顔をした後、

「あ……今の話か」

　と呟いた。

（？）

「そうよ、コゼットを産みました！　けど、若い頃の出産や妊娠は、精神的に未熟なこともあるから、コゼットには納得した上で、好きな人とゆっくり子育てして貰いたいの！」

（お母様がまともなことを仰っている……）

「あ、そういえばカンデル子爵から手紙を預かっている」

　護衛騎士の――ロトングスという名前を名乗ってくれた苦労性の騎士が、マリーンに手紙を渡してくる。

「うわぁ……」

「お父様からのお手紙ですか？」

「そうなんだけど、なんか意味が分からないことばかり書いてあってね……」

「どんなことですか？」

「なんか別れたくないとか……」

「はぁ……」

　なんと言って良いのか分からない。この前見たときは、とても綺麗な父親だと思ったが、まったく一緒に暮らしていなかったので、なんの思い入れもないのだ。

　マリーンもどうやら似たり寄ったりらしく、困り顔をしていた。

「ただ……」

　マリーンが言葉を濁す。

「ああいう風に泣かれると、離婚も切り出せないよねぇ……」

　ハァと困ったように溜め息を吐くマリーンに、クスッとクリスが笑った。

「ほんと、君たち親子って似ているね」

「え？」

「情に厚いところ」

　マリーンと顔を見合わせてしまう。目の色が同じ赤系統であるということ以外、ほとんど容姿は似ていない自分たちが、クリスから見たらそっくりの親子だと言われたことは――なんだか歯がゆくて、そして同時に少しだけ嬉しかった。

「ねえ、コゼット」

「はい？」

　隣でクリスがトントンとコゼットの肩を叩いてきた。

「僕も君に捨てられたくないって泣いたら、傍にいてくれる？」

　ニコッと大層いい笑顔でそう言うので、コゼットはピシッと固まったし、マリーンは「うわぁ」と嫌そうな声を上げたし、ロトングスは顔をしかめて「殿下なら平気で嘘泣きします」とサラリと暴露した。
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　王宮での生活は驚くほどゆったりと、そして安全に進んでいった。

　昼の魔法についての勉強も、さすがに王宮だけあってしっかりと教えてくれるので、なんとなく分かってきた。

　夕暮れ時の王宮図書館。

　そこでコゼットは昼間勉強した宿題の参考資料を探していた。

　それとなく王妃教育みたいなものも混ぜられていることに危機感はあるが、無駄な知識というものはないので、ついつい意欲的に学んでしまう自分がいた。

　その中でもとくに魔法に関しては、前世ではなかったものなので興味は尽きない。

　ましてや自分しか使えない魔法とくれば尚更だ。

（たぶん、この魔法って思った以上に危ないよねぇ……）

　朝も昼も夜も、その魔法を持つ本人の気持ちにとても影響を受けるのだと知った。

　治癒魔法特化である朝の魔法使いたちはそれほど困ることはないのだが、夜の魔法使いと昼の魔法使いは違った。

　夜の魔法使いは人の心を勝手に操りかねない。

　昼の魔法使いは人の身体を勝手に傷つけかねない。

　どちらも決して感情に流されて使ってよい魔法ではないのに、本人の感情に左右されるのだ。

「怖い魔法……」

　ポツリと呟くと、

「そんなことないよ」

　とすぐに言葉が返ってきた。

　振り向くとクリスが立っていた。

　いくら王宮の中といえども、こうタイミングよく現れるとストーカーではないかと、ちょっと警戒してしまう。

「どうして私がここにいるって分かったんですか？」

「君の周りだけ光り輝いて見えるから」

　ニコッと嬉しそうに微笑むクリスに、コゼットは曖昧に返事をするしかできない。

「はあ……」

「これは内緒なんだけど、僕たち夜の魔法使いは人の感情が色で見えるんだ」

「えっ……」

「だから、自分のことをどう思っているのか言われなくともなんとなく分かるんだよ」

　なんてことないようにクリスは言ったが、それは極秘事項ともいえる内容ではないかと思えた。確かに人の心に対する魔法が夜魔法とは知っていたが、まさか他人の感情が見えるとまでは思いもしなかった。

「まあ、全部が見えるわけじゃないし、そのときの感情しか見えないから、あくまで断片的ではあるけどね」

「そうなんですか」

「だから君たちに殺意を向けるような人はいないか、何人かと面会もしているんだけど……」

「えっ！」

　まさかクリスがそんなことをしてくれているとは思わなかった。

「それってすごく疲れませんか!?」

「ん？」

「だって見ようと思って見えるわけじゃなくて、勝手に見えるんですよね？　それ、すごく疲れますよね？」

（どうしよう、この子、まだ十三歳なのに――）

　王宮だから守ってくれると安直に考えていた。

　もちろん犯人捜しもしてもらえることはありがたいが、それは普通に人間が調査できる範囲のことで、クリスの魔法を使って捜査してもらうつもりはなかったのだ。

（だって人を殺したいような感情って、絶対子どもに悪影響だよね?!）

　そんな感情を読み取ってしまったら、どれほどクリスはしんどいだろうか。

　思わずその袖を掴んでギュッと握ると、クリスは困ったような笑みを浮かべる。

「ああ、でも誰が犯人かまでは分からなかったんだ。ごめんね」

　そう言われて逆にホッとする。

「そのときの感情しか見えないから、気持ちをうまく隠せる人間の本心までは見えないんだ」

「いや、むしろ犯人と殿下が関わらなくて良かったです」

「えっ、どうして？」

　今度はクリスが驚く番だった。

「だって人へ向けた殺意なんて汚い感情、子どもが見るべきじゃない」

　キッパリとコゼットは断言する。

　クリスはぽかんとした顔になる。いつものどこか大人びた顔ではなく、素の顔だった。

「君だって……子どもじゃないか……」

　掠れる声で小さくそう言われたがすぐに言い返す。

「殿下だってまだ子どもです。私と三歳しか違わない」

「でも僕は王太子で夜の魔法使いで……」

「それなら私は聖女で昼の魔法使いだけど――でも、子どもです」

　コゼットは胸を張る。

　本当の自分の中味は三十過ぎの大人の女性だが、それでも今は子どものコゼットだ。

「だから、なんでも全部自分で解決しようとしなくていいんですよ。まあ、犯人が捕まらないと私とお母様は困るんですけど……」

　だからといって、クリスに殺人を企てるような人間と対峙してほしいとはつゆほども思わないのだ。

「君って本当に……希有、だね」

「けう……？」

「大好きだよ、コゼット」

「な、なんで今、それを言うんですか!?」

　何がクリスの琴線に触れたのか分からなかった。突然の告白に、パッと離れると、クリスがクスクスと笑う。

「さっき、人の感情が見えるって話をしたよね。あれね、僕でも見えない人間がいるんだ。見えないって言うより光り輝いてしか見えない」

（あ――）

　先程の話の帰結を察した。

　色んな人間の感情が見えるということは、決して良いことばかりではないだろう。気にしなければ良いといっても、見えてしまえば誰がどう思うのか情報として入ってきてしまう。それは人心の掌握という点では有利に働くだろうが、知らなければ良かったと思うこともきっとあるはずだ。

「だから、僕にとって君は特別なんだ」

　西日を受けてキラキラしているのはクリスの金の虹彩だ。相変わらず普通の人間と少し違った瞳の色だと思った。

「君の周りだけ、僕には金色に光って見えるんだ。そこにどんな感情が乗っているのかはっきりとは僕には分からないけれど、遠くにいても目をつぶれば君がいる方向が光って見える」

「はぁ……」

「王宮の中なら、今日は図書館にいるんだなとか、すぐに分かるよ」

「そ、そうですか……」

　自分に発信器でもついている気分になる。今はクリスも十三歳で子どもだからそれほど脅威に感じないが、大きくなった後もこれでは、自分はクリスから一生逃げられないのではないかと思ってしまう。

「僕が怖い？」

　コゼットの横に立ったクリスが、本を一冊手に取りながらコゼットを見下ろした。

　真っ黒な瞳の中の金の虹彩が、少しだけ不安げに揺らめく。

（きっと怖いって言われたら傷つくんだろうな）

　それなのに、コゼットに怖いかと聞いてくる矛盾は、子どもだからなのか、それとも彼が今までなし得てきた経験からなのかはコゼットには分からない。

　だが、今どう言えば良いのかは分かる。

「怖くない。だって私には殿下の魔法があまり効かないんですよね？」

　自分とクリスはどこまでも平行で、どこまでも対等なのだ。二つの魔法のどちらかが強いということはなく、どちらかが弱いということもない。

　夜の魔法使いクリスが、昼の魔法使いコゼットと一緒にいたがる要因がそこにある気がした。

（ほんと、よくできた世界……）

「大丈夫だよ、コゼット。君の魔法が暴走しそうになったら僕が必ず助けるから」

　クリスが力強く断言してくれると、それだけでコゼットも安心する。

　けれど、それはきっとクリスも同じではないのかという気がする。

（人に向けて語る優しい言葉は、自分に返ってきて欲しい言葉でもあるんだろうな……）

　そんな気がした。

　だからコゼットもクリスに告げる。

「大丈夫ですよ、殿下。殿下の魔法が暴走しそうになったときは私が必ず助けますね」

　クリスは大きく目を見開いた。

　それからゆらりと金の虹彩を揺らめかせながら、とても綺麗に微笑んだ。

（わ……）

　西日の入る図書室で、その笑顔は、絵画に収めたいほど美しかった。
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　結局、何も大きなことは起こらないまま、聖女披露目の舞踏会の日になってしまった。

　犯人も見つからないままだ。

　一番怪しそうなヒースに至っては、毎日、マリーンに手紙を渡してきて、今までとのあまりの落差にマリーンがうんざりしている。






「コゼット、緊張している？」

　クリスがそう尋ねてきたのは、大扉の前だった。

　これから二人で入場する大広間は、天井がドーム状で円形の大ホールだ。事前に練習を兼ねて何度か訪れたが、中央のダンスフロアは床までピカピカで、この国の財力を強く示していた。

「緊張しないわけがないですよね？」

　エスコートするクリスを、コゼットは恨めしそうに見上げた。

　正装しているクリスは文句なく王子様で格好いい。

　黒い瞳と黒い髪に合う、高貴な位の人間しか身につけることを許されない紫色の布地で作られた正装姿。

　一方、コゼットは王族ではないので紫色のドレスではないが、紫系統の淡い藤色のドレスに身を包んでいた。まだ子どものコゼットにはよく似合う可愛らしい色だ。

「王太子殿下、婚約者候補・聖女コゼット・カンデル子爵令嬢のご入場です」

　今日の舞踏会がデビュタントの少年少女たちもいたのだろう。まだデビュー前の王太子とコゼットは最初の入場だけで、後は着席だけしていればよいという話だったのでホッとしたが、デビューをしたら自分も踊らなければならないと思うと、今から気が重かった。

　仰々しく大扉が開くと、たくさんの人の視線がいっせいにクリスとコゼットに注がれた。

　思わず目が眩むほど豪奢な世界だった。

　舞踏会というものがどんなものかコゼットは、映画や小説といった物語の中でしか知らなかったが、体験してみるとこんなにもキラキラと眩しいものなのかと思った。

　会社員だった前世の自分では、知らなかった世界――

　眩しさに一瞬目を細めて思うのは、自分のこの数奇な運命だ。

（なんでこんな世界に転生したんだろう、私……）

　異世界転生に興味は全くなかったのに、どうしてそれが自分だったのかと不思議に思ってしまう。

　しかも自分一人だけではない。

「コゼットたん、きゃわわわわ……！」

　小声で話しているだろうに、マリーンが何を言っているのか遠くでも聞こえた。

　こちらをキラキラとした目で見るマリーンは、聖女の両親ということでたくさんの貴族たちの最前列に立っていた。隣にはこの豪華な空間にまったく見劣りしない父もいる。

　マリーンは運動会の応援に来ている母親みたいな顔をしていた。何かを期待するような嬉しそうな顔だ。

（どうしてお母様も一緒に転生したんだろう）

　マリーンは二十七歳の既婚者だったのに、十七歳の女子高校生だった前世の記憶が戻ってしまったのだ。

　十七歳の少女が、いきなり二十七歳の大人にならなければならない。しかも子どもがいる状態で。子育ての経験などまったくない前世の彼女にとって、この世界はなかなかどうして大変だったはずだ。

　まだ若いからやり直しはきくだろうが、それでもどうして自分たちが親子として生まれ変わったのか、その奇縁を改めてしみじみと考えてしまった。

　いっそのこと自分がマリーンに生まれ変わっていた方が良かったのではないかとさえ思ってしまう。

「コゼット、またカンデル子爵夫人のことを考えているんだね」

　となりでエスコートしているクリスが、少しだけ面白くなさそうに囁いてきた。

　あまり口を動かしてないのに、しっかりコゼットにはその声が聞き取れるのだから不思議だ。

「まあ、私の一番気になることは母ですから」

　コゼットも小声で答えた。

「君にとって母親ってなんなの？」

「お母様は……」

　二人とも国王のところまで、会場の中央をゆっくりと歩っていくので、かなりの距離だ。まるで結婚式のバージンロードのようだった。

　コゼットはエスコートをするクリスの左腕に自分の右手を軽く乗せている状態だ。一歩歩いては足を揃えてを繰り返す様は、みんなに聖女であるコゼットを周知させる意味合いも持つ。

　貴族たちは好奇の目でコゼットを見ている。中には自分の娘を王太子妃にと思っていた者もいただろうから、決して全員の目が好意的でないことは分かっている。

　そんな場所を歩いているのだから、緊張して強ばろうものなのに、そんなときに母親の話を振ってくるクリスはどうかと思ったが、変に緊張するよりはいいのかもしれない。

（私にとってのお母様……）

　最初は自分が生きるために娘に媚びを売る人だと思った。

　けれどすぐにその考えは改められるほど鮮明に、マリーンはいつもコゼットを一番に考えてくれた。

　魔犬に襲われたときも、王太子と遭遇したときも、誘拐されたときも、いつもコゼットを庇ってくれたのはマリーンだ。

（お母様……）

「私にとってのお母様は――」

　一歩ずつ、静かに歩を進める。

「ちょっと頼りなくて」

　一歩。

「よく笑って」

　一歩。

「口も悪い上に」

　一歩。

「ポンコツって思っちゃうときもあるんですけど――」

　一歩。
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　ちょうどマリーンたちは距離にして五メートルほど横に立っていた。

　すぐに近寄れる場所だ。

　母親の隣には父がいる。

　こちらに夢中なマリーンと、そんなマリーンの横でやはり涙ぐんだ瞳のヒースに、結婚式ではないんだけどと一瞬思いながら、コゼットはヒースに囁く。






「大好きなお母様、です」






「そう……」

　ヒースもコゼットが心底そう思ってくれていると分かったのだろう。

　ニッコリと微笑んだ彼を見てから、もう一度、チラリとマリーンの方へと視線を向けたときだった。

（ん――？）

　何かがゆらりと蠢いた。

　キラッとシャンデリアの光に何かが反射して光る。

　それはマリーンのすぐ後ろだった。

　一瞬、ナイフかと思ったが違った。

　見えたのは白い手袋をした手だ。だが、指先が光っている。

　その指先が、そっとマリーンの首筋に向かって伸びていた。

（なに……？）

　少しずつ歩を進めながらも、目が離せない。

　単純にマリーンに誰かが背後から声を掛けようとしている風にも見えたが、そうは思えなかった。

　物騒だ。そしてあれは良くないものだ。

　瞬間的にそう判断していた。

　そして、その判断をより正確に後押ししたのは、

「カンデル子爵夫人――！」

　コゼットがマリーンの方を見ていることに違和感を覚えたクリスが、マリーンを見て突然叫んだからだ。

　瞬間的に分かった。

　クリスはマリーンの背後に【殺意】の色を見たのだと――

「お母様――！」

　気がついたらコゼットは走り出していた。

　誰もが自分とクリスに集中しているこのときに、ナイフを振りかざせば当然目立つだろう。

　だが、白い手袋では違和感は少ない。そして近づけばその手袋の先端にはっきりと針が見えた。

　白い女の手だ。

　その指先から針が出ている。そのままマリーンのむき出しの首に向かってこっそりと何かを刺そうとしている。

「お母様!!」

　コゼットは腹の底から叫んで、母へ向かって走り出していた。

「コゼット！」

「え？　コゼット？」

　驚くヒースの声が背後から聞こえたが、自分の方へと向かってくるコゼットにキョトンとするマリーンから視線が離せない。

（お母様が危ない！）

　コゼットがこちらへ向かってくることに気づいた手が、強引にマリーンの首に手を伸ばす。あと少しでその指先がマリーンのほっそりとした首元に触れようとしたところで、コゼットはマリーンの手を掴んだ。そして力の限り叫んだ。

「だめえぇぇぇぇ！」

　マリーンを強引にこちらへ引き寄せる。

　すると背後に立っていた人間が露わになる。白い手からマリーンの身体が離れて、そのままコゼットの上に転んでくる。コゼットは母にのしかかられてそのまま尻餅をついたが、そのままマリーンに抱きついた。

（あっ――）

　あの秘書官だった。

　父であるヒースの秘書官。無表情にマリーンと自分を見つめていた不気味な秘書官。

　彼女がマリーンのすぐ背後に立っていた。

「マグナリオ秘書官……？」

　ヒースが驚いた顔で秘書官を見た。

　秘書官はヒースを見た後、一瞬で即決したようだった。

「カンデル子爵夫人、大丈夫ですか！」

　さもマリーンを心配するかのようにこちらに手を差し伸べてきたのだ。

　マリーンはコゼットにしがみつかれながらも顔を上げて、

「こ、コゼット。やっぱりこの婚約嫌だったの？　お母様と逃げる？」

　と言った。

「違う！　今はそう言う場合じゃなくて――！　ち、近寄らないで！」

　コゼットが叫んだが、秘書官はマリーンに近づいてくる。

　タイミングが悪かった。

　誰も秘書官が何かをしようとしたとは見ていない。一方でコゼットは突然マリーンに向かって走り出して、マリーンを引きずり倒したような状況だ。

　周囲の人々は、秘書官ではなく、コゼットを困惑の目で見ていた。

「お手を貸しますわ、カンデル子爵夫人」

　秘書官がうっすらと笑う。そしてその白い手が再び伸びてきて――

「だめぇぇぇ！」

　コゼットは迷わず自分の手をその白い手袋に重ねようとした。

　だがその間に、別の子どもの手が入り込む。

　つぷりと、音こそしなかったが、確実に仕込まれた針がその手を刺した。

「なるほど、針か」

　静かに響く声は、刺された当事者のものだった。

「な、なんで……」

　秘書官が青ざめる。

　無理もない。彼女の針を受けたのはマリーンではなかったからだ。

　そして、この国で一番害してはいけない人間を刺したということに、秘書官の顔が真っ青になっていく。

「クリス殿下……！」

　コゼットの手の先に立っていたのは、クリスだった。

「衛兵、この女を捕らえよ！　毒針を手袋に仕込んでいる」

　周囲が一瞬にしてざわつき、秘書官の周りにすぐさま衛兵たちが集まってくる。

「ち、違う！　私はあの女を狙っただけで――！」

　秘書官が必死にわめき立てるが、すぐさま衛兵たちが秘書官を連れて行く。

「え？　何？　え？」

　当事者だったマリーンは、何が起こったのか分からないようだった。

「朝の魔法使いを呼べ！」

　国王の声と共に、舞踏会は騒然となった。

「クリス殿下！」

　立ち上がったマリーンとともにクリスに駆け寄る。

「どうやら致死毒ではないようだ」

　ケロリとした顔でクリスは言うが、そういう問題ではない。

「何でそんな真似を！」

　コゼットがクリスの手を掴む。ポツンと赤い血が手袋の手の平に滲んでいる。

「だって、僕が手を出さなかったらコゼット、君が手を出しただろう？」

　ニコッとなんてことない顔でクリスは笑うが、笑っている場合ではない。

「それに僕たちは朝の魔法使いの力を借りながら毒耐性もつけているからある程度の毒には慣れているんだ」

「だからって、こんなことしていいわけないじゃないですか！」

「……うん、でも君が傷つくのは嫌だったんだ」

　じわり、とクリスの額に汗が滲み始めていた。

「クリス……殿下？」

　顔色が悪い。致死毒ではなかったようだが、それでは一体何の毒だったのか。

　クリスの金色の虹彩がうっすらと濁っていく。

　そしてポツリと呟いた。

「なるほど、精神毒か――」

　苦しそうにクリスがうずくまる。

「殿下、看護室へ！」

　ロトングスがクリスに手を伸ばそうとしたが、それをクリスが制した。

「近寄るな……！」

　ぶわっと黒い影がクリスの周囲に広がった。

「殿下!?」

「かなり……攻撃的になるように幻覚剤などが使われているようだ」

　冷静に自分に起きている状況をクリスが説明していく。

「なるほど。この大舞台で突然母親が狂乱すれば、ただ事では済まないな……殺さずとも致命的になるようなものを選んだようだ」

　ぶわっと黒い影がさらに炎のように立ちのぼり、クリスの周囲を囲む。

　駆けつけてきた朝の魔法使いもその力の前に戸惑う。

「国王陛下！　皆をここから避難させてください……！」

　ありったけの声をクリスが張り上げると、国王はホールにいた貴族たちを外へと避難させた。

　まるでクリスが大災害の原因のような対応に、コゼットは戸惑う。

「クリス殿下……！」

「コゼット……君も早くここから離れた方が良い。僕は大丈夫だ。毒が抜ければ落ち着くだろうから」

「でも……！」

「この影から早く逃げろ！」

　ぶわっと更に影の色が濃く、そしてじわじわとクリスを包んで広がっていく。

「コゼット様、いきましょう！」

　ロトングスがそう声を掛けてきたが、コゼットは自分のせいでクリスがああなってしまったから、どうしても動けない。

「わあああ！」

　ぐんっと更に強く黒い影が大きくなった瞬間、クリスが叫んでいた。

　その叫び声に反応するかのように、気がついたらコゼットはロトングスの手も、マリーンの手も振り払ってクリスのもとへと走っていた。

「コゼット！」

　マリーンが手を伸ばしたが、それをロトングスが止めてくれる。

（だって……！）

　元はといえば考えもなしにコゼットがマリーンへと駆け寄ってしまったことが悪いのだ。

　昼魔法を使えれば良かったのに、それさえも頭の中になく。

「クリス殿下！」

　コゼットがクリスの黒い球の中に入り込んだ瞬間、ぶわっと一面が真っ黒なあの丘へと変わる。

　クリスが夢の中で見せてくれたあの丘だ。

　真っ黒でのっぺりとした丘と、一切の星の見えない濃紺の空。

「クリス殿下！」

「なんで来たんだ……！」

　うずくまっているクリスに近づき、その背中にしがみつくと、じんわりと汗の匂いがした。

　クリスが苦しんでいるのがよく分かった。

　すると、空にぶわっと映像が映り出す。

『コゼット、なんであなたはいつもそうなの！』

　マリーンが眦をつりあげてコゼットを叱責する顔が夜空に写った。

『どうしてあの人は帰ってこないの！』

『どうしてあなたはそんなにあの人と似た顔をしているの！』

　ぶわわわっと望んでもいないのに、コゼットの記憶が勝手に夜空に映り始める。

「違う……違うんだ……こんなこと、見たいわけじゃなく……！」

　クリスが苦しそうに頭を抱える。きっと己でもセーブができないのだろう。

　コゼットは夜空一面に広がるマリーンの、自分に向けられた憎しみの顔に胸が痛くなる。

「クリス殿下……私は大丈夫……で」

『コゼット、いいかげんにして！』

　マリーンの悲鳴のような叫び声に、反射で身体が強ばった。

　心は忘れたつもりになっていても、身体はまだ覚えているのだ。母親にきつく叱られ虐げられた日々を。

「ごめん……こんなのを君に見せたいわけじゃないんだ……ごめんっ……！」

　クリスの瞳に涙がにじんでいく。自分で制御できないことがとても辛いのだろう。

　クリスもまだたったの十三歳で、そしてコゼットもまた、たったの十歳であるということを、今、改めて実感する。

　この世界で生きてきた時間はまだあまりにも少なくて、クリスは大切な人の過去を明るみに出してしまうことに苦しみ、コゼットは虐げられた日々を思い出されることに苦しむ。

「こ、こんなの……へ、平気ですよ」

　嘘でもそう言ってクリスを慰めようとしたが、

『あなたなんて大嫌いよ！』

　マリーンのきつい言葉が、忘れていたはずの言葉が、コゼットの心を抉っていく。

「うっ……」

　十歳のコゼットが心の中で、縮こまって泣き始めるのが自分でも分かった。

（こんなことで負けてどうするのよ……！）

　コゼットの知っているマリーンはこんなことをもう言わない。

　コゼットのことが大好きだと、心から言ってくれている。

（けれど、それって本当にそう――？）

　今まで自分のことを散々憎んでいた母親が、本当に自分のことを好きになってくれることなんてあるのだろうか。

『コゼット……あなたの名前、どうしてつけたか分かる？』

　ゆらっと空一面に母親が立っている。

　うつろな目でこちらを見下ろす母親。その空虚な瞳に身体が震える。

　こんな光景、覚えが無かった。

　嘘だ、覚えがある。

（なに、これ――）

　頭の中でキィンと高音が突き抜ける。

　聞いてはいけない。思い出してはいけない。

　自分の中で警報が鳴る。

　それでも夜空の映像は、止まることを知らない。

「コゼット、聞くな！」

　クリスが頭を押さえながらそう言うが、コゼットは夜空を固まったまま見上げていた。

　マリーンは涙で赤く腫れた目で、コゼットを見下ろしながら言う。

『生まれてもあの人は帰ってこない。むしろあなたが生まれてからどんどん家から遠のいている……だから私が、あなたに名付けたの。コゼット――いらないものって意味で！』

（私、本当にお母様にとっていらない子だったんだ……）

　ずるりと自分の中に黒い塊が入り込んでくるかのようだった。

　それの名前は多分〝絶望〟というのだろう。

「コゼット！　辛い記憶なんて忘れていいんだ！　思い出すな！」

　クリスが必死にコゼットに呼びかけるが、コゼットは空に広がる母を食い入るように見つめることしか出来なかった。

　マリーンは更に何度も言う。

『あなたは、いらな――』

　あまりにも辛くて、しんどくて、聞きたくなくて、うつむいて耳を塞いでしまおうとしたときだった。






「いらないわけ、あるかあ！」






　母の冷たい声を全て消し去るかのような、大きな声がその空間一面に広がった。






　バリン!!






　夜空に大きなひびが入る。

　コゼットの目からは滂沱の涙がこぼれ落ちていく。止めようもなくそれが零れていく中、響いたのはマリーンの声ではなく、まったく別の声だった。

『――いらないわけあるか！　あたしがどんな思いで子どもを産んだと思ってるの！』

　バリバリバリとまるで殻を破るかのように、コゼットの記憶に残る母の映像が消えていく。

　そして真っ黒な空に広がったのは、まったく別の、思いもしない映像だった。






『真以子、子どもができたってどういうことなの！』

（え――）

　アップになった中年女性の顔に見覚えがあった。

『お前、高校生で妊娠なんて――！』

　今度は中年男性。そちらも若いがコゼットは知っている顔だった。

（なに、これ……）

　真っ黒な瞳の、可愛らしい赤ん坊のアップ。

　いつか、クリスが見せてくれた映像で出てきた赤ん坊だった。

『子どもができたって逃げるクソ男なんて知るか！　こんなに可愛い子が生まれてきてくれて、あたしはそれだけで嬉しい！』

　明るい光の方から、とてつもなく明るい声が聞こえる。

　赤ん坊に対する祝福の声は、きっとその赤ん坊の母親の声だ。

『あたしが真以子だから、あなたは真衣にしよう！　あたしの娘。あたしだけの娘！』

　鏡に映る赤ん坊と、そしてその母親にしては随分若い少女の顔。

　それでも少女は嬉しそうに笑って、自分の娘に頬ずりをしていた。

（――！）

　ずっと……ずっと忘れていた。思い出せなかった。

　前世の自分の名前だけが思い出せなくて、うっすらと思い出せる祖父母の顔。

　そして仏壇の、セーラー服の少女の写真。






『真以子～！　真衣ちゃんがうんちもらしたままハイハイしてるよ！』

　コゼットが知るより大分若い祖母が、真以子と呼ばれた少女を呼ぶ。

『きゃ～！　ミルク、さめないよー！』

『真衣ちゃん、ほら、お着替えしようね～！』

　ハイハイをする赤ん坊に対して、笑う祖母の姿――






『たまには友達とご飯でも食べてきて良いぞ。真衣は俺たちが面倒見てるから』

　言葉はぶっきらぼうだが、いつも優しかった祖父。

　それは自分の娘に対してもそうだったのだろう。

『そうよ、真以子の友達はみんな遊んでるんだから、お小遣いあげるから遊んできなさい』

『えええ……じゃあ、焼き肉でも食べてこようかな』

『ああ、いけいけ』

　しっしっと追い払うそぶりの祖父は、それでも嬉しげに赤ん坊を抱きしめていた。






　そして――

　またあの雨のシーンだ。

『おい、女の子が車に轢かれたぞ！』

『早く救急車！』

『あたし……ここで死んじゃうの……？』

　きっと喋ってはいないだろう。それでも真以子の声が聞こえてくる。

　空に向かって伸ばされる手には血がついている。

『真衣にお土産買ったのに、こんなところで死ねないよ……！　神様、そんな意地悪しないでよぉ……！』

　声にならない悲鳴のような泣き声に、胸が抉られるようだった。

『まだ真衣の一歳のお祝いもできてないのに。七五三だってしたいし、真衣が中学入ったら、真衣の制服のとなりで私も高校の制服着てやろうと思ったのに！　いやだよ……こんなのいやだよ……！』

　画面がドンドンぼやけていく。

『神様……お願い……私、真衣のためにこんなところで死んでいられない……いやだ……』

　真以子の声がどんどん弱くなっていく。

『真衣……！　真衣……！　ごめん……たったの一年も一緒にいてあげられなくてごめん……！』

　コゼットは口を押さえる。そうしないと泣き声が漏れてしまいそうになったからだ。

『神様……意地悪しないで……！』

『もしあたしのこと可哀想と思うなら……お願い……こんども真衣のお母さんになりたい……今度はあたしも絶対……絶対、真衣のこと幸せにするから――』






『あたし、また、真衣のお母さんになりたい――!!』






　なぜ、自分はこの世界に生まれ変わったのだろうと思っていた。

　そんな特異な生き方が、どうして自分と、そして母親であるマリーンにも起こったのか――と。

　偶然なんかじゃなかった。

（そんな、元女子高校生が本当に私の元母だったなんて思うわけないじゃん……）

　てっきりマリーンとは同じ時間軸で生まれ変わっていたのだと思った。

　けれど、そんなことはなく、自分たちの生まれ変わった理由も、その場所も、きちんとした理由があったのだと知る。






「あたしは、もう一回生まれ変わったなら、今度こそ、自分の娘を幸せにしたいから、生まれ変わったの！」

　まばゆい光が丘の下から昇ってくる。そこから現れたのは赤い髪をたなびかせるマリーンだった。

「お母様……」

「コゼット！　クリス殿下！」

　丘の上まで登り切ったマリーンは、その手に小さな瓶を持っていた。

「殿下、あの女、解毒薬持っていたみたい。これを飲んで！」

　マリーンがクリスの口に薬を近づけると、クリスは苦しそうにしながらもその薬を飲んだ。

　フワリと周囲の空気が変わった気がした。

「カンデル子爵夫人……大丈夫なんですか……ここに入ってきて……」

　少しだけ落ち着いたようでクリスがそう尋ねると、マリーンはニッコリと笑う。

「大丈夫！　私の過去も今も感情も、見られて恥ずかしいものなんてないもの！」

　堂々としたその物言いに、クリスは呆れたようにポカンとしたが、すぐに苦笑した。

「本当にあなたたち親子は……向こう見ずなところまでそっくりだ」

「当たり前でしょ！　コゼットにだけ大変な思いをさせるわけないじゃない！」

　てらいなくそう答えるマリーンは、どこまでも朗らかで、脳天気で――






　そしてどうしようもなくコゼットの――母だった。







＊＊＊








　神崎真衣。

　それがコゼットの前世の名前だった。

　母は自分が生まれてすぐに亡くなっており、父はいないのだと聞いていた。

　母親が高校生で自分を産んだと知ったのは、奇しくも真衣が高校に入学したときだった。

　祖母が制服に身を包んだ真衣を見ながら、

「あなたの入学式を、真以子もとても楽しみにしていたのよ……」

　と涙ぐんで、それから自分の母親が何歳で自分を産んだのか教えてくれたのだ。

　それまでは、どうして仏壇の母の写真がセーラー服なのかわからなかったが、まさか自分をそんなに若い年齢で産んでいたとは思わなかった。

　父親は二つ年上の先輩だったらしいが、真以子の妊娠を知ると家を出て消えてしまったらしい。なんて無責任な父親だと思ったが、真以子はひとりで産むことを決めた。

　どんなに祖父母が反対しても、真以子は真衣の誕生を望んだらしい。

　そうして生まれた真衣を、真以子はとても溺愛し、大検の勉強をしながら自分たちの将来を真剣に考えていたのだという。

　ただ、なんの運命の悪戯か――　あまりにも若い身空で遊ぶことも出来なくなった娘を哀れに思った祖父母が、真以子にたまには息抜きをと促した際に、彼女は不幸にも事故に遭いその短い生涯を終えてしまった。

　いつも、どことなく祖父母が真衣に対し、申し訳ないようなよそよそしい距離をとっていた理由はそこにあったのだ。

「お前から母親を奪ってしまったのは俺だ、すまない」

　祖父が涙ぐみながらそう謝ったとき、真衣はそんなことは決してないのだと祖父を慰めたことを覚えている。

　父も母もいなかったし、死ぬときは天涯孤独の身にはなってしまっていたが、真衣の人生はけっして不幸ではなかったからだ。

　そんな自分が、どうしてもう一度生まれ変わったのか、分からなかった。






「きっと、お母様のためだったんでしょうね……」

「ほえ？」

　肉料理をむしゃむしゃ食べていたマリーンは、コゼットの顔を見ても口をもぐもぐさせていた。

　口の端に食べかすがついていたので、ハンカチでぬぐってやると、マリーンはニカッと人なつっこい笑みを浮かべて笑った。

「美味しいですか、お母様」

「美味しい！　ラーメンが一番美味しいと思っていたけど、こういうお洒落な食べ物も美味しいね！　さすが王宮！　みんな食べないのもったいないと思わない？」

「まあ、こんな騒動の後ですからね……」

　あの後、解毒剤が効いたらしくクリスの夜魔法はすぐに収まったが、念のためということで侍医の診察を受けている。

　パーティに参加した貴族たちは速やかに帰されたらしいが、凶行に及んだのが父の秘書官だったことは分かる人には分かったらしく、明日にはセンセーショナルに新聞などで騒がれるだろうと思うと、少しばかり頭が痛かった。

　クリスの様子が心配だったので、そのまま王宮に用意されている部屋に戻ろうとしたとき、マリーンは一切手を付けられていないご馳走を見て、言ったのだ。

「え、これ、どうなるんですか？」

「おそらく廃棄になるかと……」

　とは、コゼットたちを部屋に案内しようとした侍女の言葉。

「えーもったいなくない？　誰も食べないなら、少し食べてから帰ってもいい？」

「お母様……、正気ですか？」

「正気正気。だってもったいないと思わない？」

　目の前のご馳走を指さすマリーンに、確かに……とは思った。思ったが、付き添いの侍女は信じられないといった顔でマリーンを見ているし、コゼットも信じられないと思った。

「食べていい？」

　にこっと邪気のない笑顔でマリーンに問いかけられ、王宮侍女は慌てて確認しに行き、「大丈夫だそうです」と引き攣った顔で答えてくれた。

　そして、今、たった二人で軽食として用意された料理を摘まんでいるのだ。

「お酒……初めて飲んだけど、すごくおいしい……」

「お母様、ほどほどに……くれぐれもほどほどに……」

「コゼットも、このお肉、食べてみなさい！　おいしいから！」

　あーんとフォークに刺したお肉を突き出され、マナーも何もあったものじゃないマリーンをどうしてくれようと思いながらも、コゼットはパクリと食べる。

「あ、美味しい」

「でしょ？　こんなに美味しいのにもったいないよねえ！」

　二人で和気藹々と食べていると、

「マリーン、コゼット……」

　ひどく疲れた顔をしたヒースが現れた。

　彼はクリスに毒針を刺したのが秘書官だと分かったあとすぐに、事情を聞かれに連れて行かれたのだ。

「もう取り調べは終わったんですか？」

「取り調べ……ああ、終わった。秘書官が全部白状して、私にはなんら関係ないと証言しているそうだ……」

（秘書官とお父様が共謀したかと思ったけど、そうじゃなかったんだ）

「てっきり秘書官とあなたが共謀したのかと思いましたよ」

　コゼットが心の中で思ったことを、マリーンは直接ヒースに言った。

「そんな！」

　ヒースは青ざめてそれを否定する。

「違うんだ……その……秘書官は私のことがずっと好きで、なのに私がマリーンと結婚したからそれが悔しくて……ずっと私たちの妨害をしていたようなんだ」

「は？」

　マリーンの食べる手が止まった。

　スウッと赤い瞳が細められ、きつくヒースを睨みつけるその顔は、まさに悪役母に相応しい険しい顔で、隣で見ていたコゼットさえも思わず身構えるほど冷ややかだった。

「私は……君たちが、いつも元気だと手紙をくれていると思ったから……安心して仕事をしていたんだ……なのに、その手紙は秘書官が用意した偽物で……秘書官は……その……私と結婚したかったから、二人に……」

「はあ?!」

　マリーンが今日一番の声を上げた。

「お、お母様」

「何？　今までずっと家に帰ってこなかったのは、その女のせいだって言ってんの？」

（お母様が怖い……！）

　今まで見た中で一番怖いと思った。

「出産のときも、誕生日も、その他諸々全部、その女のせいで帰ってこれなかったと？」

「あ、ああ……いつもその時期にはいきなり仕事が忙しくなっていたのだが、手紙をお前たちがくれていたから、大丈夫だと思ったんだ……」

　ヒースはマリーンの迫力に飲まれながらも、たどたどしく説明してくれる。

　曰く、誕生日にはプレゼントもきちんと贈っていた。

　曰く、毎回お礼の手紙（秘書官手製の偽物）を貰っていた。

　曰く、仕事をしていれば、家族のためになると思っていた。

　確かに働くことは間違いではないと思ったが、どこか違うようにコゼットには思えた。

「マリーン、コゼット、本当にすまなかった……！」

　ヒースは、沈痛な面持ちでコゼットたちに謝ってきた。

　確かに美男子がそのように苦しげな顔をすれば、なんとなく分かってやりたくなる気持ちにもなりそうだ。

（でも……なんだろう……このモヤモヤ……）

　うまく言えない。実の父だと分かってはいるが、なんとなく心にモヤモヤしたものが沸いてくる。

　コゼットがその得体の知れない感情を持て余したときだった。

「まさか彼女がそんなふうに私を思っていたとは思わなかった……」

　力なく涙ながらにヒースがそう言った瞬間、マリーンがスパッと言い返した。

「いや、それはないでしょ。あんな傍にいて。人の気持ちに鈍いからそうなったんだよ」

「お、お母様」

　マリーンは赤い煌めく強い視線で射抜くと、はっきりと断言する。

「私たちとの関係もそう。顔を見て直接話しても分からないのに、私たちはどのくらい長く会っていなかった？　あの秘書官が確かに全て謀ったことかもしれない。あんたは自分も被害者だと思っているかも知れないけど、この件で一番の被害者はコゼットだから。そういうこと分からない人とは、ごめんなさい、あたしはこれから一緒に生きていけるとは思わない」

「お母様……」

　冗談めかして父との離婚を口にしたことはあったが、こんなにはっきりと、強く言うマリーンを初めて見た。

「私たちは結婚したけど、家族にはなれなかった。そういうことなんだと思う」

　ヒースの目から零れていた涙がピタリと止まる。その顔は今にも死んでしまいそうに青ざめていたが、マリーンの言葉をしっかりと聞いていた。

「ひとりで……コゼットを育てるつもりなのか？」

　震える声でそう問いかけるヒースに、コゼットも思うところはあったが黙って父と母を見ていた。

　ただ、きゅっと母のドレスを握りしめれば、それに気づいたマリーンがコゼットを見下ろしてニコッと微笑んだ。

　コゼットはこんなときなのに、マリーンの笑顔が嬉しくて、ふわっと自分も笑ってしまう。

　ヒースがなぜか酷く傷ついた表情をした。

　マリーンはコゼットの笑顔を見た後、ふたたびヒースに向かって言う。

「相手に向けた感情は、そのまま自分に返ってくるんだよ」

　ドキッとした。祖母が前世の真衣に言った言葉だ。

　それと同じ言葉をマリーンも言った。

（ああ、この人は本当に私のお母さんだ……）

　祖母の面影を感じて、また泣きそうになった。

「あたしは……コゼットに、これからはずっと好きだけを向けていきたいの。母親がどれだけあなたを好きで、どれだけ大切にしているか、どれだけあなたの大きくなる姿を傍で見つめていたいか、全部の好きって感情で伝えていきたい」

（お母さん……！）

　鼻がつんとした。目が痛くなる。

「あなたはあたしたちを好きだと言ったけど、その感情はきちんとあなたに返ってきていた？」

　それだけのものを本当にコゼットやマリーンに与えていたのか。

　赤い瞳が、言外にそう匂わせながら、ヒースを鋭く見つめた。

「……っ」

　くしゃりとヒースの顔が歪んだ。

（たぶん、こんなに近くにいるのに、『会いたい』とさえこの父は思わなかったんだろうな……）

　この数ヶ月しか一緒にいないマリーンはこんなに近くに感じるのに、父はとても遠い存在だった。

　それはきっと父にとっても同じなのだろう。

　仕事を優先できる家族。

　それだけだったのだ。

「マリーン、コゼット、本当にすまなかった……」

　長い沈黙の後、ヒースはそう掠れた声で言うと、深く頭を下げてきた。そして、最後に告げる。

「離婚の手続き書類は後日、子爵邸に送る」

　そう言うと、マリーンたちのことを振り返らずに、大広間を後にした。

　マリーンは少しの間だけその後ろ姿を見ていたが、すぐにコゼットの方を見ると、

「さ、食べようか」

　と、ニコッと笑って言った。

「え、あの会話の後に、まだ食べられるんですか？」

　ちょっとどころじゃなく驚いた。タフとか強メンタルとかそういうレベルではない。

　やや、サイコパスがはいっているのではないかと、実の母なのに思ってしまった。

「だってお腹がすいたらこれから子爵邸のこと、うまくできるかわかんないし。離婚したらあたしが子爵になるじゃない？　領地経営とかできるかなあ」

「あー……」

　不安しかない。あんなにあっさり別れを決断してしまったが、この母にそれらが出来るようには思えなかった。

「なら、ロトングスを婿に出そうか？」

「ふえ？」

　マリーンと一緒に振り返ると、クリスが立っていた。

「クリス殿下、大丈夫ですか？」

「ああ。カンデル子爵夫人の解毒剤のおかげで解毒が早かったから、それほど神官の手を煩わせずに済んだ」

「でも毒を受けたんですから、お部屋でお休みになられた方が」

「そのつもりだったんだけど、君たちにも迷惑を掛けたから一声だけかけようと思ったら、まだここにいると聞いてね」

　クリスがそう言って苦笑する。そしてマリーンには聞こえないようにポツリと、

「まさか、料理を食べているとは思わなかった」

　と呟いた。

（ですよねー！）

　コゼットもそれには同意せざるを得ない。

「ところでカンデル子爵夫人、年下でもいいならロトングスを紹介しますよ」

　クリスの背後の護衛騎士であるロトングスは、なんとも言えない微妙な顔で苦笑いを浮かべていた。

（あれ？）

　確かこの護衛騎士は、すぐ顔に思っていることが出るタイプなので、本当に嫌だったら嫌だと顔に出るはずだ。それが、今は微妙な表情だが、決して嫌がっている様子ではないことに驚いた。

（え、お母様って意外にもてる？）

　思わずマリーンを見れば、マリーンはワインを飲んでニコニコしているところだった。頬がほんのり赤くて、ちょっと可愛い。

「この男は騎士ですが、書類仕事もなかなか優秀なので、オススメですよ」

　クリスが更にロトングスを推してきたが、マリーンはワインを飲み干すと、ぺろりと口を舐めてから、娘のコゼットも見蕩れるほど鮮やかな笑顔で笑った。

「いらない。だってあたしにはコゼットがいるもの！」

「わわわわ」

　ぎゅうっと抱きしめられる。柔らかくて温かいマリーンの胸は、優しい花の匂いがした。

「ロトングス、残念だったね」

　クリスがそう言うと、ロトングスはしれっとした顔で主に言い返す。

「私よりクリス殿下の方が大変だと思いますよ」

「まあ、それは……そうだね……」

　クリスがコゼットたちの方へ目を向ける。

　母の胸に抱きしめられたコゼットの顔は、誰が見ても幸せそうで、とても良い笑顔だった。

















エピローグ　世界は優しすぎて












　一ヶ月後、改めてクリストファー王太子殿下とその婚約者であるコゼット・カンデル子爵令嬢の婚約披露目の舞踏会が行われた。

　前回の舞踏会では、あわやクリスの夜魔法が暴走するかと思われたが、幸いにして酷いことにはならなかった。だが、夜魔法の黒い影を不気味だと感じた者も多かったのは確かで、改めての舞踏会がどのように開催されるのか、不安に思った者も多かったのは確かだ。

「夜魔法って少し不気味よね……」

　とある伯爵夫人はそのように小声で言っていたし、

「昼魔法の使い手の聖女がいたから、暴走しなくて済んだのならそれでいいのでは？」

　と言う男爵もいた。

　だが、少しばかりの不安と不審が向けられていた王室への視線は、改めて行われた舞踏会で全て覆された。

　その舞踏会は、珍しくも昼過ぎに行われた。

　会場にたどり着くと、人々はまず大きな扉の前に掛けられたカーテンの前に立たされる。そこで招待状などを再度確認された後、カーテンを自らかきわけて入る。

　そして人々は目にするのだ。

「なんと、これは……」

「まあ、なんて……」






　真っ黒な空に降りしきる、一面の星空を。







＊＊＊








　感嘆する人々の声を、クリスは王の玉座の一段下に用意された席で聞いていた。

「コゼットが昼から舞踏会をなんて提案したときは、どうするのかと思ったけど、これは素晴らしいね」

　婚約の披露目は必須だ。聖女としてのコゼットを皆に認知させなければならない。

　しかし、前回が前回だっただけに、通常の舞踏会ではあまり良い印象を抱いてもらえない可能性があった。たとえ、コゼットとクリスに非はなくとも、こうしためでたいはずの出来事の日に凶事があれば、人は口さがない噂をするというものだ。

　だが、こんな風に夜魔法を使って人工的に夜の世界を作るという発想は、クリスには全くなかった。

「でも良かったの……？」

　クリスが横に座るコゼットに尋ねる。

「なにがですか？」

「これは君の記憶だよ。僕の魔法は記憶を呼び出すことしかできないから。だけど、この星空はこの世界の星空ではない。他の者は想像の空だと思うかも知れないけれど、君の母君は分かってしまうのではないかな？」

　黒い瞳がスウッと少しだけ細められ、コゼットの表情を窺う。

（うーん、勘がいいなあ）

　コゼットは苦笑いを浮かべる。

　クリスはコゼットとマリーンの記憶を見て、何か思うところがあったのだろう。二人の関係性の変化、そしてコゼットの表情から、確信は持てずとも何かを推測することは出来たはずだ。

　たとえばそれが、二人は前世でも親子だったという可能性にも、もしかしたらたどり着いているかも知れない。それでも、クリスは必要以上には、マリーンにもコゼットにも追及することはしなかった。

「たとえお母様が気づいても、お母様なら変わらず私を愛してくれると思うので……」

　結局、自分が前世も今世もマリーンの娘であることを、コゼットはまだ言えていない。

　言ったところで、ふたりの関係性がこれ以上大きく変わることはないと思ったからだし、前世は前世として割り切ろうと思えるようになってきたからだ。

（今の私はコゼット・カンデルだものね）

「僕も君を愛したいと思うんだけどな」

「え？」

　突然の告白に、横を見ると、キラキラと光る金の光彩が至近距離にあった。思わず椅子に座りながらものけぞると、クリスが「残念」と笑った。

「私、十歳なんですけど……」

「うん、でも、きっと中味は僕よりずっと大人な気がするから、本気で口説いていかないと、君は僕をいつまで経っても子どもとしてしか見てくれないだろう？」

（いや、十三だもん、子どもでしょ！）

　そうは思ったが、それを言ったらもっと怖いことを言われそうなので、コゼットはにっこりと笑うに留めた。

「僕はね、君が昼の魔法使いだから好きってところもあるけど、君自身もとても好きだよ」

「はあ……」

「こんなふうに、僕の魔法を素敵なものに変えてくれる女性と婚約できて、僕はとても幸せだと思う」

　とても嬉しそうに微笑むクリスの目の中にも星が見えた。

（あれ……？　もしかして私、変なフラグ立てちゃった……？）

　死亡フラグではないが、このフラグは早々折れるフラグではない気がした。

「コゼットたん！」

　マリーンがキラキラと嬉しそうな顔でコゼットのほうへやってくる。その背後にはちゃっかりロトングスがパートナーとしてエスコート役を買っていた。

　マリーンはついこの前、父と離婚したのだが、「舞踏会にパートナーもいないのはどうかと思うよ」というクリスの提案で、ロトングスがパートナーになったのだ。

（お母様も私も、外堀からじわじわ埋められていない？　大丈夫なの、これ？）

　このまま未来の王太子妃一直線になったらどうしようと思っていると、マリーンがすっとコゼットに手を差し伸べる。

「コゼット、踊ろう！」

「え？」

　デビュー前の子どもはダンスをしない。ましてや母親と踊る娘などいない。それを分かっているだろうに、マリーンはロトングスを放置して、コゼットに手を差し伸べた。

　コゼットがクリスを見れば、クリスは小さく肯いた。

「次の曲は踊りやすい曲に変えよう」

　そこまでお膳立てしてもらえるなら踊っても良いのだろう。

「お母様、男性パートで踊るんですか？」

「うん！」

　マリーンが嬉しそうに笑う。

「あたしね、踊りだけはちょっと得意なのよ！　ぜん……せじゃなくて、昔、ソーラン踊っていたから！」

（それは全然違うな！）

　そうは思ったが、敢えて指摘はしなかった。そういうところも含めて、マリーンはマリーンで、そんな母親がコゼットは大好きだからだ。

　キラキラと満天の星空の下、淡い照明で照らされたフロアで、コゼットとマリーンはくるくると回るようにダンスを踊る。

　マリーンの赤い靴は、コゼットが選んだものだ。母の赤い髪とドレスによく似合う。

　コゼットも、今回は母とお揃いのドレスにした。

　時折、足を踏まれそうになったり、踏みそうになったり、そのたびに顔を見合わせてクスクスと笑う。

「あのね、お母様」

　コゼットがマリーンに話しかけると、

「なあに」

　とすぐに声が返ってくる。

　だからコゼットは、マリーンに向かって言う。

　与えられた愛情の分だけ。いや、きっともう、それ以上に。






「お母様、大好き！」







了
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